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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「それじゃ、行ってきます」


　三泊ぱく分の着き替がえやパジャマ、そして勉強道具が入ったバッグを手にし、若わか木ぎ侑ゆう登とは車の後部ドアから外へ出た。


「頑がん張ばってね」


「うん」


　運転席の母親に向かって侑登は大きく頷うなずき、ドアを閉めた。車が走り去るのを、軽く手を振ふりながら見送って、侑登は目の前のマンションへと入っていく。


　本当は送ってもらうことでもないのだが、相変わらず家の者は過保護で、侑登が一人で出かけるときは、可能な限り送ろうとする。学校をやめていなければ高校一年も終わりを迎むかえる年だというのに、まるで小さな子供のようだった。


　だがそれを鬱うつ陶とうしいなどと思ったことはなかった。もともと三人兄弟の末っ子ということで、甘やかされがちではあったのだが、今のような状態になったのは、それだけ侑登が家族に心配をかけてしまったということなのだ。むしろ心配をかけてしまっている自分が、もどかしくてならなかった。


　マンションのエントランスに入り、目的の部屋へと向かう。オートロックのマンションではないので、ドアの前まではフリーだ。


　インターホンを押すと、ややあって中からドアが開いた。家を出る前にメールを入れておいたからか、誰だれかと問われることもなかった。


「いらっしゃい」


　素っ気ないくらいに言いながら、矢や島じま総そうは侑登の手からバッグを引き取り、どうぞとも言わないで奥に行こうとする。去年から何度も訪ねているので、客としての出で迎むかえはされなくなったのだ。侑登としては、嬉うれしいことだった。


　口元が自然と緩ゆるむのを自覚しながら、ドアに施せ錠じようした。


　総が侑登の家に来てくれて、勉強を教えてくれたのは、たった三日前だ。なのに、会えるのがこんなにも嬉しい。しあさっての夕方まで、総と二人きりでいられるかと思うと、顔が笑えみ崩くずれてしまいそうだった。


「締しまりのない顔だな」


　ふと振り返ってこちらを見た総が、くすりと笑った。からかうような態度だが、侑登は気にもせず、むしろ開き直って言った。


「だって嬉しいもん。総さんは、なんかフツーっぽいよね」


　侑登は上がり込みながら、ストレートに思ったことを口にした。


「そんなことないよ。久しぶりのデートだからな」


「うん」


　お泊とまりデート、というやつだ。もっとも家族は誰もそんなことだと思っていないし、半分は勉強なのだが。


　総に続いて、侑登は客間に入っていく。すると総はバッグを床ゆかに置いて、すぐに部屋を出ていった。


「すぐ来いよ」


「うん」


　侑登はバッグから着替えを出し、空っぽのチェストに入れた。ここは以前、総の母親が使っていた部屋だ。母一人子一人の家族なのだが、母親は数年前に実家へ戻もどって暮らし始めたので、今は総が一人で住んでいる。月に二度はこうして侑登が泊まりに来るので、今ではほとんど侑登専用の部屋だ。


　ベッドの上にはシーツやピローケースが畳たたんで置いてある。ベッドメイクも自分でしろ、ということだった。


「後でやろ……」


　どうせ初日は使わないことのほうが多いのだし……と思いながら、侑登は勉強道具を持ってリビングルームへ向かった。


　部屋のほぼ中央にあるローテーブルと、凭もたれられるような大きなクッションは、以前はここになかったものだった。侑登が定期的に来るようになったので、総が買ってきたのだ。


　テーブルにはすでに、五〇〇mlのアルミボトルが置いてあった。


「あ、何これ。水？」


　いつものスポーツドリンクではないことに、侑登はつい不満そうな声を出してしまった。


「酸素入りだよ。頭の働きがよくなって、効率が上がるかもしれないだろ」


「どうかなぁ……？」


　首を傾かしげながら、侑登は定位置に座った。


　総と勉強するときは、いつも傍かたわらにペットボトルが置いてある。水分補給は必要だが、余計な中断はしたくない、という総の考えによるものだった。これは侑登の家で勉強を見てもらうときも同様だ。


「もらったケーキがあるから、一段落ついたらコーヒーいれてやるよ」


「やった」


　思わずといったように、笑みがこぼれた。食べものでつられるなんて、我ながら単純だと思ったが、効果的なのは確かだ。餌えさがなくても侑登は真面まじ目めに勉強をするが、やはり張り合いが違ちがう。


　テーブルにテキストとノートを広げて、侑登はふと思いついて顔を上げた。


「ケーキなんて、どこでもらったの？」


「昨日、店に差し入れがあったんだ。俺がもらったわけじゃないよ」


「そ……そっか」


　あからさまに安あん堵どを見せたせいか、総はくすりと笑った。


「ヤキモチか？」


「ちょっと気になっただけだよ。それより、新聞にセンター試験の問題が載のってたじゃん。あれ、やってみた」


　口を尖とがらせて言い返してから、すぐに侑登は話を変えた。分が悪くなったら、それが一番だ。


　総もすぐに意識を切り替えてくれた。


「どうだった？」


「思ってたよりできたよ」


　世間は今、受験シーズンだ。今年もセンター試験の日には雪が降り、ニュースでもそのことに触ふれたものをいくつか見た。


　果たして二年後、侑登が受けるときも、雪が降るのだろうか。ニュースを見ながら、ぼんやりとそんなことを考えたものだった。


　侑登は昨年の夏前に、高校を退学してしまった。入学と同時に、ある上級生から嫌いやがらせを受け始め、それは周囲をも巻き込んでの行こう為いに発展し、侑登はとうとうケガをするはめになったのだ。閉じこめられた場所から脱だつ出しゆつしようとして失敗したからだった。だがそれだけではなく、そのときすでに侑登は激しく体調を崩してもいたのだ。


　病院に運ばれた侑登は、結局そのまま学校をやめてしまった。総には、その頃ころから勉強を見てもらっている。


「それ、捨ててないか？　答えを書いたやつ」


「あ、うん。一応、取ってあるけど。汚きたないよ？」


　誰にも見せるつもりがなかったのだから、解答用紙にしたチラシはとんでもないことになっていた。しかも足りなくなって、途と中ちゆうから包装紙の裏になっているのだ。


「今度、行くときに見せてもらうから、そのまま見せろよ」


「でもチラシ……」


「清書するついでに、正解を増やすかもしれないからな」


「そんなことしないって。総さんに噓うそついても、しょうがないじゃん」


　冗じよう談だんだとわかっていても、ついムキになって返してしまう。そんな侑登を、総は笑いながら見つめてくる。


　好きで仕方なくて、そして、とても大切な人だ。


　総がいなかったら、侑登はどうなっていたかわからない。想像がつかないというよりは、したくないといったほうが正しいだろう。意地を張り続けて無理をして、本当にどこかで崩れてしまっていたかもしれない。


「ん？」


「なんでもない。始めようよ。物理の宿題、やって来たよ」


　まずは苦手科目の物理からだ。それでも何ヶ月か教えてもらっているうちに、苦手としていたものも克こく服ふくできつつある。もともと侑登は成績優ゆう秀しゆうで、勉強することに対しても熱心だったのだ。


「俺もテスト問題作ってみたよ」


「えっ」


　露ろ骨こつに嫌そうな顔になってしまったが、そんなことで総が勘かん弁べんしてくれるはずもなく、侑登は目の前に置かれた紙をじっと見つめた。


　相変わらず熱心な家庭教師だ。アルバイトの形になっているのだが、総はアルバイト料など見あわないほどよくしてくれる。


　総は侑登の事情をすべて知って、気持ちを理解してくれたし、導いてもくれているのだ。一度はプロの家庭教師に、という話も親から出たのだが、侑登は拒きよ否ひしたし、今ではもう総に任せようという流れになっていた。


　ふと、総は卒業後、どうするのだろうと思った。彼は四月には大学三年生になるが、就職活動の準備を始めている気配はない。


　真面目に大学へ通い、侑登の勉強をかなりの頻ひん度どで見て、合間にはバーでアルバイトもしている総の口から、就職という言葉は聞いたことがなかった。


　総くらい優秀だったら、かなりいい会社に入れるだろうと思う。いや民間会社だけでなく、省庁だって狙ねらえるはずだ。


「どうしたんだ、いきなりわからないのか？」


「あ、ごめん。ちょっと、ぼーっとしちゃった」


「集中力」


「はい」


　殊しゆ勝しように頷うなずいて、侑登は問題に取りかかった。疑問は後でぶつければいい。今は目の前の問題を片付けることだけ考えようと思った。











　コーヒーと共に二種類のケーキを出されて、侑登は目を輝かがやかせた。


　シンプルなレアチーズケーキに、これでもかとフルーツが載ったタルト。どちらも実に美味うまそうだった。


　二種類のケーキを上じよう機き嫌げんで食べながら、侑登は隣となりでコーヒーを飲んでいる総に、ちらっと目だけを向けた。


「総さんてさ、卒業したらどうすんの？　大学院？」


「いや」


「じゃ、就職？　まさかフリーターとかじゃないよな？」


「それはないよ」


　苦く笑しようしながら、総はカップを置いた。


「でもさ、就職活動とかしてないじゃん。うちの兄貴は、とっくに動いてるみたいだよ。説明会とか行ったみたい」


「心配しなくても、考えてるよ」


　ふーんと鼻を鳴らし、侑登はケーキを口に運ぶ。総が言おうとしないものを、しつこく尋たずねるのは気が引けて、この場は話を打ち切った。


　噓はつかない総だが、すべてがオープンというわけではない。というより、わりともったい付けて言わないことも多い。


　不満というほどではないが、ときどき面おも白しろくない、と思うときはある。もちろん、ごくたまに……だ。恋こい人びととしての総は申し分のない男だし、二人の間にこれといった問題も起きていないのだが。


　侑登はフォークを咥くわえて、テレビのリモコンに手を伸のばした。休きゆう憩けい時間ならば、テレビもＯＫなのだ。


「どっかで天気予報やってないかな」


「出かける気なのか？」


「そうじゃないけどさ。なんとなく」


「夜遊びはなしだぞ。風邪かぜをひかせるわけにはいかないからな」


　読まれている。あまり冷え込まないようだったら、遊びにつれていってもらおうと目もく論ろんでいたのだが、どうやら無理らしい。


　侑登はケーキをつつきながら、溜ため息まじりに言ってみた。


「去年の暮れくらいから、全然行ってないよ」


「それが普ふ通つうだろ」


「いいじゃん。保護者つきなんだからさ。それに、何回もつれていってくれたんだから、今さらじゃん」


　総はけっして堅かたい人間ではないが、際限なく侑登の好きにさせることもない。バーにつれていってくれたとしても、酒は絶対に飲ませないし、早めの時間に引き上げてしまう。何より、連れて行く店も、なるべくカジュアルで従業員や客の質がよく、明るい店を選んでいる。だからいつも、行くのは総がアルバイトをしている店だ。それ以外のときでも、信しん頼らいしている友人がいる店だ。


「ねぇ、今度はいつバイト？」


　さり気なく尋ねたつもりだったのに、総は軽く睨にらみつけるような顔をした。もちろん作った表情だ。


「俺がいるときに押しかけるのはなしだぞ」


「ケチ」


　そんなことを言いながらも、ケーキをすべて平らげた侑登の機嫌はすこぶるいい。本当はどこだろうと、総と二人でいられれば満足なのだ。


「もうちょっと暖かくなったら、また別べつ荘そうとか行こうよ」


「勉強合宿か？」


「それも兼かねて。普通に旅行でもいいよ」


　去年の夏に、侑登の親しん戚せきのリゾートマンションに、二人でしばらく滞たい在ざいしていたのだ。その最中に恋人になったこともあり、かなり盛り上がった日々を過ごした。何より二人きりでずっと一いつ緒しよにいられるというのと、普ふ段だんとは違ちがう場所にいるというのが、侑登にとっては高いポイントだった。


「考えとくよ。とりあえず、当分は泊とまるとしてもここだな」


「うん」


　それはそれで楽しく、不満はない侑登だから、素す直なおに頷いた。


「じゃ、そろそろ勉強に戻もどれ」


「はーい」


　侑登は皿とカップをキッチンのシンクまで運び、ローテーブルのところに戻った。ちょうどテレビではニュースを流しているところだった。


　また政界が荒あれているようだ。何人かの代議士のインタビューが流れるうち、画面には見慣れた顔が映し出された。


　途と端たんに侑登は溜め息をついてしまった。


　与よ党とう最大派は閥ばつの議員である門かど真ま恒つね行ゆきは、侑登の母方の伯お父じだ。端たん整せいな顔と誠実な人ひと柄がら……というのが売りで、特に婦人層から絶大な支持を得ているのだという。そして侑登の祖父もまた、かつては代議士だった。去年の秋に亡なくなってしまったが、その何年も前に政界を退いており、地じ盤ばんはすべて娘むすめ婿むこである恒行が継ついだのだった。


「なんか伯父さんの顔見ると、溜め息出ちゃうんだ。前はそんなことなかったのになぁ……」


「例の件はどうなったんだ？　最近、何も言わないな」


「んー、別にどうにもなってないから言わないだけ。そぶりは見せるけど、具体的には何も言ってこないんだよな。だから解決もしてない」


　跡あと継つぎがいない伯父夫ふう婦ふは、侑登を養子にと望んでいる。侑登には兄が二人いるのだが、上の二人については、それぞれの理由で意に添そわない部分があるらしく、末っ子の侑登が有力候補になってしまったのだ。


　侑登の両親には事情があり、なかなか母の実家である門真家には強くノーと言えない。そのあたりが侑登にはもどかしくもあるが、仕方がないと諦あきらめてもいて、自分なりに逃にげる努力をしているのだった。


「祖父じいさんが死んじゃったじゃん？　だから今は、小康状態みたい。急ぐものでもないんだろうしさ」


「なるほどな」


「いろいろ問題行動とか起こしてみたんだけど、効果はイマイチみたいだし……」


「聞いてるよ。通夜を抜ぬけ出したんだってな」


「……知ってたんだ……？」


　総はずっと素知らぬ顔をしていたから、てっきり知らないのだと思っていた。ではどこから情報を得たのかとなると、二つばかりソースが考えられる。一つは侑登の家族──おそらく兄からで、もう一つは、行ったバーの従業員からだ。すぐ上の兄・慎しん司じは総と同じ大学に通っているから、話す機会はいくらでもあるだろうし、バーの従業員などは、嬉き々きとして総に話しそうだ。


　侑登は嘆たん息そくし、ひょいと肩かたを竦すくめた。


「右往左往してたのは、うちの両親と兄貴たちだけだったよ」


「むしろ門真家は、元気があっていい……くらいのことを思ったんじゃないか？」


「んー、近いものはあるかな」


　いっそ軽犯罪でもやらかしてしまおうか、と思ったこともあったのだが、自分のためにも家族のためにもそれはやめた。侑登は嫌いやだと言えない性格ではないし、断り切れない状じよう況きようでもないのだから、わざわざ自分のマイナスになることはしまいと思った。


「行動的とかなんとか言われた」


「微び妙みようにはき違えてる気がするな」


　総は呆あきれたように言った。


「俺もそう思うんだけどさ。祖母ばあちゃんと伯お母ばさんが、とにかく俺びいきで、フィルターかかっちゃってんの」


　嬉うれしいけれども、ことこの件に関しては困ってしまう。自然に言われなくなることを、願うばかりだった。


「門真氏はともかく……か」


「伯父さんの弱みは摑つかんだけど、どうかなぁ……」


　去年の秋に握にぎった伯父の秘密は、カードを一枚も持っていないよりは、弱くてもカードを手にしていたほうがいい、という程度の「ネタ」だった。だから繰くり出すこともないまま、何ヶ月も過ぎてしまっている。


　リモコンでテレビを消そうとしたとき、侑登の尻しりのポケットで携けい帯たい電話の着信メロディが鳴った。音を消していなかったから、誰だれからの電話かはわかっていた。


　侑登はテレビを消し、携帯電話を取り出すことなく、脇わきへどけていたテキストとノートを前に引き寄せる。


「出ないのか？」


「だって勉強中だし。って、持って来ちゃってごめん。置いてくんの忘れちゃった」


　本当ならば部屋に置いて来なければいけなかったものだ。家から緊きん急きゆうの連れん絡らくがあるならば、総の携帯でも家の電話でもいいわけで、侑登が勉強の妨さまたげになるものを持っている必要はないのだ。


　やがて着信メロディは止まった。総が何か言いたげだったが、そこは気づかないふりをして、数式を見み据すえた。


　電話の相手は、やめた高校での同級生だ。侑登が退学してからは一度も会っていないが、昨夏に電話越ごしの告白をされた。もちろん断ったし、友人としての電話越しの付き合いは続いているが、そのことは総も知っているから、総がいるときはけっして電話に出ないようにしているのだった。


　おそらく総は、今の相手が例の友人だということを察しているのだろう。


　何も言わないだけの話だ。総は気にしていても、あからさまな嫉しつ妬と心は見せたくないらしく、いつも素知らぬふりをする。


（けっこうプライドが高いんだよな。もっと感情的になったっていいのに……）


　あるいは開き直れないあたりが、知人の言うところの「青い」ところなんだろうか。


　侑登はちらっと総を見てから、今度こそ問題を解くために意識を集中させていった。




２







　侑登は重々しい溜ため息をつきながら、ベッドサイドのデジタル時計を見やった。


　もうすぐ時間になってしまう。おそらく十分もしないうちに、階下から母親が呼びに来て、行きたくない場所まで侑登をつれて行くのだ。


　服装は用意されたものを身に着けた。シンプルなシャツにセーター、そしてコーデュロイのストレートパンツ。一いつ緒しよに呼ばれている兄の慎司は、スーツを着ていくという。慣れない格好なんてしなくてもいいと思うのだが、侑登が口を出すことではないので、それを聞いたときも、ふーんと気のない返事をしただけだった。


　今日は、伯父からホテルで食事をすると言われている。だが、どうしてそんな場所なのか、そして慎司と二人だけなのかという疑問は、胸にこびりついている。長男の憲けん也やが海外勤務でなかったら、彼も呼ばれていたのだろうか。それとも、慎司と二人というところに、何か意図があるのだろうか。


　とにかく納なつ得とくはできないものの、侑登は覚かく悟ごを決めて出向くことにしたのだった。


　じっとしていると滅め入いりそうになるから、侑登は携帯電話を取り出して、登録したボタンを押した。


『はい？』


「あ、総さん？　俺」


　聞こえてきた声にほっとしながらも、侑登は携帯電話を手にしたまま、室内をうろうろと歩き回っていた。


『どうかしたのか？　今、どこなんだ？』


「まだ家。もうすぐ出るとこだよ」


『観念したのか』


　総は今日の食事の話を知っている。侑登が母親から今日の話を聞いた直後に、総に電話をしたからだった。そのときに、仮け病びようを使って断ってしまおうか……などと冗じよう談だんめかしていたので、今の言葉が出たわけだった。


「うーん……なんかさ、もし養子の話が出たら、きっぱりヤダって言っちゃおうかと思って。今の状態って、蛇へびの生殺しってやつじゃん？」


『そうだな』


「今日だけ逃げたって、しょうがないし」


　そろそろ話が出たとしても不思議ではないと、侑登は考えている。今日、呼ばれたのは慎司と二人だけだから、当人たちの両親抜きで養子の話をするとは考えにくいのだが、前まえ振ふりくらいはあるかもしれないと思っていた。


　階下から母親の声が聞こえる。侑登は立ち上がりながら、コートを手に取った。


「帰ったらまた電話するね。今日はバイト？」


『ああ』


「わかった。じゃ、十二時くらいに電話する」


　侑登は電話を切ってポケットに入れ、自室を出て行った。ちょうど正面のドアが開いて、兄の慎司も出てきたところだった。


「リクルートスーツじゃないんだ？　それって、去年の野の点だてで着てたやつ？」


「ああ。大学の入学式用に、もらったやつだけどな」


　襟えり元もとを摘つまんで慎司は頷うなずいた。門真家──というより、亡なき祖父から贈おくられたこのスーツは、慎司をいかにも真面まじ目めな大学生に見せている。


　温厚で控ひかえめな優等生。慎司の印象はそんな感じだし、実際にその通りだ。三人の兄弟の中で一番手がかからず、聞き分けのいい辛しん抱ぼう強づよい子供だった。


　兄の姿を見て、総も入学式にはスーツを着たのだろうかと、ふと思った。


　気がついたら口にしてしまっていた。


「総さんもスーツだったのかな」


　唐とう突とつな言葉に慎司は少し面めん食くらった様子だったが、侑登がいきなり総の話を始めるのはよくあることなので、すぐに笑えみを浮うかべて頷いた。


「そうだよ。新入生代表の挨あい拶さつをしたから、よく覚えてる」


「代表だったんだ……」


　口の中で呟つぶやいたことは、どうやら慎司の耳までは届かなかったようだった。慎司は何も言わずに階段を下りていく。その背中を見たまま後に続き、侑登はスーツ姿で壇だん上じように上がる総を思い浮かべた。


　自然と頰ほおのあたりが緩ゆるんでしまうのは仕方がないことだろう。


　だが階段を下りきったところで、母親の声を耳にしたら、一いつ瞬しゆんだけ浮き立った心はすぐに元の状態に戻もどってしまった。


「ちゃんと支し度たくできた？」


「大だい丈じよう夫ぶ」


「お行ぎよう儀ぎよくしてね」


「わかってるってば」


　侑登はふてくされたように返した。


　きっと車で送られる途と中ちゆうはもちろん、降りる間ま際ぎわまで、いろいろと細かく注意されるのだろうなと思った。侑登たちの行儀が悪かったりすると、親の躾しつけが悪いと取られてしまう。侑登が取った一時の問題行動は、個人の事情もあって汲くんでくれたようだが、二人揃そろって食事などのマナーが悪かったら、それは親の責任ということになっても仕方がない。


　指定されたホテルまでは車で三十分ほどだったが、侑登の懸け念ねん通り、車内での会話はほとんどが母親からの注意事じ項こうだった。


　後部シートに並んで座った侑登たちは、途中でちらっと互たがいに目を合わせて苦く笑しようしてしまったほどだ。


　母親がこんなにもピリピリしているのには理由がある。両親──特に父親は、母親の実家である門真家に逆らえないのだ。


　もともと父親は、侑登の亡き祖父・門真幸こう三ぞうの選挙事務所スタッフだった。そして母親には、家が決めた婚こん約やく者がいた。だから二人はギリギリまで妊にん娠しんを隠かくし、既き成せい事実を盾たてにして結けつ婚こんしてしまったのだ。そして経済的に厳しくなった際には、頭を下げて援えん助じよを受けたという経けい緯いがあった。


　そのときに、どうやら三人の息むす子このうちの誰だれかを養子に出すという口約束を交かわしてしまったようなのだ。もちろん果たす義務はないし、本人たちの意思というものもある。だが妙みようなプレッシャーが、常に家の中にあるのも確かだった。


「無愛想もだめよ。特に侑登は、たくさん心配かけたんだから、元気ですって、ちゃんと見せてきなさい」


「わかってるよ」


　返事をしながらも、今になってそんなことをしても意味はないだろうと思った。ケガをしたのも入院したのも、去年の夏の初めの話だ。あれから何度も会っているのだから、元気であることは、先方も承知しているはずだった。


　車がホテルのすぐ近くの歩道に寄せられ、降りるためにドアに手をかける段になっても、母親は心配そうにあれこれ言っていた。


　行きたくはないが、このまま母親の注意を聞き続けているのも苦痛になって、侑登は逃にげるように車外へと出た。


　長く停止してはいられない場所だから、車はすぐに走り去っていった。


　ホテルに入り、店の名前を確かめてエレベータに乗った。和食の店で、個室が取ってあると聞いている。


「料りよう亭ていとかじゃないだけマシかぁ……」


　慎司しかいないエレベータの中で、侑登はぽつりと呟いた。


「侑登はこういう場所、苦手か？」


「うん。懐かい石せきもあんまり好きじゃない」


　ようするに堅かた苦くるしいのがだめなのだ。懐石なども、侑登にしてみれば食べた気がしないものの筆頭だ。


（総さんが作ってくれるご飯のほうがいいよ。だいたい、なんで伯お父じさんとメシ食うのに、わざわざこんなとこなんだよ）


　口を尖とがらせて心の中で言ってみても始まらない。すぐにエレベータは止まり、ドアが開いてしまった。


　店の入り口で伯父の姓せいを告げると、仲居に部屋まで案内された。時間よりはまだ十分ほども前だった。


　ありがたいことに、部屋は掘ほりごたつ式とでも言おうか、和室に座ざ卓たくのスタイルだが、正座をしなくてもいいようになっていた。伯父の姿もまだなかった。


　迷わず下座に着いて、侑登はひとまずほっと息をついた。


「これで痺しびれて立てないってことはないよな」


「ああ」


　慎司は並んで腰こしを下ろしながら、怪け訝げんそうに言った。


「伯父さんと伯お母ばさんだけじゃないんだな」


「あ……うん」


　座卓には五人分の用意がされているのだ。侑登たちがいる側に三人、向かいに二人が座る形だった。


「祖母ばあさんじゃないのかな」


「かもな」


　何しろ門真家の実権は、祖母が握にぎっているといっても過言ではないのだ。門真家は昔から、どうしたわけか男子に恵めぐまれない家で、亡くなった祖父の幸三も伯父である恒行も、婿むこ養よう子しなのだった。


　お茶を出されて五分もした頃ころに、こちらに近づいている人の声に気づいた。間ま違ちがいなく、伯父の声だ。


　そして話している相手は、どう考えたって男のようだ。


（誰だ……？）


　門真の親類というのは考えにくい。少なくとも、わざわざ外での食事に呼ぶような親類はいないはずだ。


　ちらっと慎司の顔を見ると、彼も何か思案しているふうだった。


「失礼いたします」


　仲居の声の後で襖ふすまが開く。そこにいた人物は見覚えのない老人で、隣となりには伯父よりもいくらか若いと思われる男がいた。伯父は彼らよりも後方に立っている。


　侑登も慎司も、わけがわからないまま足を引き上げて座り直し、頭を下げた。


　知らない、というのは正しくないかもしれないと思った。若いほう──といっても、侑登の父と同じ年くらいだが──の男の顔には、見覚えがある。


　だが誰なのかは思い出せなかった。なのに侑登の中には、言いようもない不快感が広がっていた。


「早かったね、二人とも。紹しよう介かいは落ち着いてからにしましょう。どうぞ、蛯えび原はらさん。お掛かけになってください」


　伯父がその名を口にしたとき、侑登は危あやうく声を上げそうになってしまったが、なんとか堪こらえて息を呑のむに留とどめた。おそらく誰にも気づかれることはなかっただろう。


　侑登はこの場に来たことを後こう悔かいした。そして、呼んだ伯父のことを恨うらみたくなった。


　蛯原。忘れたくても忘れられない名前だ。その名の人物を伯父がつれてきたのならば、後こう援えん会の会長である蛯原氏に間違いないだろう。


　冷静な部分で考えていると、伯父が早さつ速そく、紹介を始めた。


「こちらは私の甥おいで若木慎司と侑登です。そして、私の後援会の蛯原貞さだ治はる会長と、息子さんの昌まさ晴はる氏だ」


　紹介されて、改めて挨あい拶さつをしながら、侑登は必死で混乱を収めようとしていた。


　どうして自分たちがこんな席に呼ばれたのだろうか。どうして、あの男の肉親が、侑登の目の前にいるのだろうか。


　膝ひざの上に置いた手が、きつく握り込まれていたことに気づいて、侑登は意図して手を開いた。手のひらには、嫌いやな汗あせをかいていた。


「では、こちらの侑登くんかな。高校で、うちの京きよう介すけと親しかったそうだね」


「えっ……」


　ゆったりとした会長の言葉に、侑登は大きく目を瞠みはった。


「違ったかな？」


「あ……あの……親しいというか、その……同じ寮りようの、先せん輩ぱいで……」


　しどろもどろに返すのが精いっぱいだった。


　あえて辺へん鄙ぴな場所に作ったとしか思えない学校は、生徒のすべてが寮りよう生せい活かつを送る制度になっていた。寮は何棟とうかあり、確かに侑登は蛯原京介と同じ寮だったが、親しいなんていうのは、ありえない話だ。どこをどうやったらそんな話が出てくるのか、理解できなかった。


　だが侑登の言葉を後こう輩はいとしての謙けん遜そんと思ったのか、老人は軽く流してしまうと、隣にいる男に目をやった。


　話に出ている京介という上級生の父親なのだろう。


「京介は、よく君の話をするそうだ。なぁ？」


「ええ。とても優ゆう秀しゆうで真面まじ目めな生徒さんだったので、残念だって言ってましたよ。会いたがってました」


　にっこりと笑えみを浮うかべられ、侑登は背中に冷たい汗が流れていくのを感じた。


　会いたいというのは、あるいは本当かもしれない。ただしそれは、和なごやかに話すためでもなければ、親交を深めるためでもない。棘とげのある言葉と共に、あからさまに悪意を侑登にぶつけるためだ。


　入にゆう寮りようしたその日から、蛯原京介は侑登を目の敵かたきにしてきた。言葉だけに留まらず、行動でも嫌がらせをし、侑登は少しずつ、だが確実に追いつめられていった。侑登はそれに屈くつしまいとした。だがその気き概がいが裏目に出たのだと、今ならわかる。疲ひ弊へいした精神はすぐに身体からだをも衰すい弱じやくさせ、結局は侑登の頑かたくなさが全治二ヶ月ほどのケガを引き起こした。もちろん原因を作ったのは京介だったが、それらの事実を知る者は、学校の外では総しかいない。侑登は総にしか、本当のことを話していないからだ。


　侑登の前にいるのは、そんな上級生の父親であり、侑登の母親の婚こん約やく者だった男だ。京介の話によれば、当時のことをいまだに根に持っているという。京介がそんな父親の影えい響きようを受けたのか、あるいはただの理由付けに使ったのかは知らないが、とにもかくにも侑登は学校でいろいろな目に遭あわされた。


（会いたいだなんて、よくも言えるよな）


　腹立たしいのを通り越こして、呆あきれてしまう。


　侑登は向かい側からの視線を感じながらも、目は伏ふせていた。もちろん、ぬけぬけと会いたいなんて言ったのが事実だとしたら、それは京介に向けるべき怒いかりであって、彼の父親には関係ないはずだ。わかってはいるが、よく似た顔──目の前の人を見ると、ひどく不快感を覚えてしまうのだ。


　同時に、身が竦すくむような恐きよう怖ふ感も。


　在学中はこんなふうに感じたことはなかった。気が休まる暇ひまもないほど、神経を尖らせていたせいだろうか。それとも、今の毎日がこんなに穏おだやかで安らげるものだから、あのときのことを怖こわいと思ってしまうのだろうか。


　だが、どのみちこんな態度ではだめだ。不ふ審しんに思われてしまう。


　侑登は無理に口の端はしを上げて、曖あい昧まいに笑った。


「卒業式が終わったら東京に来るそうだから、よかったら案内でもしてやってくれないかな。京介は、こっちの大学に入ることになったものでね」


「もちろんですよ。なぁ、侑登」


　侑登の代わりに伯お父じが安やす請うけ合いし、京介が住むのはどこあたりなのかと尋たずねた。そしてまだ決まっていないと聞くと、ぜひ紹介を……などと言い出した。


　二度と会わなくていいと思っていたのに、大人たちの繫つながりは、それを許してくれない状じよう況きようを作りつつあった。


　胃の中に焼けた石でも落ちたみたいだった。


　やがて料理が運ばれてきて、侑登はほっと息をついた。襖が開けられ、仲居が入ってきただけでも、空気が変わった気がした。


　顔を上げた侑登は、京介の父親と目があって、わけもなくぎくりと身を震ふるわせた。そうして慌あわてて目を逸そらした。


（見てた……？）


　視線が離はなれていかないのを怪訝に思いながらも、侑登は身を硬かたくしていた。


　確かく執しつがあった相手と、よく似た顔なのだ。特に目がそっくりで、呼吸まで苦しくなりそうだった。


　慣れない場で、知らない大人と向かい合っているのだから、顔が強こわばってしまうのは仕方がないと思ってもらえるだろうか。


　箸はしを手にして食事を始めても、食べものがうまく喉のどを通っていかない。味なんて、まったくわからなかった。


「大だい丈じよう夫ぶかな？　顔色が悪いよ」


「い、いえ……ちょっと緊きん張ちようしてるだけです」


　やんわりとした口調は京介とは大違いだが、それがかえって侑登に居い心ごこ地ちの悪さを覚えさせていた。


　京介の言葉通りならば、この男は門真恒行を支持するつもりもないし、侑登の母親との婚約破は棄きについても恨んでいることになる。だから実のない態度のように思えて仕方がなかった。うがった見方かもしれないという自覚はあったし、あの男の父親だから、そう思ってしまうという部分もあるのだろうが。


「どうした、侑登。らしくないじゃないか」


　伯父の声はどこまでも明るくて、何かに気づいた様子はない。ただ慎司だけが、ひどく怪け訝げんそうに侑登を見ていた。


「大丈夫か？」


「うん。ちょっと寝ね不ぶ足そくかも……」


「勉強か？」


　問われるままに頷うなずいて、侑登は無理に食べものを口に運んだ。


　無理に食べ、無理に笑い、無理に話をする。侑登にとって苦痛でしかない時間は、実に三時間近くにも及およんだ。結局、ほとんどの料理を残すことになってしまったが、体調不良ということで、大人たちは納なつ得とくしてくれたようだった。少なくとも伯父と蛯原会長は信じていたような気がした。


　食事が終わると、侑登は断りを入れてから席を離れた。


　仲居に場所を聞いてトイレへ行き、胃の中のものをすべて吐はいた。


「はぁ……はぁ……」


　寒気がして、気持ちが悪くて、侑登は顔を歪ゆがめた。


　これではまるで学校にいた頃ころのようだ。無理に口に詰つめ込んでは、人に知られないように吐いて……。


（なんだよ、これ……）


　自分がまたこんなふうになるとは思ってもみなかった。あのときのことは、すでに侑登の中で片が付いたと信じていたのに、京介によく似た父親に会い、京介自身もまもなく東京に来ると知っただけで、精神と身体が変調を来きたしている。


　東京に来たからといって、何をされるわけでもないだろう。密閉された空間ではないのだから、侑登が孤こ立りつさせられたりすることもないし、私物が壊こわされたり盗ぬすまれたりすることも、食事に異物を入れられたり、閉じこめられるということもないはずだ。


　わかっている。わかっているが、気持ちがどうにもならない。学校にいた頃だって、直接暴力を受けたわけではなかったのに、どうしてこんなに息苦しいんだろう。


（弱いよなぁ……）


　意地っ張りの負けず嫌ぎらいのくせに、打たれ弱い。それは総にも指し摘てきされていることで、以前よりはずっとマシになったはずだったが、まだまだらしい。


　侑登は苦く笑しようしながら水を流し、個室を出て洗面台で口をゆすいだ。


　鏡に映った顔は、紙みたいに白い。以前ほど外へ出なくなったせいか、一年前より色が白くなったようだった。


　高校に入ってから瘦やせ細った身体は、その当時よりはマシな状態になったが、中学卒業時の体重にはまだ戻もどっていない。本人は至って元気で体調もよいのだが、増えたのは身長のみだった。それもたった二センチだ。


　ぼんやりと鏡を見ていた侑登は、その鏡の中に現れた姿を見て、ぎくりと顔を強ばらせた。


「大丈夫？」


「あ……は、はい」


　心配そうな顔をして、京介の父親は鏡を介かいして侑登を見ていた。用を足しに来た様子でもなく、彼は侑登に近づいてきて、顔を覗のぞき込んできた。


「やっぱり顔色が悪いね。もしかして、戻してしまったのかな？」


「もう大丈夫です」


「熱は？」


　言いながら、手のひらが首に伸のばされてくる。思わず身を硬くしてしまったが、構うことなく手のひらは首に触ふれてきた。


　ひんやりとした手だった。


「少し熱いかもしれないね。部屋で少し休んでいきなさい。私たちは、ここに泊とまっているんだよ」


「い、いえ……」


　侑登は慌ててかぶりを振ふった。具合が悪いのは、目の前にいる男と、その息むす子このせいだ。そう言えたらどれだけいいかと思ったが、出来ない以上は、大丈夫だと言い張るしかなかった。もし伯父がこの申し出を知ったら、ぜひそうしてもらえと言うに決まっているのだ。


「お気き遣づかいありがとうございます。帰ってゆっくり休みますから」


　侑登はぺこりと頭を下げて、店に戻った。やはり侑登の様子を見に来ただけらしく、一いつ緒しよに京介の父親もついてきた。


　心配して来てくれただけなのだろうか。だったら、少し斜ななめに見すぎてしまったかもしれないと、侑登は心の中で反省する。もしこの人が過去のことに拘こだわっているとしても、それを理由に息子である侑登に嫌いやがらせをさせるとは思えない。京介が一人で暴走していると考えるのが妥だ当とうだろう。


　侑登が大きく息をして席に戻ると、どうやら中座中に、侑登を家へ帰そうという話になっていたようだった。


「慎司は大丈夫だな」


「あ……はい。でも侑登を……」


「タクシー乗り場まで行ってやりなさい。それで大丈夫だろう？」


　侑登は大きく頷いて、それから深々と頭を下げた。


「すみません。お先に失礼します」


「いやいや。どのみち侑登くんは食事だけのつもりだったしね。高校一年生を遅おそくまでつれまわすわけにはいかないよ。気をつけて帰りなさい」


「はい。ありがとうございます」


　慎司に付き添そわれて店を出て、エレベータを待った。ずっともの言いたげだった慎司は、ちらっと後ろを見て誰だれもいないことを確かめてから、小声で言った。


「会長の孫と、何かあったのか？」


「……なんで？」


　内心でドキッとしながらも、侑登は感情をひた隠かくしにし、何食わぬ顔で答えた。


「様子がおかしかったよ。もしかして、例の……」


「言っとくけど、俺はあの学校で悪い仲間なんていなかったよ。学校側がなんて説明したのか詳くわしく知らないし、知りたくもないけど、俺は悪い遊びに付き合わされたことはなかったし、喫きつ煙えんも窃せつ盗とうも、したことないから」


　きついくらいの口調で返したのは、八つ当たりに近かったかもしれない。家族は学校側の説明をすべて真に受けたわけではないが、身体からだが衰すい弱じやくするまでになったのは、悪い連中に目を付けられていたせいだと思っているのだ。


　侑登が否定しなかったので、ある意味、仕方ないことだったが。


　親たちの結けつ婚こんに起因しているなどと言えるはずもなかった。だから家族の認にん識しきも仕方ないのだ。


　エレベータに乗り込むと、今度も他の客はなかった。


「なぁ、侑登。本当は学校で何があったんだ？」


「別に。同室のやつらと上手うまくいかなかったんだ。それだけだよ」


　侑登は前を向いたまま、突つっぱねるように言った。本当のことを言わないのは、総以外に真実を打ち明けるつもりがないからだ。もちろん学校の関係者は知っていることだが、目の前にいない以上は関係ない。それに今さらだと思うのだ。知れば、侑登が一番つらかった時期に何もできなかったと、彼らは自分を責めるかもしれない。侑登には総という支えがいてくれるのだから、過ぎたことで家族を思い煩わずらわせたくなかった。


　侑登はエレベータが止まる間ま際ぎわに慎司を見上げた。


「あのさ、これから総さんとこ行ってくる」


「え？　でもお前、具合が……」


　戸と惑まどう、というよりは心配そうに慎司を見て、侑登はぺろっと舌を出して見せた。


「あんなの仮け病びようだよ。家に帰ったら、母さんからいろいろ聞かれてうるさそうだから、総さんとこに避ひ難なんしてくる」


　エレベータから出て、ロビーを歩きながら、侑登は悪びれることなく言った。慎司の嘆たん息そくが聞こえたが、そこには安あん堵どが含ふくまれていた。


　本当は仮病なんかではないし、それは慎司にもわかっているのだろうが、何も言わないのは深く追つい及きゆうしないという意思表示だ。


「だから、適当に話をあわせといて」


「いいけど、僕に被ひ害がいが集中するな」


「兄貴のほうが、話すこと多いじゃん。これから飲みに行くんだろ？」


「仕方ないなぁ……」


　慎司は苦く笑しようしながらも、それ以上の文句は言わなかった。もともと侑登には甘いので、この程度のことをいつまでも引っ張りはしない。


　それは慎司だけではない。侑登は家族、親しん戚せき中から可愛かわいがられているのだ。


「でも、いきなり行って大だい丈じよう夫ぶなのか？　あっちにだって都合があるだろ？」


「ここに来る前に電話してたんだ。だから大丈夫」


　自信たっぷりに返すと、慎司は仕方ないな、とでもいうように笑い、軽く侑登の背中を小こ突づいた。


「なんだ、最初からそのつもりだったのか。そのまま泊まるってことか？」


「うん。家にはタクシーの中で電話する」


　タクシー乗り場の近くまで来ると、侑登は立ち止まり、くるりと慎司を振り返った。外の空気を吸ったせいか、あの場から離はなれたせいなのか、気分は本当によくなっていた。あるいは、これから総に会えるという期待のせいかもしれない。


「じゃーね」


「ああ。寄り道するんじゃないぞ」


「大丈夫。まっすぐ総さんのとこに行くよ」


　侑登はひらひらと手を振ってタクシーに乗り込んだ。ドアが閉まってから行き先を告げ、後ろを振り返って、また手を振った。


　見えなくなるまで、慎司はその場で侑登を見送ってくれていた。
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　侑登がタクシーを降りたところは、渋しぶ谷や駅からほんの少し離れた場所だった。同じ渋谷でも、こちら側はオフィスビルが目立つせいか、人の流れも明るさも反対側ほどではない。


　目指すビルに入り、階段で地下二階まで下りると、カフェバーがあった。侑登は迷うことなく、ドアを開けた。


「いらっしゃいま……」


　せ、まで言うことなく、カウンターの中にいた総は溜ため息をついた。向かいに座っていた客が何ごとかとこちらを見たが、構うことなく侑登は空いたスツールに座った。


「当たり前のような顔して入ってくるな」


「総さんに会いたかったんだ」


「まったく……」


　総は二度目の溜め息をつきながら、侑登のためにグラスを用意する。氷は大きなものを一つだけ入れ、ジンジャエールを注ぐ。


　この店には何度か来ているが、総とこうしてカウンター越ごしに対たい峙じするのは初めてだ。いつもは客として二人で一緒に来ているからだった。そして総が侑登にアルコールを飲ませたことは一度もなかった。


「おとなしく待ってろよ。いいな」


　言い置いて、総は一度バックヤードに引っ込んだ。そうして一分もしないうちに戻もどってきて、元の場所に立った。


　じっと見ていた客の一人が、侑登と総を見比べて言った。


「知り合い？　高校生くらいじゃないの？」


「大学生ですよ。童顔なんです」


　にっこりと笑って噓うそをつく総に、無ぶ粋すいな突っ込みや問いかけをする者はいなかった。大学生と言うならば、大学生。それでいい……というわけだ。


　むしろ興味は別のところにあるらしかった。


「弟さん？　似てないけど」


「従弟いとこなんですよ」


　総がさらりと言ったことは、あながち間ま違ちがいでもなかった。過去に二年間ほど、侑登たちには従兄弟いとこ同士だった時期があったのだ。侑登の父方の伯お父じが、総の母親と結婚していたからだった。その後、彼らは離り婚こんし、伯父も数年前に亡なくなってしまったが。


　常連らしい客たちは、侑登に興味津しん々しんだった。総は上手く追及をかわしながら、次々と入るオーダーに応じていく。


　侑登はときどき会話に参加しながら、言われた通りおとなしく座っていた。


　そして侑登が店に来てから三十分ほど経たった頃ころ、新たな客が入ってきた。


　総は声をかけることなく、ただ客に対して目礼していた。その反応に疑問を覚え、侑登は誰だろうと思いつつ、振ふり返ろうとした。


　だがそれより早く、頭上から声が降ってきた。


「まったく、お前らは……」


「あ……将しよう吾ごさん？」


　声に反応して顔を上げると、多分に呆あきれた顔の知り合いがいた。彼は侑登を見て、仕方なさそうに笑い、隣となりに座った。


　彼の年は総よりも五だか六つだか上だと聞いている。どこからどう見ても水商売、といった雰ふん囲い気きで、実際に彼の職業はバーテンダーだ。以前はこの店にいたのだという。金きん髪ぱつよりはもう少し落ち着いた色の髪かみをしていて、顔立ちはかなりいいほうだ。彼自身に客がつくほど人気があり、店を移ると一いつ緒しよについていく常連を持っているらしい。


　将吾が座るのを待って、総は真しん剣けんな顔をして言った。


「無理言って悪い」


「まったくだぜ。お前、人使いが荒あらいよ」


「そう言いながら来てくれるところが将吾さんだな」


　かすかに笑いながら、総は将吾に水割りのグラスを渡わたす。それを見つめて、侑登はぽつりと呟つぶやいた。


「今日はロックじゃないんだ？」


「これから仕事なんだから、しょうがねぇだろ？」


「……そうなの？」


　だろ、と同意を求められても、侑登に頷うなずけるはずもない。きょとんとして将吾を見ていると、彼はちらっとこちらを見て、得心したように頷いた。


　派は手でな見てくれに、乱暴な口調。露ろ悪あく的な振る舞まいをすることもある将吾だが、実はとても人がよく、面めん倒どう見みもいい。世話になった……というより、世話をかけてしまった侑登は、そのことをよくわかっていた。


「お前な、総に会いたきゃ家へ行けよ。こんなとこに来やがったおかげで、俺が臨時のバイトをするはめになったじゃねぇか」


「えっ？」


「これ飲んだら、総と交代だ」


　将吾はグラスの中身を一気にあおり、立ち上がった。


　侑登が啞あ然ぜんとして見上げていると、ふっと将吾の目の表情が和やわらいだ。


「紙みたいに白い顔してこんなとこ来んなよな」


　啞然としているうちに髪をぐしゃぐしゃに撫なでられた。


「う、うん。あ……ありがと」


「おう。可愛い恋こい人びとに待ちぼうけ食わせてまで、総の代理を務めてやるんだからな、感謝しろよな」


「うん！」


　冗じよう談だんめかした将吾の言葉に頷きつつも、本当にそうだとしたら、申し訳ないと思った。今度、纏まとめて何か礼をしなくては……と心に決める。


　すぐに将吾は腕うでまくりをしながらカウンターに入っていった。制服を着ないのは、あくまで臨時というスタンスを表すためなのだろう。どうやら先ほど、総がバックヤードに引っ込んだときに、こういう話になったようだ。もちろん二人の間だけではなく、店長にも断ったのだろうが。


「お願いします」


「任せな」


「俺がここに立ってるより、喜ばれると思うけどね」


「当然だろ。俺を誰だれだと思ってんだよ」


　ふん、と将吾は鼻であしらう。実際、以前から常連だったとおぼしき客は、早さつ速そく親しげに声をかけてきていた。


　総は将吾に追い出されるようにバックヤードに引っ込んでいった。


　確かに将吾は華はなやかな男だし、愛あい想そもよく、自分の魅み力りよくというものを熟知している人間だ。だから人気があるのも、モテるのも当然だと思う。


　しかし総のほうがいい、あるいは魅力を感じるという人間だって、少なくはないはずだった。


　たとえば、侑登のように。


「なんだ？」


「俺は総さんがそこに立ってたほうが嬉うれしいなー、と思って」


「あー、わかったわかった」


　うんざりしたような態度が、故意に作ったものだということはわかっている。


　侑登は総を待つほんの数分の間、流れるような将吾のしぐさを、感心しながら見つめていた。やはり、キャリアの違いを実感させられた。プロとアルバイトなのだから、比べるほうが間違っているのだが。


「侑登」


　帰り支じ度たくを済ませた総に声をかけられて、侑登はすぐさまスツールから下りた。


「じゃあね、将吾さん」


「お先に失礼します」


「もう一人で来るんじゃねぇぞ」


　将吾の声に送られて店を出ると、総はもの言いたげな顔をして侑登を見た。店に顔を出したときから、ずっと訊ききたかったに違いなかった。


　ゆっくりと駅へと歩きながら、侑登は足あし下もとを見て言った。


「将吾さんに悪いことしちゃったな……」


「今度、俺が奢おごることになってるから、それでチャラだよ」


「でもさ、彼女と会う約束かなんかしてるみたいだったし」


「彼女……？　そう言ったのか？」


　総は何故なぜか楽しそうな顔をしている。その意味がわからないまま、侑登は将吾の言葉を思い出してみる。


「恋人って言ったかもしれない。そっか……将吾さんて、両方ありの人だっけ。もしかして男なのかな」


「いや、確かメスだ」


「…………え？」


　侑登はぎょっとして総を見つめた。


「パピヨンの、メス。一歳になるとか言ってたな」


「な、何？　パピヨンて？　ちょうちょ？」


　目を白黒させながら、足まで止めてしまった侑登に、総はくすりと笑えみをこぼした。そしてそっと背中を押して促うながしながら、言った。


「犬の種類だよ。チワワのロングコートにちょっと似てる小型犬だ。知り合いから譲ゆずられて、今年に入ってから飼い始めたって言ってた」


「犬……そ、そっか……なんだ……」


　脱だつ力りよくして侑登は乾かわいた笑いをこぼした。


　紛まぎらわしい言い方をするものだと思ったが、考えてみれば、あのときの言葉は笑いながらだった。もしかしたら、侑登がすでに総から聞いていると思ったのかもしれない。


　パピヨンという犬種はよくわからなかったが、チワワならばわかる。小さな犬を将吾が可愛かわいがっているという姿は、想像するだけでおかしかった。


「じゃあ、今度ドッグフードか何か差し入れしようかな」


「そうだな」


　ゆっくりと夜の街を歩きながら、侑登は小さく嘆たん息そくした。ちらりと横を見ると、総はいつものように涼すずしげな顔をして歩いていた。怒おこってるようにも、困っているようにも見えはしなかった。


「急に来たこと、怒らないんだ？」


「理由があるんだろ？」


「……うん」


「伯お父じさんに、何か言われたのか？」


　お見通しなんだな、と思いながら、侑登は頷いた。


「後こう援えん会の会長と、その息むす子こ……連れてきたんだ」


　途と端たんに総は眉まゆをひそめた。


「それは……つまり、例の上級生の……？」


「うん。祖父じいさんと父親。笑っちゃうよ。俺と仲がよかった……みたいに話してるんだってさ。こっちの大学に入るから、会いたいんだって」


　なるべく軽い口調で言おうと思い、おそらくそれは成功していると思うのだが、顔は上手うまく笑えなかった。


　下ばかり見ていたから、いきなり総に手を取られ、侑登は驚おどろいてしまった。


　構うことなく、総は侑登の手を握にぎって歩いている。


「そ……総さん……！　人が見てるってば……っ」


　擦すれ違ちがう人がこっちを見ているのがわかるから、侑登は顔を上げられない。


　いくら侑登に対する褒ほめ言葉の多くが「可愛い」であるにしても、それはあくまで少年としてのものであり、少女めいた顔をしているという意味ではない。確かに母親似ではあるのだが、彼女との間には、はっきりと性別による違いが出ているはずだった。


　控ひかえめな侑登の抗こう議ぎを受け入れることなく、総は駅への道ではなく、車通りの多い道へと出て、タクシーを拾った。この時間ならば、電車と徒歩で帰るよりも、ずっと早くマンションに着けるのだ。


　車の中で、総はずっと侑登の手を握っていた。会話はなかったが、大きな手に包まれて、少しずつ安あん堵ど感が広がっていくのがわかる。


　蛯原親子に会ってから、侑登は冷静さというものを失っていたのだ。それがようやく自覚できた。


　取り乱すことはない。今は総がいてくれるのだから。


　小さく息を吐はき出すと、それに気づいたのか、総がもう一方の手を侑登の手に重ねるように被かぶせてきた。


　マンションの前でタクシーを降り、総は支し払はらいのときに一度は放した手を、もう一度握ってきた。


「総さん、ヤバイってば」


　店の周辺ならばまだしも、ここは総が日常生活を送っている場所だ。当然のことながら、近所の目というものがある。


　なのに総はまったく意に介かいしたふうもなく、むしろきついほどに侑登の手を握ってエントランスをくぐり、エレベータに乗り込んだ。


　幸い、他の住人に会うことはないまま、部屋へと入ることができた。防犯カメラには写っただろうが、何ごともなければ人が見ることもないだろうし、見られたとしても、それは総に影えい響きようがあるほどのことでもないだろう。


　総は侑登をリビングルームにつれていくと、ラグの上に並んで座り、何も言わずに抱だきしめてきた。


　背中をあやすように撫なでられて、侑登は小さく息をつく。


「今さらだけど、いきなり来て、ごめん」


「いきなり来たくなるような気分だったんだろ」


「うん……」


　電話で話すだけで収まりがつく精神状態ではなかったのだ。会って、顔を見て、こうして触ふれてもらいたかった。その上で宥なだめてもらいたくて、まっすぐに来てしまった。


「話が出ただけじゃないんだろ？」


「……父親っていうのがさ、すごくあいつに似てた……。なんか、それでビクビクしちゃうのも情けないよな」


　自じ嘲ちようしたのは、本当にそう思ったからだ。過か剰じような反応をしてしまったことに対する、恥はずかしさでもあった。


　だが総は、侑登の髪かみに唇くちびるを寄せるようにして言うのだ。


「情けなくなんかないよ」


「でも……」


「侑登は、しなり方を知らないだけだ」


「しなり……方？」


　きょとんとして、侑登は総を見つめた。


「まともに風を受けて、折れかけてたろ？」


「……うん」


　意地になり、負けるものかと思い続けて、誰だれにも何も言わないで、結局は自分を追いつめるだけの結果になってしまった。そんな侑登を楽にしてくれたのは総だった。だから、あの頃ころよりはずっといいはずなのだ。少なくとも今は、一人ではない。弱さを認めることもできなかったときとは違う。


「全部、話せよ。黙だまってると、溜たまるぞ」


「うん。でも、そんなに話すことはないんだよ。祖父さんは、すごく感じのいい人だったし、昔のことも、全然拘こだわってないみたいだった」


「まぁ、後援会の会長をしてるくらいだしな」


「あいつの祖父さんだなんて、信じられないよ」


　そう、祖父だというあの老人に対しては、少しも身構えることなく接することができたのだ。まっすぐに目を見ていられたし、話もできた。京介に似ていると言われれば、確かにいくらか似ているようにも思うのだが、あまりに年が違うせいか、あるいは雰ふん囲い気きがまったく異なるせいか、京介を思い出させる部分はほとんどなかった。


「父親のほうは、そうじゃなかったのか？」


「う……ん……あ、でも感じが悪いってわけじゃないんだ。親切だったし、言い方とかもすごく柔やわらかくってさ。ただ……なんていうか、上手く言えないんだけど、俺の中に先入観みたいなものがあるのかもしれない」


「先入観？」


「前に息子のほう……蛯原京介っていうんだけど、そいつがさ、自分と父親は門真を支持しないみたいなこと言ったんだ。祖父さんとは違うスタンスって意味だと思うんだけど、母さんとの婚こん約やくのことも、いまだに根に持ってるって。だから、すごく身構えちゃって」


「でも同席したんだろ？　だいたい、なんのために侑登と慎司を同席させたんだ？」


「……顔見せ？」


　侑登が考えつく中で可能性のあるのは、それしかなかった。養子の件を念頭に置き、将来的なことを考えて会わせたとしか思えないのだ。そうでなければ、甥おいを引っ張り出す理由などないような気がする。


「会長一人じゃなかった理由は？」


「うーん……？」


　言われてみると確かにそうだ。あの場にいたということは、あの父親も門真恒行を支持しているということなのだろうか。食事中の話の内容からを考えると、親子二代での支持というような感じだったが……。


「あいつが噓うそついたのかな」


「可能性はあるな。もう三十年近くも前の話なんだろ？　結婚して、子供までいるわけだし」


「うん、まぁ……。京介ってやつが、勝手に言ってるだけかも」


「父親の態度におかしなところはないんだろ？」


「普ふ通つうだよ。俺の顔を、じっと見たりしてたけど……。もしかして、似てるから思うところがあったのかな」


　侑登が似た顔を見て緊きん張ちようしていたように、向こうも昔の嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえってきていたのかもしれない。


　いろいろと考えてみたのだが、どうしても引っかかる部分があった。


　蛯原昌晴という人物は、物言いも柔らかかったし、品もよく、息子の京介とはまったく違うタイプに思えた。似ているのは顔だけじゃないかと思うくらいだ。だが本当にそうなのかと考えてしまう自分がいるのだ。


　京介によく似た、あの目のせいかもしれないが──。


「慎司に対してはどうだった？」


「え……？」


　どっぷりと思考の中に浸つかっていた侑登は、総の言葉を半分聞き損そこねてしまった。


「慎司も一いつ緒しよにいたんだろ？」


「あ、うん。帰ってきたのは俺だけだから、兄貴はまだ一緒だと思う。飲みに行くみたいなこと言ってたし」


「侑登と慎司で、何か態度の違ちがいはあったか？」


「祖父じいさんは、兄貴とばっかりしゃべってたよ。釣つりの話で盛り上がったから」


「ああ……」


　納なつ得とくしたように総は頷うなずいた。過去の記憶の中に、総を頷かせるものがあったのだろう。


　昔、自分たちが従兄弟いとこ同士だった頃、慎司は総の義父──侑登たちにとっては父方の叔お父じと、しょっちゅう釣りに行っていたのだ。義理の息むす子こでもある総も、若木家の長男も三男も、釣りに興味は示さなかったが、慎司だけが興味を抱いだき、まるで彼らこそが仲のいい親子のように毎週出かけていたものだった。もっとも慎司が釣りに行っていたのは中学までで、全ぜん寮りよう制せいの高校に入ったのを切っ掛かけにやめてしまい、それきりだったが。


「それは、ラッキーかもな」


「会長に気に入られるってことだから？」


「ああ。でも門真家は、今よりも次代のことを考えるかもしれない。先のことを考えたら、祖父さんよりも……」


「だよね」


　重い溜め息がこぼれた。もちろん拒きよ否ひするつもりでいるが、その後の両親──特に父親の反応を考えると、気が滅め入いりそうになる。進んで我が子を養子に、まして望まない縁えん組ぐみをしたがる人たちではないが、実際に申し込まれて断るとなると、門真家への態度がますます卑ひ屈くつになりそうだ。


　理想は、門真家が養子の件を諦あきらめてくれること。あるいは侑登以外の誰かが、望んで養子になってくれることだが、どちらも現状では難しいだろう。


「効果は薄うすいかもしれないが、一度、あのことを言ってみたらどうかな」


「隠かくし子のこと？」


「ああ。せっかく摑つかんだネタなんだし、言ってみるのは無む駄だじゃないと思う。ただし、あくまで知ってる……ってだけに留とどめとけよ」


「わかった」


　大きく頷いて、侑登は総の肩かたに頭を預ける。


「それで、もし本当に、例のやつと会うはめになったら……」


「なったら？」


「毅き然ぜんとしてろ。顔上げて、まっすぐ見み据すえてやれよ」


　ぽんぽん、と背中が軽く叩たたかれた。言葉としぐさで励はげまされ、侑登は小さく頷いた。


　俯うつむいたら負けだ。勝ち負けの問題ではないだろうし、すぐにそんなふうに考えてしまうのは侑登の悪い癖くせだが、あの男には弱いところなんて見せたくない。後こう悔かいしているなんて、相手に都合のいい誤解などさせたくない。


　侑登は顔を上げて、総を見つめた。


「頑がん張ばる」


「ほどほどに、だぞ」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。頑張りすぎないって、決めてるからさ。すっげー頑張るときは、総さんに見ててもらうときだけにしたんだ」


　先ほどは、いきなりのことだったから動どう揺ようしてしまったが、今度は大丈夫だ。


　じっと見つめていると、自然に総が顔を寄せてきた。目を閉じて、侑登は無防備になってキスを受け入れる。


　優やさしくて、甘いキスだ。今は労いたわるように触ふれてくるが、ときにこれが激しさと熱でもって強く求めるものになることも知っている。


　抱だき合いながらラグの上に倒たおれ込み、侑登は総の重みを感じる。


「ん……」


　キスだけで終わらせて欲しくなかったから、その気になってもらえるように、総に抱きつく腕うでに力を込こめた。


　応こたえるように、総は手のひらで侑登の身体からだを撫なで、キスを唇くちびるから首へと移していく。けれども痕あとはつけないよう、強く吸うことはしなかった。


「やっ、ぁ……ふ……」


　吸い付くように乳首を含ふくまれると、たちまちそこがぷっくりと尖とがっていく。


　他の場所に痕をつけまいとする分なのか、そこへの愛あい撫ぶは執しつ拗ようだった。遠えん慮りよもなく舐なめられ、歯を立てられてしまう。


　ただでさえ弱い場所だから、侑登は口と指で弄いじられるたびに、みっともないくらいに喘あえいで身体を震ふるわせた。


「ふ……っ、う……」


　愛撫を施ほどこしながら、総は自らの服を脱ぬぎ捨てて、上半身だけ裸はだかになった。そうして侑登の服を、手て際ぎわよく奪うばい去ってしまう。


「侑登……脚あし、開いて」


　総の声に促うながされるまま、侑登は脚を広げる。


　すべて脱がされて、照明の下で大きく脚を開くという恥はずかしい格好だった。冷静に考えたら、とてもこんなことはできやしない。羞しゆう恥ち心をなくしたわけではなかったが、最初の頃ころよりは少しは慣れたと思う。


　身体のあちこちに、唇や舌を寄せられることにも──。


　総にならば、構わなかった。総が自分に、望んでくれるのであれば。


「ぁん……っ、あ……あ……！」


　脚の間に顔を埋うずめられ、中心部分を口に含まれた。絡からむ舌と、包み込む頰ほお粘ねん膜まくの感かん触しよくに、侑登は濡ぬれた声を上げて仰のけ反った。


　総にキスされるのは好きだ。それが、どんな場所であっても、どんなキスであっても、侑登は好きなのだ。


　ゆっくりと扱しごかれて、熱が溜たまっていく。気持ちがよくて声を抑おさえることができないし、総もそれを望んでいないと知っている。


「ん、ぁ……総、さ……ん……」


　もどかしげに腰こしを捩ねじったのは、半ば無意識のことだった。総に触れられると、深いところが疼うずいてしまって、どうにもならなくなる。じっとしているのもつらいような、たまらない疼きだった。


　もっと触さわって欲しい。恥ずかしいくらいに疼いているところを、弄って欲しい。


　侑登は濡れた目で、懇こん願がんするように総を見つめた。


「何……？」


　尋たずねるまでもないことなのに、総は意地悪にも問いかけてきた。侑登の身体のことなんて侑登自身より知っているのだから、今がどんな状態なのかも、手に取るようにわかっているはずなのだ。


　ときどき総は、こんな他愛もない意地悪をする。好きだからとか、可愛かわいいから、なんて言葉で片付けられて、丸め込まれてしまう自分も悪いのだが。


　侑登は総の手を取り、自分の脚の間──それも奥のほうへと導いた。


「さ……触って……」


　真っ赤になって訴うつたえる侑登を、総が目を細めて見ている。


　言われるままに、総の指は撫でるように動き始めたが、それはあくまで入り口を撫でているだけで、侑登が望む刺し激げきではなかった。


「んっ、違ちが……う、早く……」


「いきなりは無理だって、わかってるだろ？」


　聞き分けのない子を宥なだめるような言い方をして、総は侑登の身体を俯うつぶせにする。肘ひじと膝ひざをついて、尻しりだけを突つき出すような格好は恥ずかしいが、今はそれよりも、疼くこの身体をなんとかしてもらうほうが大事だった。


「ぅんっ……」


　尻の狭はざ間まに、舌を寄せられる。何度もされてきたことだから、感触だけで総が後ろを舐めていることはわかる。


　じわんっ、と溶とけてしまうような快感が襲おそってきて、侑登は甘い吐と息いきを漏もらした。


　舌先は繊せん細さいな動きで快楽を操あやつり、侑登の理性を身体と一いつ緒しよに溶かしていく。舌が立てる濡れた音が、より羞恥心を苛さいなんだが、次し第だいにそれすら薄れていった。感覚も意識も、すべてが溶かされていくようだった。


　舌先が入り込み、ざわりと鳥とり肌はだが立つような感覚に見み舞まわれる。


　心ここ地ちよくてもそうなるのだということを、侑登は総によって教えられた。よすぎて泣くこともあるし、あまりに快感が鋭するどくて逃にげてしまいたくなることもある。あるいは気持ちよさや、気持ち悪さというものは、紙かみ一ひと重えのものなのかもしれないと思った。


「や……っ、も……いい……ってばぁ……」


　疼きはさらにひどくなっていて、侑登の声も半分泣いているみたいになってしまった。懇願といってもいいくらいだ。


　だが、ここで身体を繫つないでくれる男じゃないことは、よくわかっていた。


　総は絶対に侑登の身体を傷つけるような真似まねはしない。たとえ飢うえていたとしても、侑登の身体に準備ができるまでは、けっして押し入ったりしないのだ。それは最初のときからそうだった。どんなに強ごう引いんなときだって、愛撫をおざなりにすることはなかった。


　ただし身体を繫いだ後は、容よう赦しやがないことが多い。どんな基準で行動しているのかは侑登にとっては謎なぞだが、繫がった後は、泣こうが喚わめこうが聞いてもくれないのだ。おかげで意識を手放したことも一度や二度ではなかった。


「く、ぅん……っ！」


　長い指を挿そう入にゆうされて、侑登はしなやかに背を反らせた。


　舌よりもずっと奥までを弄られ、そこは喜びに震えている。中の粘ねん膜まくが、まるで指に絡みついていってるような気さえした。


　ぐるっと中でかき回され、腰が跳はね上がった。


　無意識のうちに、侑登は腰を揺ゆらめかせていた。自分から、指に擦こすりつけていくように。


「ぁあっ、あん……や……ぁっ」


　出し入れを繰くり返され、侑登は甘い声を上げる。肩かたから崩くずれ落ち、クッションに埋うまるような形になりながら、気持ちよさに喘いだ。


　夢中になって快楽を貪むさぼりつつも、欲張りな身体が、もっと欲ほしいと感じるようになるのはすぐだった。


「い……れて……総さんの、で……して……」


　たどたどしく懇願すると、指が引き出されていく。


　そのままの格好で、総は後ろから身体を繫いできた。ここへ来ても、総は焦あせったりしなかった。いっそ焦じれったいと思うくらいにゆっくりと、少しずつ切っ先を入れ、じりじりと奥まで入ってきた。


　もしかして総は、いつも自分を焦らしているんじゃないか……と思った。焦れて、乱れる様を見て、楽しんでいるんじゃないかと。それくらい、とくに最近の総は、やたらと余よ裕ゆうを感じさせるのだ。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　労いたわるようにかけられた声が少し掠かすれていたから、侑登はほっと安あん堵どの息を漏らした。


　総だって、ちゃんと欲情してくれている。侑登を抱だいて、感じてくれている。確信できたことで、侑登はふわりと笑った。


　見えるように頷うなずいたのを合図としたように、総が侑登の腰を摑つかみ、前後に揺すりながら自らも動き始めた。


「あっ、あ……！」


　内側の粘膜を擦り上げられて、侑登は悲鳴まじりの声を上げた。だがそれは確実に艶つやを帯びて濡れた、甘い声だった。


　急速に内側から湧わき上がってきたものが、全身を支配する。総が操る快楽に、侑登はなすすべもなく捕とらわれていた。


　突き上げられるたびに、身体中を快感が駆かけ抜ぬけていくようだ。


　侑登は自分が泣いているのか喘あえいでいるのかも、よくわからなくなってしまった。


「い……ぁ……っ、も……う……」


　蹲うずくまるような格好になってしまった侑登に、総は繫がったまま覆おおい被かぶさってくる。侑登の背中と総の胸が、ぴったりと重なった。


「もう少し、待てるだろ……？」


「っぁ……」


　耳元で囁ささやかれて、ぞくぞくと甘い痺しびれが這はい上がってきた。


　そのまま膝の上に抱き起こされて、侑登はうろたえる。初めての体位ではないが、いきなりされると動どう揺ようしてしまう。


　まるで串くし刺ざしにされているみたいだと思った。


　ゆっくりと突き上げられ、侑登は再び声を上げた。自らも腰を揺らし、一緒になって快感を追いかける。


「ぁんっ、あ……ぁ！」


　前に回された手で胸を弄いじられ、きゅっときつく摘つまむようにされた途と端たんに、総を呑のみ込んでいるところがきつく締しまった。


「侑、登……」


　官能的な声で呼ばれた瞬しゆん間かんに、侑登はイッてしまった。


　甲かん高だかい声と欲望を同時に放ちながら、総の腕うでの中で仰のけ反る。ぎゅうっと締めつけられたことで、中にある総のものも絶頂を迎むかえたのがわかった。


　力という力が抜けてしまい、抱きしめられていなかったら、きっと崩れ落ちてしまっていただろう。


　そっとラグの上に戻もどされるのと同時に、総が離はなれていく。それを寂さびしいと思ってしまうのは、今日が初めてではなかった。


　優やさしい手に髪かみを撫なでられて、侑登はうっとりとしてしまう。このまま眠ねむってしまいたいとも思うし、もう一度、総を感じたいとも思う。


　総はどうなんだろう。


　侑登は目を開けて、恋こい人びとの顔を見つめた。


「もう、しないの？」


「したいのか？」


　改めて問われると、答えられない。したい……なんて言ったら、ちょっと引かれてしまうかもしれないと思ったのだ。


　口ごもって視線を逸そらすと、総がかすかに笑ったのが気配でわかった。


　髪を撫でていた手が頰ほおに滑すべり、それから意図を感じさせる動きで首を撫でた。


「俺はしたいよ。侑登がよければ……だけど」


「……総さんと、一緒……だよ」


　答えてから、もしかして言いやすいようにしてくれたのかもしれないと気がついた。だが確かめるより先に、総が再び唇くちびるを重ねてきたから、すぐに意識は質問から遠ざかっていった。


　舌を絡からめるキスをして、総の手が脚あしの間に忍しのび込んでくるのを待ちわびる。


　いきなり鳴り出した電話に、びくっとしてしまったのは侑登だった。総は大きな反応は示さなかったが、ぴたりと動きを止めてしまう。


「ご……ごめん……っ」


　鳴っているのは侑登の携けい帯たい電話だ。着信メロディからすると、これは家族の誰だれかからの電話らしい。


　侑登は、はっと息を呑のんだ。


「そうだ……電話すんの忘れてた……」


「まったく……」


　慌あわてて起き上がり、コートのポケットから携帯電話を取り出す。思った通り、電話の相手は母親だった。


「もしもし？」


『侑登、どうして電話してくれなかったの』


　いきなりの小言に、侑登は首をすくめた。


「ごめん。忘れちゃって。今、総さんち」


『知ってるわ。今、慎司が電話くれて教えてくれたのよ』


　どうやらその慎司は、まだ伯お父じたちと一いつ緒しよにホテルのバーにいるらしい。


　それからまた少し小言を食くらったが、そう長く捕つかまることなく電話は終わった。総のところに泊とまるのはしょっちゅうなので、家の者もすっかり慣れてしまっているのだ。


「はー……焦った……」


　思わず大きな溜ため息が漏もれた。


「まさか言ってないとは思わなかったな」


「うっかりしてた。でもさ、もうちょっと早かったらヤバかったよね。真っ最中じゃ、さすがにさぁ……」


「電話してる間くらい、止まって待ってやるよ」


　笑えみを含ふくんだ声で総は言った。


「え……や、それは……ちょっとパス……」


　身体からだを繫つないだまま母親と電話するのは、いくらなんでも勘かん弁べんだ。もちろん冗じよう談だんだと思いたいが、総は意外な一面をよく見せるので油断はできない。


　侑登はじっと総を見つめた。


　なんだか続きをするという雰ふん囲い気きでもなくなってしまった気がする。


　それを察したのか、総も同じだったのか、ふと視線を逸らした総は動き出した。


「何か飲むか」


「あ……えっと、それもいいけど、なんか腹減っちゃった……。実は、向こうで食べたやつは戻しちゃってさ」


　笑いながら言うと、総は一瞬黙だまり込んで、ふっと息をつく。


「何か作るよ。簡単なものだけどな」


「やったぁ。総さんが作ってくれるやつのほうが、絶対に美味うまいよ」


　シャツだけ着て適当にボタンを留めて、侑登は総の後についていく。総はジーンズだけ穿はいた姿でキッチンに立った。


　冷蔵庫を開けた総は、ろくなものがないと言いながら、厚切りの食パンとトマトソース、タマネギとピーマンとベーコンとチーズを取り出した。


「ピザトーストでもいいか？」


「うんうん」


　侑登は総が動きにくくない程度の近さで、てきぱきと動く手元を見ていた。ただ見ているのも悪いから、ソースを塗ぬったり具材を載のせたりという作業は自分でやった。


　オーブンの中に入れてスイッチを入れてから、総は侑登に向き直って顔を覗のぞき込んできた。


「大だい丈じよう夫ぶそうか？」


「平気だよ。ダメそうだったら、すぐ言うし」


　侑登は総に抱だきついて、肩かたに顔を埋うずめた。


　抱きしめてくれる腕が心ここ地ちいい。セックスもいいのだが、こうしてただ抱きしめてもらうことが、侑登は大好きだった。


「俺がいるから」


「うん」


　髪に寄せられる唇を感じ、侑登は安心して目を閉じた。




４







　伯父の恒行が、珍めずらしくも若木家を訪おとずれたのは、食事に呼ばれてから一週間も経たたない週末のことだった。


　母親に呼ばれてリビングに顔を出した侑登は、ゆったりとソファに座る伯父の姿を見て、嫌いやな予感を抱いだいた。用もなく訪れたということはないだろうし、わざわざ侑登を呼んだのも、単に顔を見るためではないだろう。


「こんにちは……この間は、ごちそうさまでした」


　ぺこりと頭を下げて、侑登は伯父の向かいに座った。座るように示されたからだが、挨あい拶さつだけで済まないらしいと知って、ますます憂ゆう鬱うつな気分になった。


「具合はどうなんだ？」


「大丈夫です」


「そうか。だったらいいんだが、まだ体調が戻らないのかと心配してたんだよ。いや、今日はちょっと話があって来たものでな。おそらくもうわかってると思うが、養子の話だ」


　十分に予想していたことだったのに、いざ言葉にされると、びくっと小さく全身が震ふるえてしまった。


　母親の表情は、ひどく硬かたいものの、だからといって話を止めるわけでもなかった。あくまで本人に断らせる、という姿勢なのかもしれないし、姉の夫ということで、遠えん慮りよがあるのかもしれない。


　こんな形で、かえってよかったのかもしれなかった。門真家が勢せい揃ぞろいでやってきたり、こちらが家族全員で出向いたりするよりは、ずっとマシだろう。


　侑登は伯父をまっすぐに見み据すえ、強い口調で言った。


「俺は政治家になる気ないです」


「それでもいいと言ったら？」


「え？」


「門真家を継ついで欲しいんだよ。これは、まぁ……家の意向でな」


　苦く笑しようまじりなのは、そこに伯父の意見はほとんど含まれていないせいだろう。婿むこ養よう子しである伯父は、侑登にとって祖父にあたる幸三が亡なくなったからといって、門真家の実権を握にぎったわけではない。むしろ祖父が亡くなったことで、余計に伯父の立場は弱くなったといってもいいくらいだ。


　つまり、侑登を養子にと望んでいるのは、祖母と伯お母ばなのだ。


「その気もないです」


「考えてみてくれないか。この家を出る必要もない。それはもっと先のことでもいいし、将来的に一人暮らしをしたいというなら、それでもいいんだよ。家族と縁えんを切るわけでもない。むしろ家族が増えると思えばいいだろう？」


「でも……」


「門真の名前がなくなることは避さけたいんだよ」


　むしろ重要なのはそちらなのだと伯父は言う。もちろん代議士としての跡あと継つぎも欲しいのだろうが、どうやら門真姓せいに対する拘こだわりを、祖母たちは強く抱いているようだった。


　門真の親類に男は極きよく端たんに少ない。母親は三姉妹の真ん中だし、三女である叔お母ばは嫁よめにいったが、生まれたのはこれまた女の子が一人だけだった。祖母もまた妹が一人だけで、こちらもやはり子供も孫も女ばかりなのだ。


　だが侑登には、どうしてそんなに姓を残したいのかが理解できなかった。感覚の問題だから、これは仕方がない。


　名前など、どうでもいいではないか。そう思ったが、口には出さなかった。


　その部分に拘っているのは、どうやら祖母と伯母であり、伯父ではないようだ。それは状じよう況きようから考えても、先ほどからの様子を見ても明らかだ。


「伯父さんは、どう思ってるんですか？」


「私は侑登も可愛かわいいし、慎司も可愛い。憲也も同じように思ってるよ。三人とも、私にとっては息むす子こも同然だ」


　おそらくそれは、真実ではあるものの、すべてが本当ではない。伯父が侑登たちに愛情を抱いているのは事実だろうが、彼は本音を美しく装そう飾しよくすることに慣れてしまっている。


「誰だれでもいいってことですか？」


「それは難しい質問だな」


「何が難しいんですか？」


「君たちの伯父さんとしての私はそうだが、政治家としての私は違ちがう」


　伯お父じにしては正直だと思ったが、こんなふうに一対一で話す機会などほとんどなかったのだから、これは侑登が勝手に抱いたイメージのせいかもしれない。


　言葉の続きを、侑登は視線で問うた。


「蛯原家との関係を考えると、現時点では、私も侑登がいいと思う」


「で、でも……」


「京介くんといったかな。会長のお孫さんが、侑登に会いたいと言ってきたよ。ここへ遊びに来たいそうだ」


「こ……ここへ……？」


　思わず声が上うわ擦ずってしまう。コンタクトを取ってくるとは思っていたが、まさか伯父を通してくるとは思わなかった。家の電話番号など簡単に手に入れられるはずなのに、わざわざこんな形にしたのは、そうすれば断る口実が見つけにくくなると踏ふんだからだろう。無視することができなくなるからだ。


　いや、もともと逃にげるつもりはなかった。京介に、怯おびえて逃げ回っているなんて思われるのも嫌だった。


「別にいいけど……」


「そうか。では伝えておくよ」


　伯父は満足そうに頷うなずいた。


　やはり、総に言われた通り、手にしたカードは使おうと思った。せめて伯父だけでも諦あきらめてくれれば、いろいろと動いたことも無む駄だにはならないだろう。


「あ、ちょっと電話に出てもいいですか？」


　侑登は伯父に断りを入れ、頷くのを確かめてから廊ろう下かへ出た。だが出入り口のすぐ近くで立ち止まり、着信もしていない携けい帯たい電話をポケットから取り出す。そして十分に聞こえるくらいの声で言った。


「あ、高たか城ぎさん？　えっと、今ちょっと……はい、夕方までにこっちからかけ直します。はい、それじゃ」


　不自然に聞こえやしなかっただろうかと、少し不安になったが、深呼吸をしてからリビングに戻もどった。そして、じっとこちらを見ている伯父と目を合わせてから、いかにも意味があるように目を逸そらした。


　伯父の顔色は、確かに変わっていた。激しく動どう揺ようしているのは間違いないだろう。


　侑登が座るのを待って、伯父は言った。


「私も電話をさせてもらうよ。まだ話の続きがあるから、待っててくれ」


　そう言い置いて、リビングを出て行く姿を、侑登はじっと見送った。


　遠くから声は聞こえてきたが、何を言っているかまではわからず、間もなくして通話を終えて戻ってきた。


　続き、と言いながらも、伯父の話は当たり障さわりのないものだった。主に先日の、食事のときの話をするばかりだ。


　家の電話が鳴ったのは、侑登がどう対応しようかと考えているときだった。


　母親はリビングで電話を取り、すぐに意外そうな顔をした。


「あら、姉さん……ええ、ちょうどお義兄にいさんがいらしてるの。あ、待ってて」


　電話を保留にし、彼女は伯父に断りを入れてから、寝しん室しつに向かった。向こうで子機を使って話すつもりなのだ。何か真面まじ目めな話があるのかもしれない。


　廊下のほうからドアが閉まる音がすると、待っていたように伯父は言った。


「さっき電話をかけてきたのは、知り合いか？」


　明らかに探さぐってきている。そして視線も言葉も、落ち着かない。


　侑登はしめたと思った。


　高城──。伯父が三十年ほど前、愛人に生ませた子供の姓で、フルネームは高城直なお征ゆきという。侑登も会ったことがあるが、伯父の若い頃ころによく似た男だった。


「そうです。高城直征さん、です」


「侑登……」


　息を詰つめた後で吐はき出された息には、困こん惑わくと驚きよう愕がく、幾いくばくかの諦めや探るような意味合いが含ふくまれていて、とても複雑に響ひびいて聞こえた。


　知っているはずはない。伯父はそう思っているのかもしれなかった。何しろ隠かくし子の事実は、門真家ではなかったことにされている。ずいぶんと前に、愛人と子供がいるのでは……と、伯母が気づいたらしいのだが、追つい及きゆうはしないままになったらしい。プライドなのか、諦めなのかは知らないが、伯母が騒さわぎ立てなかったことで、愛人と子供の存在が表に出ることはなかったという。


　そんな人物と侑登が関かかわり合ったのは、ただの偶ぐう然ぜんだった。いや、単に見かけて、侑登が近づいていったのだ。


「どういう知り合いなんだ？　どうして、お前がアレを知ってるんだ」


　伯父は常よりも早口になって問うてきた。


「知り合いの、知り合い……っていうか。会った瞬しゆん間かんに、伯父さんの若い頃の写真そっくりだ、って思った……。それで、直接訊きいてみたんです」


「なるほど……アレは、何か言ってるのか？」


「何か、って……別に、こっちのことには興味ない、って言うくらいですよ。なんか、本当にこっちのことは、どうでもいいみたい」


「そうか」


　頷く顔に安あん堵どが滲にじんでいる。だからといって、ひどく心配していたという様子もなかった。よそで作った息子の性格や姿勢などは、よくわかっているのかもしれない。ただし侑登に対する警けい戒かいは解いていなかった。


「知り合いっていっても、本当にお互たがいにちょっと知ってる程度なんですけどね」


「さっきの電話は？」


「あれはフェイクです。母さんがいるのに、いきなり高城って人を知ってますか……なんて言ったらマズイと思って」


　単に上手うまい言い方が思いつかなかったというだけだ。それよりは、ああいった形のほうが侑登にとっては簡単だったのだ。


　伯父は疲つかれたように、重々しい溜ため息をついた。


　最初のときの動揺はすでに去ったらしい。今は侑登への対処をどうしようかと思案しているように見えた。


　国政に関わり、普ふ段だんは海千山千の者たちと渡わたり合っている男だ。そんな男が、たった十六歳の子供との駆かけ引きを考えているのだとしたら、それだけでもう高城の話を出した甲か斐いはあったという気がしてきた。


　やがて伯父は、軽く顎あごを引きながら言った。


「侑登の口は、今のところは堅かたいということか」


「はい」


「なるほど。私たちが思っていたほど、天真爛らん漫まんというわけではなかったんだな。まぁ、そのほうが、私は好きだがね」


　溜め息まじりに言いながらも、伯父は笑っていた。


　どうやら皮肉ではなく、褒ほめられているらしいと気づき、侑登も曖あい昧まいに笑おうとしたが、伯父が急に真しん剣けんな顔になったので、とっさに自分も表情を引き締しめた。


「ただ、お前を望んでいるのは、あくまで私の家内と義母ははだ。それに急に私が反対するのは不自然極きわまりないから、これといって何ができるわけでもない」


「……はい」


「それとなく慎司を連れ出して、会長に引き合わせよう。先方も、慎司のことが気に入ったようだし、釣つりに行こうというのも本気らしいしな」


　ようするに、後こう援えん会の会長のお気に入りとなれば、アピールポイントになるかもしれない、というわけだった。伯お母ばにしても祖母にしても、慎司を嫌いやがっているわけではないから、無駄なことではないだろう。


「侑登」


「は、はい？」


「アレのことは……直征のことは、どの程度知っているんだ？」


「え、いや……顔と名前と、年と……あと携帯番号くらいですけど。どこに住んでるのかも知らないです」


　なんの仕事をしているかは知っていたが、それは黙だまっていることにした。そのほうが、侑登にとって都合がいいのは、総にも言われていることだからだ。


　伯お父じはふーんと鼻を鳴らし、やがて背中をソファにゆったりと預けた。納なつ得とくしたのかどうかは定さだかではないが、とりあえず話は終わったらしい。


　自然と侑登は肩かたから力を抜ぬいていた。


　それにしても母親は一向に戻ってくる気配がない。普段はさほど長電話をする人でもないから、よほど込こみ入った話でもあるのだろうか。


　気にしていると、伯父が笑う気配が聞こえてきた。


「そろそろ、話を終わらせるように言うか」


「えっ？」


　見ると、伯父の手には携帯電話が握にぎられていた。不器用に動くのはメールを打っているからで、それを送信すると、にやりと笑って侑登を見た。


「二人だけで話がしたかったからな。家内に言って、電話をさせたんだよ」


「あ……」


「侑登をじっくりと説得する……と言ってね」


　それであのタイミングだったのか、と侑登は感心した。かなり動揺していた様子だったのに、とっさに自然な人ひと払ばらいを考えつくのはさすがだと思った。


　間もなくして、母親が寝室から出てくる音が聞こえた。足音が近づいてくるのを耳にしながら、侑登はこっそりと溜め息をつく。


　伯父の姿勢を変えることはできたようだが、京介が来ることを考えると、とても気分が重かった。











　朝から侑登は何度も溜め息をついていた。


　昨晩はあまりよく眠ねむれなかった。京介が訪ねてくる、と思うだけで、緊きん張ちようと不安に縛しばられてしまい、精神が安定を失っているのがわかった。


　遅おそくまで総と電話で話し、ホットミルクを飲んでみたり、いつもは飲むと眠くなる酔よい止めの薬を飲んでみたりしたが、明け方まで眠りにつくことはできなかった。短い時間、うとうとした程度だ。


「侑登、そろそろ行かないと」


「あ……うん」


　母親に急せかされて、侑登は家を後にした。駅まで京介を迎むかえに行かねばならないのだ。どうしてあんなやつのために……と思うが、それは口には出さなかった。京介にされたことを全部ぶちまけてしまえたら、何もかもすっきりとして楽になるとわかっているが、それは同時に両親を傷つけることでもあると承知している。


　とぼとぼと歩きながら、またも大きな溜め息が出た。駅までの道のりは、普段よりもずっと短く感じられてしまった。


　駅に近づくにつれて、足はどんどん重くなった。そして、見えてきた改札の近くに、京介の姿を見たとき、危あやうく立ち止まりそうになってしまった。


　今にも動かなくなりそうな足を叱しつ咤たして、侑登は京介に近づいていった。向こうも気づいており、にやりと笑いながらこちらを見ていた。


　目立つ長身は、総と同じくらいだろうか。黙って立っていれば、育ちのよさそうな優やさ男おとこといった風ふ情ぜいなのに、目つきだけはそうじゃない。見下すようなあの目は、ちっとも変わっていなかった。


　ただ、記き憶おくしているよりも、少し大人っぽくなった気がする。それが制服と私服の違ちがいによるものなのか、京介自身の変化なのかはわからない。あれから一年と経たっていないが、容姿が変わっても不思議ではない年ねん齢れいなのだ。


「……どうも」


　侑登は無表情で言い、まっすぐに京介を見上げた。


　毅き然ぜんとしていろ、という総の言葉を、心の中で何度も繰くり返す。目を逸そらしたら、だめだと思った。


「ふーん……元気そうじゃん」


「おかげさまで」


　侑登はそれだけ言って踵きびすを返した。言葉で促うながさなくても、京介は黙ってついてくる。手にした紙かみ袋ぶくろを揺ゆらしているが、どうやら若木家ヘの手て土産みやげらしい。


「相変わらず顔色悪いけど、緊張してんのか？」


「別に。遅くまで勉強してただけです」


　言いながら、声が硬かたいと思った。声だけではなく、表情も動きも、すべてが機械仕じ掛かけみたいだ。高校にいた頃ころ、侑登は大たい概がいこんなふうだった。一部の友達の前でだけ、少し緩ゆるんだ態度ではいたが、それでも本来の侑登からはほど遠かったと思う。


　隣となりを歩く京介は、鼻白んだ様子だった。


「そういえば、親おや父じに話を聞いたよ。お前、母親にそっくりなんだってな。感心してたよ。俺も、かなり親父に似てんだろ？」


「だから……？」


「親同士はだめだったけど、息むす子こ同士は仲良くやろうぜってこと」


　仲良く、と聞いた途と端たん、顔が歪ゆがんでしまった。どの口で、そんなことを言うのだろうと、半ば呆あきれ、そして半ば怒いかりが湧わき上がってきた。


「先せん輩ぱいと付き合うほど、暇ひまじゃないんです」


「暇ねぇ……。カテキョの家に、しょっちゅう泊とまってるんだろ？　この間、お前の兄貴から聞いたってよ」


　酒を飲みながら、そんな話までしてくれたらしい。慎司からは聞いていないので、酔って覚えていないか、言うほどのことでないと思ったか、だろう。


「遊びに行ってるわけじゃないですよ。勉強してるんです」


「ふーん、相変わらずそればっかだな。まぁ、成績がいいのが取り柄えだったもんな。ああ、それと、見た目」


　いちいち気に障さわる言い方をする京介こそ相変わらずだ、と言ってやりたかったが、嘆たん息そくするだけに留とどめた。


　駅まで歩いたときとは打って変わり、侑登は足早に家へと向かっていた。二人きりでこうしているよりも、母親や慎司が一いつ緒しよにいてくれたほうがいい。


　まっすぐに前を向いている侑登を見て、京介はうんざりしたように吐はき捨てた。


「可愛かわいくねー……」


　当たり前だ、と思いながら、侑登は歩いた。


　一体、この男は何がしたいのだろう。なんのために、わざわざ侑登の前に現れたのだろう。侑登が退学してから、一度も動きを見せなかったのに。


　確かに彼の父親や祖父には、ときどき侑登の話をしていたようではある。だからといって、今までは連れん絡らくをしてこなかったし、会う機会も作ろうとはしなかった。卒業がきっかけなのだろうか。それとも、別の意図があるのだろうか。


「……なんで、急にコンタクトを取ってきたんですか？」


「別に深い意味はねぇよ。こっちに来るからちょうどいいと思ったし……お前が、あのことを言う気ないらしいって、わかったしな」


「ああ……」


　そういうことかと納得した。自分のしたことをバラされないかどうか、何ヶ月も様子を見ていたわけだ。


「本当に誰だれにも言ってないのか？」


「家族や親しん戚せきには言ってないですよ」


「へぇ……そういや学校でもそうだったよな。泣きも縋すがりもしないで、他人ひとごとみたいな顔してたっけな。でも、本当は平気じゃなかったんだろ？　瘦やせて、顔色悪くて、病人みたいだったもんな」


「……そうですね」


　医者が言うには、あのときすでに侑登は病人だったそうだが、それを言ったら京介を喜ばせるだけのような気がした。


「学校やめたからって、逃にげられると思うなよ」


「どうして……」


　問いかけようとしたとき、視界に慎司の姿が飛び込んできた。近所に買いものへ出た帰りらしく、レジ袋ぶくろを持っていた。


　慎司は京介を見て会え釈しやくをし、隣で京介もそれに倣ならった。


「兄貴か？」


「そうです」


　果たしてどんな態度で侑登の家族に接するつもりなのかと思っていると、京介は満面の笑えみを浮うかべて慎司に声をかけた。


「初めまして、蛯原京介です」


　開あいた口が塞ふさがらない、というのが正直なところだった。ある程度、愛あい想そをよくするとは思っていたが、まるで別人だ。今の京介は、快活で爽さわやかな好青年でしかなかった。


　京介は和なごやかに慎司と話しながら家に入り、同じように母親と挨あい拶さつを交かわした。


　最初、母親も慎司も、京介の訪問に戸と惑まどっていた。高校でトラブルがあったことは認にん識しきしているし、京介が同じ寮りようだったことも知っているので、ひどく警けい戒かいしていた部分があったのだ。母親にとっては、また別な意味で身構えてしまう相手だったらしい。言い方は悪いが、捨てた男の息子なのだから。


　しかしそれらの緊きん張ちようも、すぐに溶とけていってしまった。こういうのを懐かい柔じゆう、というのだろうと思った。


　リビングでコーヒーを飲みながら、用意していた菓か子しとお持たせのチョコレートを摘つまみ、他愛もない話をする。誰もが高校の話を持ち出さなかったのは、触ふれてはいけないという意識と、触れられたくない都合が、それぞれにあったからだ。


「僕はこっちに友達が一人もいないし、詳くわしくないので、侑登くんにいろいろ教えてもらいたいんですよ」


「でも、俺もあんまり詳しくないから……」


「勉強ばっかりしてるんだろ」


　京介に笑いながら言われて、面めん食くらってしまう。つい先ほど、同じことを刺とげ々とげしい口調で言ったとは思えなかった。


　ここまで外そと面づらがいいとは驚おどろきだ。総も大人の前で取り繕つくろうことはあるが、人格まで変わるわけではない。京介は猫ねこを被かぶるという範はん囲いから、かなり逸いつ脱だつしているといえた。


　すっかり騙だまされている母親と慎司を置いて、侑登たちが二階へ上がったのは、京介の訪問から一時間以上も経たってからだった。部屋に入れたくはなかったが、そうも言えない雰ふん囲い気きになっていて、仕方なくつれてきたのだ。


　ドアを閉めると、侑登はますます硬くなり、京介はふっと息をついてリラックスしたように見えた。


「親父の言った通りだったな。よく似てる。きっと親父と婚こん約やくしていた頃は、もっと似てたんだろうな」


　京介は勝手にベッドに寝ねそべり、侑登を見上げてきた。


　不ふ愉ゆ快かいだったが、どけと言うのも子供じみているような気がしたし、訊ききたいことがあったから、厚かましい振ふる舞まいには目をつむることにした。


「……あの人、本当に母さんを恨うらんでるんですか」


「たぶんね。親父ってさ、穏おだやかそうで優やさしそうな感じがするだろ。けどさ、息子の俺が言うのもなんだけど、かなり執しゆう念ねん深いんだよね。いまだに婚約破は棄きされたこと根に持ってるってのは、ホントだぜ」


「でも、あれはもう……」


「二十七年前なのに……って？　うん、俺もそう思うよ」


　言いながら京介は身体からだを起こした。表情の晴れやかさと同じく、口調もあくまで軽く、とてもじゃないが、話の内容にはそぐわなかった。


　侑登一人が強こわばった暗い顔をしていた。


「けど、実際そうなんだから仕方ないじゃん。マジで惚ほれてたみたいだし、その分、恨みも深いんじゃないの。だからって何かしようとは思ってないみたいだけどね」


「だったらなんで、ここにいるんですか。学校にいたときだって、嫌いやがらせして……会う前から、俺のこと嫌きらいだったでしょ。それって、父親に言われて、俺にあんなことしてたってことじゃ……？」


「あれはそんなんじゃねーよ。俺にしたって、婚約破棄のことなんて直接の理由じゃねーし。俺には俺の理由があるんだ」


　答える京介はけろりとしたものだった。むしろ侑登の浅はかな考えをあざ笑うような顔をしていた。


「あんたの理由？」


「そうだよ。親父は自分をこっぴどく振った女のこと、ずっと考えながら、どーでもいいって思ってる女と、メリットだけ考えて結婚したわけ。で、生まれたのが俺。うちの親たち、家の中じゃ口も利きかないよ。結婚した頃ころからずっとそうだってさ。外へ出ると、笑っちゃうくらい理想の夫ふう婦ふになるけどね」


「仲……悪いのか」


「いい悪い以前。契けい約やく関係って感じ。子供も、その一いつ環かんっていうかさ」


「そんなことは……」


「あるんだよ。なんたって、あいつら一度もセックスしてないんだぜ。笑っちゃうだろ。親おや父じが言ってたけど、不ふ妊にんだって言い張って、自分たちはお互たがいに触さわりもしない関係のまんま、体外受精で子供を作ったらしいよ。そうまでして俺が生まれなきゃいけない意味が、どこにあったんだか知らねーけどさ」


　京介はそんなことを口にしながらも笑っていた。いや、口元が歪ゆがんでいる、といったほうが正しいかもしれない。


　何も言えなかった。


「自分でもさぁ、ここまでお前に拘こだわる理由ってのが、わかんねーんだよ。けど、お前が楽しそうに笑ってるのが気に入らねー。当たり前みたいに周りに大事にされて、幸せそうなのがムカツク。それだけ」


「だから、あんな嫌がらせしたっていうんですか？」


「目め障ざわりだったんだ」


「だったら、わざわざ来るなよ……！　あんたが会おうとしなきゃ、会わなくて済むじゃないか！」


　つい大声を出してしまってから、侑登ははっと息を呑のんだ。もし慎司が自分の部屋に戻もどっていたり、階段のところにいたら、聞こえてしまっただろう。


　意識をドアの向こうに向けている侑登に、京介は低い声で言った。


「俺の知らないとこで、お前が笑ってんのが気に入らねーんだよ」


　ぞわりと寒気を感じて、侑登は声もなく京介を見つめた。




５







　京介が来た明くる日に、侑登は総のマンションへ泊とまりに来た。これはもともと予定されていたことだった。


　総は昨日のことを、まだ詳くわしく聞いていない。昨晩のうちに電話はしたが、侑登はまったく元気がなく、今日の約束をしただけで、詳しくは会ってから話すと言われたのだ。


　その侑登は、今は総の腕うでの中にいる。総が背中から抱だきかかえる形といおうか、侑登が総に凭もたれているといおうか、とにかく身体を密着させたまま、ぽつりぽつりと昨日のことを話してくれている。


　どうにも引っかからずにはいられなかった。京介の行動にも、言葉にも。


「ムカツクとか、可愛かわいくないとか、言われてもさ……」


「侑登が期待通りの反応をしないからだろ。逆に言えば、可愛い侑登を期待してるってことじゃないのか？」


「え……いや、それはないってば」


　侑登はひたすら困こん惑わくしていた。


　これまでのことは、すべて理り不ふ尽じんな言いがかり、もしくは八つ当たり、という考えは、京介と話してみても変わらなかったらしい。別の可能性など、侑登は頭をよぎりもしなかったのだろう。


　だが、総は以前から、気になっていたのだ。


「自分の知らないところで、侑登が笑ってるのが気に入らない……。京介ってやつは、そう言ったんだな？」


「うん」


「じゃあ、自分が知ってる……つまり目の前だったら、いいのか？」


　すると侑登は「ええ？」と言いながら、嫌そうな顔をした。


「いや……そういうんじゃないと思うけど。あいつに向かって笑ったら、それはそれでムカツクとか言われそうだし。絶対、しないけどさ」


　侑登は総に凭れたまま、身体の前に回った手に触っている。手を重ねてみたり、指を絡からめてきたり、まるで面おも白しろい遊びを見つけた子供のように、絶えず何かしている。それだけ落ち着かない気分なのだろう。


　どんな形であれ、侑登の心を他の男が占しめている事実が不快だ。まして相手の出方は、どこか引っかかる。


（執しゆう着ちやく……だよな）


　京介が侑登に向ける感情は、はっきりと見えては来ない。今のところは、執着という言葉で言い表すしかないと思うのだ。直接会ったり話したりすればわかるだろうが、侑登を介かいしてでは、主観が混じっていて正しい判断ができない。


　侑登にとって、京介の言葉や行動は、すべからく悪意に満ちているものだ。


　果たしてそうだろうか……？


「総さん？」


　黙だまり込んだ総を気にして、侑登は腕の中で身を捩ねじり、じっと顔を覗のぞき込んできた。


　その唇くちびるに軽くキスをしてごまかして、総はそのまま侑登を抱きしめる。


　愛いとしいこの存在を、平然と踏ふみにじれる人間がいることが信じられない。まして侑登が感じているように、あそこまで追いつめるほどの悪意を抱いだく理由は、京介にはないはずだった。たとえ自らの出生のことで、誰だれかに憎にくしみをぶつけたかったにしても、それが侑登に向けられるのはお門かど違ちがいだ。


　しかしながら、理不尽な考え方と理由とで、信じがたい行動に出る人間が、世の中にいるのも確かだ。京介もその一人なのかもしれない。その元になっているのが、悪意なのかどうかはともかく……。


「侑登」


「何？」


「京介ってやつは、慎司に対してはどうだった？」


「やたら愛あい想そがよかったよ。気持ち悪いくらい好青年ぶっててさ。兄貴ってＯＢじゃん。だから先せん輩ぱい扱あつかいって感じ」


　心底嫌そうに侑登は言った。


「じゃ、侑登にだけ……なのか？」


「俺が自分より年下だからじゃん？　俺はたまたま同じ時期に学校にいたから、あいつにとってちょうどよかったんだよ」


　これにも同意はしかねた。もし慎司がもう少し年若く、京介と同じ年か少し下であったとしても、侑登ほどのことはされなかったように思える。嫌いやがらせはしたかもしれないが、もっと程度はマシだったのではないだろうか。侑登の態度が煽あおった部分もあるだろうし、そもそも京介の意識も、特別だったような気がしてならない。


　ぽつり、と侑登は呟つぶやいた。


「母さんに、似てないからかも」


「え？」


「ほら、兄貴たちって父親似じゃん。俺だけ、母親似だから」


「まぁ、そうだな」


　髪かみを撫なで、そのまま首や背中を撫でてやると、侑登は猫ねこのように気持ちよさそうに目を閉じた。腕の中でとろんとした表情を浮うかべているのを見つめながら、こんな姿を京介が見たらどう思うのかと、ふと考えた。


　まず、驚おどろくだろう。侑登は京介の前で、笑ったことさえないという。こんなに無防備で甘えきったような顔を見たら、啞あ然ぜんとしてしまうかもしれない。


　そして次に感じることは──。


　侑登に見解を聞いたとしたら、「バカにされる」とでも言うだろうが、総は違うように思えて仕方がなかった。会ったこともない相手だから自信はないのだが、どうしても侮ぶ蔑べつする形がピンとこないのだ。


（自覚がないだけのような気がする……）


　感情の種類はわからないが、執着には間違いないわけで、総にはゆがんだ欲望がちらついて見えて仕方がない。


　京介が気づかないうちに侑登に激しい欲望を抱き、それがあんな形で表現されてきたのだとしたら──。


（ありそうだな）


　もし考えた通りならば、自覚がなくて幸いだった。そうでなければ、侑登にした嫌がらせは、性的暴力になっていた可能性が高いからだ。


　ぞっとしない話だ。最悪、複数での行こう為いだって、あり得たのだ。


　こうなると、早々に退学してよかったと思うほかない。実際、侑登の今の状態が正しい選せん択たくだったと証明している。


　だが侑登には何も言うまいと決めた。まだ確実な話ではないし、知れば余計に怯おびえさせてしまいそうだ。


「総……さん……」


　吐と息いきまじりに呼ばれて、総は改めて侑登を見つめた。身体からだを撫で回されたことで、どうやら官能のスイッチが入ってしまったらしい。白い頰ほおがわずかに紅潮し、目が訴うつたえかけるように潤うるんでいる。


「可愛い」


　ふっと笑えみを浮かべて、総は侑登の耳に唇を寄せた。


　耳のあたりが、あっという間に真っ赤になった。


　こんな侑登を知れば、京介は自覚してしまうかもしれない。追い出したかったのではなく、欲ほしかったこと。降こう伏ふくさせたかったのではなく、支配したかったこと。どちらにしても、子供じみた欲ではあるが。


　どうせ欲望を抱くなら、総はそれで侑登を喜ばせたかった。甘い熱でもって溶とかして、欲ほつする心と身体で互たがいを満たしたい。ときには泣かせてしまうこともあるが、もう侑登を傷つけたりはしない。


　たとえば総の中にも征せい服ふく欲はあるし、泣かせて縋すがりつかせたいという欲求はある。だが屈くつ服ぷくさせたいという意識ではないし、相手の矜きよう恃じや尊厳を傷つけたいとも思わない。それほど子供ではないし、異常な欲望も持っていないからだ。相手を辱はずかしめたり貶おとしめたりするのは、愛でも恋こいでもなく、ただの独りよがりな欲望でしかないのだ。


「ん、ぁ……や……」


　耳を舌先でくすぐり、耳じ朶だに軽く歯を立てると、侑登は鼻にかかった甘い声を上げながら、腕うでの中で身を捩った。


　だが小さな動きだ。抵てい抗こうする意図のないそれは、媚び態たいでしかなかった。無意識にこんなふうに総を煽ることは、珍めずらしくなかった。


「あ……総、さん……そこ、だめ……」


「何がだめなんだ？」


　笑いながら囁ささやいて、総は耳の付け根に、ちゅっとキスをする。


　まだ日は高いが、時間はブレーキにはならない。


　しがみついてきたのをきっかけに、総は侑登を横よこ抱だきにして立ち上がり、寝しん室しつへ向かった。勉強をしにきている侑登だが、こちらの流れになったものを変えるつもりはない。三泊ぱくする間に帳ちよう尻じりが合えばいいのだ。


「勉強は明日からでいいか？」


「……うん」


　目元を赤く染めて、侑登は頷うなずいた。











　突つき上げるたびに、耳を打つ甘い声がたまらない。


　遠えん慮りよなくつけたキスマークが、色の白い身体中に散らばっていて、目でも総を満足させてくれる。もちろん、身体そのものでも。


「あっ、ぅ……や……も、無理……」


　ベッドの上でさんざん乱れ、息も絶え絶えになって泣いていた侑登は、今もまたこうしてバスルームで喘あえぐはめになっている。もちろん総が求めたからだが、半分くらいは侑登にも責任はあると思う。


　立て続けに何度もされるのは嫌きらいではないらしいが、侑登は身体がついていかないことがよくあるのだ。その見み極きわめが、侑登自身にもできないから、無理だ、だめだと、泣きながら懇こん願がんすることになったり、失神してしまったりするのだった。さらに困ったことは、そういった懇願が、本当の限界なのか、いわゆるただのよがり声なのかが、総にはよくわからないことにあった。


　今も、どちらなのかは計りかねた。


「やぁっ……！　い、や……ぁ……」


　深く身体を結び、腰こしを押しつけるようにして中をかき回す。


　泣きながら「イヤ」を繰くり返している侑登だが、身体は快楽を示したままだし、内ない壁へきは扇せん情じよう的に総に絡からみついてきていた。


　感じて身み悶もだえる様が、どれだけ総を煽っているのか、侑登は知らないのだろう。


　胸に顔を埋うずめて、つんと尖とがった乳首をきつく吸う。


「ぁんっ、んん……！」


　どこもかしこも敏びん感かんになって、指や舌の動き一つにも侑登は強く反応する。泣きじゃくりながら許してと口にするのは、おそらく無意識だ。


　歯で挟はさむようにして軽く引っ張ると、侑登の後ろが締しまって、心ここ地ちよい甘い痺しびれが総の全身を貫つらぬいた。


　可愛かわいい、侑登。総のために、心も身体も甘く溶けてくれる。


　膝ひざの上に跨またがっている侑登の脚あしを抱かかえ、下から突き上げた。


「あっ、あ……！　だ、め……死ん……じゃう……」


「やめる、か……？」


　形ばかりの問いかけに、侑登はいやいやとかぶりを振ふった。そしてバスタブの縁ふちから手を離はなし、細くしなやかな腕で総の首にしがみついてくる。


　ぎゅっと抱きつかれて、愛いとおしさが込こみ上げる。


　止まらなくなってしまう。バスタブを満たす湯の浮ふ力りよくを借りて、侑登の脚ごと身体を揺ゆらし、下から何度も突き上げた。


「ひぁっ……あ、う……！　あっ、ああぁっ……！」


　ぐっと引き下ろし、深く抉えぐるようにして突くと、侑登は腕の中で弓のようにしなった。


　絶頂を迎むかえた身体は、内部に総の欲望を断続的に受け止めて、それに呼応するかのようにビクビクと痙けい攣れんしている。


　熱い息をゆっくりと吐はき出して、総は侑登の頰に手をやる。


「侑登……」


　呼びかけても、まつげの先はぴくりとも動かない。意識を飛ばしてしまったらしいと気づいて、総は静かに侑登から離れた。


　力をなくした身体を自分に凭もたれさせ、バスタブの栓せんを開けてから、中に指を差し入れる。寸前まで総自身を入れていた場所は、難なく二本の指を呑のみ込んだ。


「ん……っぁ……」


　長いまつげが揺れ、侑登が大きく震ふるえる。そして自分がされていることに気づいたのか、恥はずかしそうにまた目を閉じてしまった。


　だが抵抗はない。中に出された後で、相手に後ろを弄いじられる──いや、綺き麗れいにされるのは、受け入れ側として当然のことだと信じているからだ。ろくに知識がなかったのをいいことに、総が信じ込ませたのだ。あえて誤解を解かなかったと言い換かえてもいい。


「や、ぁ……っ……あん……」


　搔かき出す指の動きに反応し、侑登は可愛らしい声を上げる。敏感なここを、もっと舌や指で弄くり回し、自分のもので乱して貪むさぼりたいと思うが、それはもう少し経たってからでいい。夜はまだ長いのだ。


　中に出したものを綺麗に流してやり、ぐったりとした侑登を抱き上げてバスルームを出る。毛足の長い大きめのバスタオルで全身をくるんでから髪かみを拭ふいてやり、自分はバスローブを着た。


　侑登はまだ、ぼうっとしている。意識はあるようだが、何も考えてはいない……という状態だ。寝ねぼけているときに近いかもしれない。


　どうせ何時間もしないうちに脱ぬがしてしまうのだし、このままでいいだろう。暖だん房ぼうが利いているから、寒くもないはずだ。


　バスタオルでくるんだ侑登を抱いてリビングへ入った総は、ふと気配──というより視線を感じて、ダイニングテーブルのあたりに目をやった。


「…………」


　さすがに、一いつ瞬しゆんだけ固まってしまった。


「ただいま」


「あ……ああ……」


　この家に、ただいまと言って入ってくる人間は、総の他に一人しかいない。長野にいるはずの母・美み枝えだった。


　総にはまったく似ていない顔をこちらに向けて、彼女はくわえ煙草たばこのまま、目を眇すがめてこちらを見ている。


　いつからいたのかと問う気はなかった。この様子では、バスルームで侑登が喘いでいたのを聞いたのだろう。


「彼は、侑登くん……よね？」


「ああ」


　ぐったりしていた侑登が、途と端たんにびくっと震えた。自分の名前が出たことで正気付いたらしい。


　そして美枝を見て、そのまま硬こう直ちよくした。かすかに息を呑むのも聞こえた。


　構うことなく彼女は言った。


「確かにカミングアウトはしてくれたけど、ここまでは聞いてないわよ」


「言ってなかったからな」


　異性とは恋れん愛あいができないし、抱だく気にもならない……と打ち明けたのは、何年も前のことだ。さすがにショックだったようだが、どうなるものでもないと諦あきらめたのか、間もなく納なつ得とくしてくれた。だが侑登のことは、黙だまっていたのだ。折を見てと思いつつも、言えばすっ飛んで来るのがわかっていたので、避さけていたのだった。


「お……下りるっ、下ろして……！」


　ようやく侑登の硬直が解け、ひどく狼ろう狽ばいしながらもがいた。


　小さく嘆たん息そくし、総がラグに下ろそうとするが、侑登は自ら立とうとし、そのままかくんと膝から折れた。


「あっ……」


　もちろん総は抱き留めて、大きなクッションに座るまで手を貸してやった。予測していた行動だったからだ。


　はぁー、と大きな溜ため息が聞こえた。


「あんたが女に興味がなくても、それはまぁしょうがないわよ。でも侑登くんに手を出すって、どういうことなのよ」


「話の前に、煙草消してくれ」


「あ、ああ……そうね。ごめんなさいね、侑登くん」


　美枝は煙草をもみ消すと、立ち上がって空気清せい浄じよう機をオンにした。そのついで、とばかりに、こちらに歩いてきた。


「で？」


「去年の夏から、こういうことになった」


　言いながら、総は侑登の頰ほおに唇くちびるを寄せる。母親の前ではあるが、行動に気を遣つかう気はなかった。いつもと同じように振る舞まった。


　一方で侑登は、カチンと固まったまま、身動き一つできないでいた。


「真しん剣けんに付き合ってる」


「本当？」


　美枝は侑登の前にしゃがみ、じっと見つめながら尋たずねた。


　問われるまま、侑登はぎくしゃくと頷うなずく。あまりにもぎこちない動きなので、どうやら不信感を抱かせてしまったらしく、美枝は咎とがめるように総を見上げてきた。


「疑わしいわね」


「俺が侑登を弄もてあそんでいるとでも？」


「まぁ、確かにそれはないわよね。そんなロクデナシに育てた覚えはないわ。だからってね、こんな時間から、足あし腰こし立たなくさせるほどサカるケダモノに育てた覚えもないわよ」


「若いんで」


「……確かに、あんたまだ二十歳だったわよね」


　ブツブツ言いながらも、納得しかねる様子の母親は放ほうっておき、総はキッチンに入っていく。そして冷蔵庫からスポーツドリンクのペットボトルを取り出して、小さくなっている侑登のところに戻もどった。


　可哀かわい想そうに、侑登はすっかり顔色をなくしていた。こんな格好で恋こい人びとの母親──しかも一時は親しん戚せきだった人と再会すれば、血の気が下がって当然だ。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　キャップを開けたボトルを差し出すが、侑登は手を出そうとはしない。さすがにここで口移しなんてしようものなら、どんな罵ののしりの言葉が飛んでくるかわからないし、第一侑登が可哀想だから、手を取ってボトルを握にぎらせるに留とどめた。


　侑登は顔を上げられないままだった。


「責めてるわけじゃないからね。そんな顔しないで」


　美枝に頭を撫なでられて、侑登はようやく顔を上げた。セックスしたばかりの姿を見られた、あるいは声を聞かれてしまった、というのが、ショックの原因の半分くらいは占しめていそうだから、さほど心配することでもないだろう。


　濡ぬれてしっとりした髪に触ふれながら、美枝はキッと総を見た。


「で、若木家にはバレてないんでしょうね」


「ああ」


「絶対、隠かくし通しなさいよ。頼たのむわよ。ああ、もうどうしよう……不ふ肖しようの息むす子こが、とんでもないことやらかしちゃった……。顔向けできない……」


　大げさに、両手で顔を覆おおった美枝を見て、侑登が控ひかえめに声をかけた。


「あ……あの……おばさん」


「ん？」


　手を外した美枝を至近距きよ離りで見つめ、ゆっくりと嚙かみしめるように、侑登は言う。


「総さんは何も悪いことしてないよ。俺、総さんに助けてもらって、元気にしてもらって、それで勝手に好きになっちゃったんだ。え……えっちは、もしかしたらマズイかもしれないけど、総さんは悪くないから」


　必死で総をかばう侑登を見て、美枝は目を細めた。


「そっか。好きになってくれたんだ？」


「うん」


「誑たぶらかされたわけじゃないのね？　ちゃんと優やさしくしてくれる？」


「うん、うん」


　二人の会話を聞きながら、総は顔をしかめた。一体、この人は自分の息子をどう思っているのだろうか。


　だが侑登の表情から強こわばりが溶とけたので、とりあえずはよしとしようと思った。


「侑登くん、いくつになったんだっけ」


「え？　あ……十六……です」


「そっか。そうだった、高校やめたんだものね。去年はお見み舞まいにもいけなくてごめんね。知ったのが遅おそかったの。総が、年末になってようやく教えてくれたのよ」


「いえ、そんな……」


「そっとしておきたかったんだよ」


　いろいろと説明が面めん倒どうだった、という理由も大きかった。放っておけば、若木家とは年賀状程度のやりとりしかしないとわかっていたし、あまり詳くわしく話しては、自分たちの関係がバレかねないと思ったのだ。


　侑登はやっとボトルに口を付け、喉のどの渇かわきを潤うるおした。


「もう一つだけ訊きいていい？」


「うん」


「総は、変なことしない？」


「へ、変なことって……どんな……？」


　侑登がおろおろしながら総に助けを求めてくると、探さぐるような目で美枝も総を見た。あらぬ疑いをかけられている気がして、面おも白しろくない。


「特とく殊しゆなプレイをする嗜し好こうはないよ。どこからが特殊なのかは、人によって基準が違ちがうと思うけどね」


「一応、一いつ般ぱん的な基準だと信じるわ。あー……疲つかれた。総、コーヒーいれてちょうだい。それと、何か出前頼んで。お寿す司しがいいわ。特上にぎり」


「はいはい」


　どうやらとっくに夕食の時間になっていたようだ。言われるままに電話で三人の夕食を頼んでから、総はコーヒーの用意をした。食事の前にコーヒーか……と思ったが、出せというのだからいいのだろう。


　本当に疲れたらしい母親にコーヒーを渡わたし、侑登を抱だき上げて寝しん室しつへと運んだ。シーツはそのままだが、後で替かえればいい。


「パジャマでいいな」


「でも、見えちゃうよ……？」


　キスマークを気にして、侑登は困こん惑わく顔だ。


　総はタートルネックの薄うすいシャツを渡し、その上からパジャマを着せるようにした。それから客間に置いてある侑登の荷物を、寝室に移動させた。もし母親が泊とまっていくならば、部屋を空けなければ、と思ったのだ。


　そして自らもスエットの上下を身に着けた。


「ねぇ、総さん」


　思い詰つめたような顔で、侑登は切り出した。


「うん？」


「と……特殊なこと、って……何？」


　ひどく不安そうに言う侑登に、総は微ほほ笑えみかけた。


「そういうことはしないから、侑登は知らなくていいよ」


　逆に言うならば、総がする範はん囲いは特殊なことではない……となるわけだが、侑登は疑う様子もなく頷いた。


　悪い心が疼うずきそうになるのは、こんなときだ。だが結局のところ、総ができるのはせいぜい軽く拘こう束そくするくらいなものだろう。


「あ……でも」


　侑登は決意を秘ひめた目をして、総を見上げてきた。


「ん？」


「総さんが、したいなら……いいよ？　が……頑がん張ばる」


「頑張らなくていいんだよ」


　これだから、侑登には敵かなわない。思わず笑えみをこぼし、総は屈かがみ込んで侑登の唇くちびるにキスを落とした。











「そういえば、なんだって突とつ然ぜん来たんだ？」


　三人でテーブルを囲んで寿司を摘つまみながら、総は思い出したように問いを向けた。ようやく落ち着いて、疑問が浮うかんだらしい。


　侑登もそういえば、と思った。


「友達のお嬢じようさんの結けつ婚こん式なのよ。十六でデキちゃった婚ですって。明日、十一時から披ひ露ろう宴えんだから、早起きするの嫌いやで来ちゃったわけよ。ついでに、何日かこっちにいて、人に会おうと思って」


「ああ……なるほど」


「俺と同じ年……」


「そうなの。しかも相手は二十一歳の大学生よ。なんだか身につまされるわぁ……」


　侑登は何も言えず、黙もく々もくと寿司を頰ほお張ばった。


　明日、花はな嫁よめになるというその子は、同じ十六歳でありながら、結婚後は大人と認められるわけだ。


（なんで女だけ十六なんだろう……）


　イクラの軍ぐん艦かん巻きを押し込むようにして口に入れて、侑登はもぐもぐと咀そ嚼しやくする。呑のみ込んでお茶を飲んでいたら、隣となりの総がぽつりと言った。


「確かにな。侑登が女だったら、とっくに妊にん娠しんしてただろうし」


「ぶっ……」


　噎むせて、ごほごほと咳せき込みながら目め尻じりに涙なみだを浮かべていると、総が背中をさすってくれた。だが自分が言ったことのとんでもなさは、気にしていないようだった。


　代わりに美枝が、呆あきれたように目を眇すがめた。


「ちょっと……遠えん慮りよしなさいよ」


「っていうか、女だったら総さんの対象外じゃん」


「そんなことないよ。侑登だったら、どっちでも好きになってたよ」


「いい加減なこと言うし」


「母親の前で、よくまぁ恥はずかしげもなく……。こっちが恥ずかしいわ。まったく誰だれに似たんだか」


　呆れた様子の美枝を前にして、総はぼそりと「あんただろ」と呟つぶやいていたが、どうやら隣に座っている侑登にしか聞こえていなかったようだった。


　侑登は黙だまって、もぐもぐと中トロの握にぎりを食べていた。


「あ……忘れてた。この間、言ったタイのスリミングジェルね。あれ、よさそうなのよ。契けい約やく書のほうは頼たのむわね」


「わかった」


　一いつ瞬しゆんの間の後で、総は頷うなずいた。


　美枝はエステティックサロンと美容関連用品販はん売ばいの会社をやっているのだが、母おや子この会話としては、少し変だと思った。


　じっと総を見つめていると、苦く笑しようしながら総は言った。


「実は、もう会社の仕事に関かかわってるんだ」


　侑登は目をぱちぱちさせながら、総の顔を見つめた。


「あ……だから就職活動してなかったの？」


「ああ」


　あっさり頷かれて、ムッとしてしまう。そんな話、初めて聞いた。一いつ緒しよにいるときに、総がパソコンに向かっていたことも何度かあったが、そのうち何回かは仕事をしていたということだろうか。


「なんで黙ってたんだよ。こないだ、就職のこと訊いたのに……」


　口を尖とがらせて不満を訴うつたえると、美枝も大きく頷いた。


「秘密主義なのよ。嫌いやぁねぇ」


「迷ってる最中なんだよ」


「ちょっと待ちなさい。うちの会社以外にも考えてるの？　何よ、それ。入ってくれるって信じてたのに」


「約束したわけじゃないだろ。いろいろ考えたいんだよ」


　今はこれ以上のことを言うつもりはないらしく、美枝もすぐに引き下がった。こうなったら訊きくだけ無む駄だと心得ているのだ。


　侑登は残った寿司を食べ終えて箸はしを置くと、ふっと息をついた。


「あら、もういいの？」


「なんか、食欲が戻もどらなくて」


「そうねぇ、その年の男の子にしては食べないほうよね。もっと食べろって、おうちでも言われるでしょ」


　美枝は頰に手を当てて、心配そうに侑登を見つめてきた。


「うん。中学までは結構食べるほうだったから、元気だってわかってても心配になっちゃうみたい」


「可愛かわいい末っ子のことだもの、余計そうよね。大事に大事にされてるのよ」


「そうかなぁ……」


「そうよ。門真家に頭を下げてまで授さずかった子じゃない」


　きっぱり言い切って、美枝はお茶をすする。


　侑登は今の言葉を頭の中で繰くり返した。かつて、両親が門真家に援えん助じよを受けたことは知っていた。だがそれがいつ頃ごろで、なんのためかは、知らなかったのだ。


　総は溜ため息をついた。


「頼むからこれ以上、余計なこと言わないでくれ」


「え？　やだ、これって秘密だったの？」


　美枝はとっさに口を押さえ、ひどく気き遣づかわしげな顔をした。侑登が黙り込んでしまったことで、さらに焦あせったらしかった。


「おばさん、その話、詳くわしく教えて」


「でも……」


「だってもう知っちゃったもん。ここで隠かくされたって、同じだよ」


「ああ、どうしよう……怒おこられちゃう……」


「おばさんに聞いたことは黙ってるから、お願い」


　じっと目を見つめて身を乗り出し、侑登は美枝の返事を待った。


　すぐに返事はもらえなかった。さんざん迷って、考えて、かなり時間が経たってから、小さく息を吐はき出すのが聞こえた。


「ご両親の結婚の経けい緯いは知っているのよね？」


「うん。父さんは、祖父じいさんの事務所のスタッフで、母さんには婚約者がいたんだけど、上の兄貴がデキちゃって……」


　侑登の言葉に、美枝は大きく頷いた。そしてこの話は、亡なくなった伯お父じ──彼女のかつての夫から聞いたのだと前置いた。


「一時期は勘かん当どう状態だったのよね。もちろんお父様は事務所を辞やめたし、経済的には苦労したみたいなの。で、侑登くんがお腹にいるときに、お母様の無理が祟たたって危なかったんですって。そのときに援助を受けたというわけね」


「……じゃあ、養子の約束も……」


　だから侑登なのだろうか。無事に生まれた子供は、将来的に門真家に寄よ越こすように、そこで約束したのだろうか。父親が門真家に対して卑ひ屈くつなのは、祖父の事務所スタッフだったという事情だけでなく、子供の命を危険にさらしたという負い目があったからなのだろうか。


　ひどく複雑な心境だった。


「侑登、おいで。そろそろ勉強しよう」


「あ……うん」


「後はよろしく」


　片付けを母親に頼み、総は侑登を寝しん室しつにつれて行った。さすがに今度は抱だき上げられたわけではなかったが、腰こしを抱かれ、支えられながら歩いた。


　部屋に戻ると、ベッドはすでにシーツが取り替かえられていた。総は侑登をベッドに座らせ、すぐ隣に腰を下ろした。


「気にしてるのか？」


「だって、俺のためだとは思っていなかったから……。きっと兄貴たちは知ってるんだよな。俺だけ、知らなかったんだ……」


　十も年が離はなれた憲也はもちろん、当時六歳だった慎司だって、後から考えれば援助がなんのためだったか理解しただろう。それでも、今まで誰も侑登にそれを気け取どらせなかった。養子に行くのは嫌だと侑登が言っても、援助のことは口にせず、門真家の人たちさえ、そのことには触ふれもしなかった。


「お前が可愛くて仕方ないんだよ。大切にされてるな」


「……うん」


「でもな、感謝はしても、負い目に感じることはないんだぞ。そうさせたくないから、みんな黙ってたんだ」


　総の言葉に頷いて、侑登はそのまま下を向いた。


　こめかみにキスされて、目を閉じる。自分がひどくわがままな子供に思えて仕方がない。それでも、門真家に入ることは、蛯原家との繫つながりが濃こくなるということであり、それだけはどうしても嫌だった。


　そして何より、門真家の人間になることは、すなわち跡あと継つぎを期待されることでもある。総という恋こい人びとがいる侑登には、無理な話だった。


「俺、自分のことばっかだ……」


「そんなことないだろ。ご両親の気持ちを考えて、蛯原のことは黙だまってるじゃないか」


「だって、言っても母さんたちが責任感じちゃうだけだから」


「同じだよ。だから侑登には黙ってたんだ」


　まぶたにキスをされて、そのままベッドに倒たおされる。だがそれ以上、何をするわけでもなく、総は侑登を寝ねかしつけるように、羽毛布ぶ団とんをかけた。


　子供の頃ころにされたように、上から軽く叩たたかれる。


「今日はもう何もできないかな」


「す、する気だったんだ……」


「侑登さえよければ、今からでもいいけど」


「な……や、やだよ。変な冗じよう談だん言うなってば」


「本気だよ」


　布団の上から覆おおい被かぶさってくる総に、侑登は慌あわててかぶりを振ふった。


　美枝がいるのに、あり得ないと思った。総にはときどき驚おどろかされることがあるが、また新たな一面を発見してしまった気分だ。


「じゃあ、キスだけ」


「う……うん」


　返事をすると同時に唇くちびるを塞ふさがれ、舌を絡からめ取られた。吸われたり、歯列の根本を舐なめられたりして、確実に官能の気配は濃くなっていく。


　ざわざわと、痺しびれるような快感が走って、熱が内側に溜まっていった。


　真面まじ目めそうな顔をして、一体どこでこんなキスを覚えたのだろうと、ときどき侑登は疑問を抱いだいてしまう。身体からだだけの相手も含ふくめると、付き合ったことがある人数は結構なものらしいから、当たり前といえば当たり前なのだが、なんとなく面おも白しろくないのも確かだった。


　侑登なんて、総しか知らないのに。


「ん、ぁ……っ」


　キスの合間に、鼻に抜ぬける甘い声が漏もれる。だがすぐに、その声すらも総のキスに呑のみ込まれてしまう。


　侑登は両腕を出して、総の首にしがみついた。


　総しか知らない。だが、総だけ知っていればいい。他の誰だれにも、この身体を触さわられたくなんかない。


「んんっ、んー……！」


　びくびく、と下か肢しが反応してしまう。キスだけで身体は高まってきて、このままでは、触られもしないままイッてしまいそうだった。


　もっと、と思ったときに、総のキスが急に離れていった。


「あ……」


　問いかけようとしたときに、ノックの音が聞こえた。総は身体を起こしながら、ドアのほうを振り返った。


「どうぞ」


　返事と同時に、ドアが開いた。


「ねぇ、明日なんだけど、九時頃までに起きる？　私、美容院の予約してるから、少し早めに出るのよ」


　侑登から、美枝の顔は見えない。総の身体が視界を遮さえぎっているからだ。


「さぁ。目は覚ますだろうけど、起きていくかどうかはわからないな」


「だったら今、言っておくわ。心して聞きなさい」


「訓辞か？」


　冗談めかして総が返すと、美枝はきっぱりと言った。


「そうよ。あんたは侑登くんより四歳お兄さんなんだから、いろいろと責任持ちなさい。いいわね」


「わかってるよ」


「それから、あんまりがっつくんじゃないわよ」


「そっちは約束できない」


　きっぱり言い切って、総は侑登に視線を戻もどした。指先で髪かみを梳すかれて、びくんと身体が震ふるえた。こんな刺し激げきにも、反応してしまう自分がいた。


「じゃあ、言い方を変えるわ。無む理り強じいだけはしないこと」


「……ああ」


「一応、信じることにするわ。じゃね。侑登くんも、おやすみ。嫌なことは、きちんとそう言うのよ」


「は、はい。おやすみなさい」


　ぱたん、とドアが閉まる。


　相変わらず総は髪を撫なでているし、侑登の熱はまだ下肢に溜たまったままだ。侑登は涙なみだ目で総を見つめた。


「ん？」


「……ヤバイ……」


「どうする？　キスの続きかな。それとも、俺が口でしようか？　ああ……自分でするのもありか」


　言いながら、総は羽毛布団を捲まくり上げる。


　侑登の望みは決まっているが、口に出すのは憚はばかられた。いくらなんでも、今の状じよう況きようではいけないと思うからだ。


　だから丸投げしてしまおうと決めた。


「そ……総さんが、選んで」


「じゃあ……これ嚙かんでて」


　口に入れられたのは、バスローブの紐ひもだ。パイル地で厚みがあり、多少は声を吸い込んでくれそうだ。


　総はパジャマのズボンを引き下ろし、膝ひざを割ってくる。


　どうやら選せん択たくしたのは、真ん中の提案らしい。侑登の望んだ通りの行こう為いだ。


　甘い衝しよう撃げきを待って、侑登はぎゅっと目を閉じた。


「ふっ……う……！」


　濡ぬれた声は、嚙んだパイル地に吸い込まれ、部屋の外にまで漏れるほどにはならなかった。




６







「うん、今日はね、母さんが実家で、兄貴は朝から釣つりなんだ」


『釣り？　ああ、蛯原の祖父じいさんとか』


「うん。それと、祖父さんの釣り仲間みたいな人たちとだって。年寄りばっかりみたいなこと言ってたなぁ……」


　兄の帰りは夜らしいし、母親も向こうで夕食を済ませてくるという。そして父親はいつも通り遅おそい帰宅だろう。だから今日は一人で夕食を摂れと言われている。とはいえ、母親が出かける前に作っていったカレーがあるし、炊すい飯はん器はタイマー予約で炊たけるようになっているらしいので、侑登がすることは何もない。


「総さんも食べにくれば？　今日はバイト？」


『いや、母の会社のことを、やろうかなと』


「ああ……そっか。そういえば、おばさんてもう帰ったんだっけ？」


『昨日ね』


　いきなりやって来た総の母親は、あの夜、一泊ぱくだけして、ホテルへと移っていった。侑登に遠えん慮りよしたからだ。勉強の邪じや魔まになる、というのと、恋人たちの邪魔になる、というのが、彼女が口にした理由だった。


　思い出しても恥はずかしい。バスルームに響ひびいていた声を聞かれてしまったのだし、した後の姿もしっかりと見られ、挙げ句、美枝が家の中にいるというのに、結局最後までしてしまった。パイル地の紐を嚙みながら、とりあえずイカせてもらうだけのつもりだったのだが、お互たがいに止まらなかったのだ。


『侑登？』


「あ……ごめん。ええと、それじゃ、早く片付くようだったら来てよ」


　うっかり思い出してしまっていた侑登は、顔を赤くしながら言った。電話越ごしでよかったと思う。


『わかった。じゃな』


　電話を切って、侑登は小さく「よし」と呟つぶやいた。ああ言ってはいたが、総は絶対に来てくれるはずだ。確信があった。


　総が来るまで勉強しようと自室へ上がり、三十分ほど机に向かった頃ころ、訪問者を告げるインターホンが鳴った。


　さすがに総にしては早すぎる。訪問販はん売ばいの類たぐいだと面めん倒どうだと思ったが、近所の人だとしたら困るので、侑登は階下へ降りて応対に出た。


　その瞬しゆん間かん、出たことを後こう悔かいした。


　モニターに映し出されていたのは京介だったのだ。


『こんにちは』


　にこにこ笑っているのは、家の者がモニターを見る場合を考えてのことだろう。侑登しか見ていないとわかれば、絶対にこんな顔はしないはずだ。


「……どうも」


　愛あい想そなく言葉を返したとき、一瞬だけ目つきが変わったように見えた。だが貼はり付けたような笑え顔がおはそのままだった。


『ちょっといいかな』


「嫌いやだって言ったら？」


『ふーん。そういうこと言えるってことは、家族はいないんだな。ここ、開けろよ。まさか一人じゃ怖こわくて俺に会えないってわけじゃねーだろ？』


　思わずムッとして、侑登は玄げん関かんのロックを外した。もちろん出で迎むかえてやる気もなく、無表情でソファに座った。


　間もなくして、京介がリビングに現れた。もちろん招かれざる客に茶を出すつもりなどなかった。


「よぉ」


　挨あい拶さつらしい言葉を聞き流し、侑登は今すぐ総を呼んでしまおうか、と思った。だが頭をよぎった考えは、即そく座ざに打ち消した。


　こんなことで、いちいち人を頼たよっていてはだめだ。これからも京介は何度も同じようなことをするかもしれないのだから。


　それに、今の京介に何ができるとも思えない。高校にいた頃にできた嫌がらせの数々は、今の環かん境きようでは無理なのだ。嫌味などは在学中もさほど気にしていなかった侑登だから、今度も聞き流せばいいだけだ。


　考えつくのは、直接的な暴力だが、それも考えにくい。在学中も、京介はけっして直接侑登がケガをするようなことはしなかったからだ。全治二ヶ月の骨折は、閉じこめられて脱だつ出しゆつしようとした侑登の失敗によるものだったし、先日、京介と部屋に二人だけでいたときも、結局は何も起きなかった。


　つらつらそんなことを考えていると、京介が真向かいにどっかりと座った。


　大きな態度に、侑登は眉まゆをひそめた。


「なんの用ですか」


「別に」


「だったら、帰ってください。俺、これから勉強するんです」


　まっすぐに睨にらみ据すえて言うが、京介はふーん、と鼻であしらっただけで、立ち上がる気配も見せなかった。


「みてやろうか？」


「お断りです」


　即そく答とうすると、京介は片頰ほおを引きつるようにして上げ、シニカルに笑った。


「ま、そうだよな。成績優ゆう秀しゆうな若木侑登くんの勉強なんて、俺じゃ無理か。お前のカテキョって、兄貴の友達なんだって？」


「……それが？」


　侑登は探さぐるように京介を見てしまった。


　ついでに出た話題にすぎないのか、興味があるのか、それとも何か意図があるのか。ここではまだ判断できなかった。


「いや、別に。どんなやつかと思ってさ。実の兄貴より慕したってんじゃないか……って、お前の兄貴が言ってたらしいぜ」


「ふぅん……」


　なるべく素っ気ない言い方をして、侑登は黙だまり込んだ。


　あの夜は、かなりいろいろなことを話したらしい。侑登の話題もかなり上がっていたようだが、それが自然なものではなく、京介の父親の誘ゆう導どうによるものだとしたら、あまりいい気はしない。


「養子の話も、お前が有力なんだってな」


「俺にはそんな気ないですから」


「なれよ。そうしたら、うちとの付き合いも、濃こくなるぜ」


「誰だれが」


　吐はき捨てるように言って、侑登は京介を睨みつける。この男の前では感情的になるまいと決めていたのに、ついそれを忘れてしまった。


　京介のしたり顔を見て、侑登はそのときを自覚した。


　だが今さらだった。


「何がしたいんですか。俺に何を言ったって無む駄だだし、今は学校にいたときみたいに、あんたの好きにはできないでしょ。意味ないと思うけど」


「意味ねぇ……」


　京介は初めて考えてみた、といわんばかりに呟いた。漂ただよわせる視線は、京介自身もそれを探しているせいだろうか。


　互いに黙り込んでいるのも息苦しくて、侑登は携けい帯たい電話を取り出した。訪問者のことは無視して、メールでも打とうと思ったのだ。


　総に、早く来てくれと伝えるつもりだった。


「ふーん、新しく買ったのか」


「……もう壊こわされる心配もないですから」


　皮肉で返すと、京介はふんと鼻を鳴らした。


「貸せよ」


「は？」


「いいから、貸せって」


　立ち上がってまで手を伸のばしてくる京介から、侑登はとっさに携帯電話を遠ざけた。そのときになって、自分が迂う闊かつなことをしたのだと気がついた。


　携帯電話の履り歴れきを見られるわけにはいかない。メールには見られてマズイことは書かないようにしているし、主に相手は総だが、高校の友達とのメールもそれなりにあるから、下手をすれば、そちらに迷めい惑わくがかかってしまうかもしれない。


　だが渡わたすまいという侑登の態度が、余計に京介をムキにさせたらしい。彼はセンターテーブルを回り込んで、腕うでを摑つかんできた。


「放せってば……！」


　握にぎりしめた携帯電話ごと手を胸むな元もとで抱かかえ込み、侑登は必死の抵てい抗こうをした。だが力では敵かなわない。体力は元に戻もどったと思うのだが、いかんせん、もともとそれほど腕わん力りよくがあるほうではないのだ。なかなか振ふり払はらうことはできなかった。


　身を捩ねじるようにして背を向けて、携帯電話を抱えたまま蹲うずくまる。その背に京介が覆おおい被かぶさってきて、ぎくりとした。


　総ではない男と、こんなに密着したのは初めてだった。


　携帯電話を奪うばおうとして、京介は侑登の胸元に左右から両手を入れてくる。弾はずみで手が当たろうと、別に感じるわけじゃない。だが生理的に嫌だった。


　身体からだが勝手にカタカタと震ふるえた。


「なんだよ、怖いのかよ」


　蔑さげすむように京介が笑う。自分が優位に立ったことに気づいて、高校にいたときのような態度が戻ってきた。


　侑登はきつく自分を抱だきしめた。


「へぇ、可愛かわいいとこあるじゃん。怖いんだ？　それとも触さわられんのが嫌なのか？」


　くすくすと笑いながら、なおも京介は身体を密着させてくる。侑登が嫌がることを、確かめようとしているのだ。


　すでに京介の目的は携帯電話ではなくなっていた。蹲ったままの侑登を抱きしめるみたいにして、耳元に顔を寄せてくる。


「やっ……」


　反応を示してはいけないと思っていても、身体は嫌けん悪お感に正直だった。


「なんだよ、その声。まるで……ああ、そっか。そういや、お前をオカズにしてたやつが寮りようにもいたっけな。なんか、わかる気がする」


「触るなってば……っ」


「学校で誰かにやられちゃったりしなかったのか？　仲いいやつがいたよな。名前、なんていったっけな」


「そんなわけないだろ！」


　告白されたのは確かだが、あれは退学した後だった。在学中の侑登は、同性間の恋れん愛あいやセックスなど、想像してみたこともなかったのだ。


「けど、お前はこれが嫌いやなんだよな？　まぁ、当たり前か」


　子供が面おも白しろい遊びを見つけたようだ、と思った。遊び方がわからなかったオモチャの、遊び方を。


　最悪だった。


「この手があったよなぁ。男をやるなんて考えたこともなかったけど、いい手だよ。効果的にお前を壊せるし、お前だって人には言えないもんな」


「ふざけんな……っ」


「そうだよ、やっちまえばいいんだ。もっと早く、犯おかせばよかったんだよ。なぁ？　男なんかとやったことねーけど、お前ならやれそうな気がする」


「やめろ……っ」


　侑登はかぶりを振って、さらに身を縮めた。


「ちょうどよかったよ。母親は実家で、兄貴は釣つりで……父親は夜遅おそいんだろ？」


「な……」


　侑登は目を瞠みはった。


　京介は最初から家族の不在を知っていて、来たのだ。こうなるとは思わなかっただろうが、彼にとって都合がいい状じよう況きようなのは確かだ。


（総さん……！）


　数時間もすれば、総が来てくれる。だが待っていてはだめだ。自分でなんとかしなくてはいけない。


　侑登は意図して身体の力を抜ぬいた。


「なんだよ、観念したのか？」


「…………」


「こっち向けよ。泣いて、許してって言ってみろよ」


　京介は、侑登が怯おびえて何もできないと思って、声に笑えみさえ含ふくませている。在学中、抵抗らしい抵抗をせずに黙って耐たえていた侑登だから、京介の中では、侑登はそういうタイプになっているのだろう。


　だったらそれを利用するしかない。


　京介が引き起こそうとするのに逆らわず、侑登は身体を起こした。そしてそのまま、京介を思いきり突つき飛ばし、センターテーブルを飛び越こえてリビングを走り出る。


「おい……！」


　とにかく、外だ。玄げん関かんのドアを開けてしまえば、なんとかなる。ドアの向こうは駐ちゆう車しやスペースで、道路までは数メートルあるが、死角ではないのだ。


　追いかけてくる気配を感じながら玄関のドアを開けると、驚おどろいた顔をした総がそこにいた。


　考えるより先に、総に抱きついていた。


「侑登……」


　総は戸と惑まどいながらも、侑登を抱き留めてくれる。背後でドアが閉まったが、すぐにまた内側から開いた。京介が開けたのだ。


　沈ちん黙もくが落ちた。ここにいる誰だれもが、状況を上手うまく把は握あくできないでいる。一番わかっている侑登でさえ、どうして総がもうここにいるのか、わかっていない。


　総と京介は、互たがいに探さぐるように相手を見ていた。


「……蛯原、京介くんか？」


　長い沈黙の後で、最初に口を開いたのは総だった。その言葉が、場を動かすきっかけになった。


「あんたは……？」


　探るような声こわ音ねが、侑登の背後から聞こえた。


「侑登の家庭教師だ」


「へぇ……あんたがそうか」


　声だけでも、京介が総を値ね踏ぶみしているのがわかる。きっと目でも、じろじろと不ぶ躾しつけな視線を送っているのだろう。


　総を京介に会わせてしまったことを、侑登は後こう悔かいしていた。総に迷惑がかかってしまうかもしれないのだ。


「総さん……」


「侑登。とにかく、入ろう」


　背中を軽く叩たたかれ、侑登は自分が裸足はだしだったことに気がついた。コンクリートの冷たい感かん触しよくが、今になって感じられた。


　玄関をくぐり、スリッパを履はいてリビングへ戻る。その間、誰も口を利きかなかった。


　侑登は握りしめたままだった携けい帯たい電話を、ようやくポケットに戻す。総と並んで座り、向かいに京介が座る形だ。


「用事があるなら、早めに済ませてくれないか？　これから勉強なんだ」


「カテキョが来るなんて、言ってなかったよな」


　京介の視線は、話しかけた総ではなく、侑登に向けられている。


「別に……言う必要ないし」


「ふーん……。あんた、俺のこと知ってたよな。こいつから話、聞いたってわけ？」


「全部ね」


「へぇ、そうなんだ。家族にも話してないこと、あんたには言うんだ？　ただのカテキョなのに？」


　挑ちよう発はつ的なもの言いだ。京介が、侑登と総の関係にある種の疑いを抱いだいているのは間ま違ちがいないだろう。


　だが総はしれっとしたものだった。


「家族だからこそ話せないこともあるさ。そんなことより、用事は？」


「……もう、ねーよ。俺を早く帰して、何するんだかな」


「勉強だって言っただろ」


「あやしいよな。デキてんだろ？　家族のいない留守に呼んで、やろうとしてたんじゃねーのか？　しょっちゅう泊とまってるってのも、そうなんだろ？」


　侑登は下を向いたまま、顔を強こわばらせていたが、総は平然としていた。それどころか、バカバカしいと言わんばかりに、肩かたを竦すくめて見せた。


「願望か？　それは自分がしたいこと、だろ？」


「な……」


「思ってるだけなら止めようがないが、実行には移すなよ。そもそも、君が学校で侑登にしてたことも、訴うつたえ出れば犯罪になることがいくつもあったし、今度何かしたら、こっちも黙だまってはいないから、よく覚えとけ」


　いつになく総の口調は厳しかった。


　京介は総を睨にらんでいたが、やがて苛いら立だった様子で出て行った。


　足音が遠ざかり、ドアが閉まる音が聞こえてくると、侑登は安あん堵どの息をついた。ドアはオートロックだから、京介が戻もどってくることはない。


「総さん……！」


　横からしがみついて、侑登は顔を伏ふせた。


「何をされたんだ？　裸足で飛び出してきたんだ、何かあったんだろ？」


「……うん」


「襲おそわれたのか？」


「最初は、携帯電話を取られそうになって……もみあってるうちに、俺に嫌がらせするには、それがいいって気づいちゃったみたいで」


　服越ごしの手の感触や、耳に吹ふきかけられた息を思い出して、侑登はぶるっと身を震ふるわせる。同じことを総にされれば気持ちがいいのに、あのときは悪お寒かんしか感じなかった。


　悪意で人を犯おかそうとするほど、京介は歪ゆがんでいるのだと思った。


「何もしてないのに、なんでそんなに嫌きらわれなきゃいけないんだろ……」


「それは違うよ。逆だ」


「逆、って……何が？」


　侑登はそろそろと顔を上げた。


　総はどこか迷っているような様子で、事実、次の言葉を言いあぐねていた。だから促うながすように、服を一度だけくいっと引っ張った。


　嘆たん息そくの後、総は仕方なさそうに言った。


「あの執しゆう着ちやくは、歪んだ恋れん愛あい感情だ。あいつは、侑登に惹ひかれてるんだ」


　とっさに何を言われているのか、理解できなかった。


「な……何、言ってんの……？」


「好きとか、惚ほれてるとか……そういうのとは、少し違うような気もするんだけどな。でも侑登を欲ほしがってるのは間違いない。自分のものにしたいんだよ。征せい服ふくして、支配したがってるんだ」


「まさか……」


　顔が引きつってしまう。総がこんな噓うそや冗じよう談だんを言うはずもないし、彼なりに確証がなければ、侑登に教えるはずもない。


　だから、きっとそれは本当なのだ。


「さっき会って、確信したよ。あいつには自覚がなかったんだ。もしかしたら、今も惹かれてることには気づいてないかもしれないけど、侑登を犯したがってる自分には気づいたと思う」


「やだ……やだよ……」


　情けない声で総に縋すがる自分を、今は叱しつ咤たできない。


　実際、京介は侑登を犯そうとした。それが効果的な「嫌いやがらせ」だと信じているからで、本当の彼の気持ちがどうであろうと、彼が今後、侑登にしようとすることはこの手のことに決まったも同然だった。


　悪意と執着の裏に強い欲望があるなんて、最悪としか言いようがない。


「二人きりになりそうになったら、すぐ連れん絡らくしろよ。もちろん避さけるのがベストだ」


「うん」


「それと、俺たちの関係も慎しん重ちようにならないと。気づいてるみたいだけど、証しよう拠こを摑つかませたくないからな」


「わかった」


　証拠なんて摑まれようものなら、どんなことに使われるかわかったものじゃない。もっとも証拠などは、そうそうあるものでもない。セックスは総の家と、去年行ったリゾートマンションの中でしかしたことがないし、キスだって、侑登の部屋で軽くする機会がプラスされるくらいなのだ。


「夜遊びもなしだぞ」


「……うん」


　残念だが、これも仕方ない。侑登が一人でふらふらしているのならばともかく、総が関かかわっていてはマズイのだ。


「念のために、盗とう聴ちよう器きの類たぐいも注意しないとな」


「えっ……そこまですんのっ？」


「あっちの出方が読み切れないからな。用心するに越こしたことはないだろ？　前に、侑登の部屋にも入ったんだったな」


「あ、うん。最初に来たとき」


　言いながら、あれから自分が自室で何をしゃべったのかを思い出してみる。翌日には総のところへ行ってしまったし、帰ってきたのはおとといで、あれからは総とメールのやりとりをしただけだ。さっきの会話はこのリビングだったし、京介の様子では、総が来ることを知らなかったのだから、ここは間違いなく安全と考えていいだろう。


「今度……いや、今からがいいな。知り合いに盗聴器の探知ができる機械を借りてくるよ。早いほうがいいだろ？」


「あ、じゃあ俺も行く」


　一人でいるのは嫌だった。もう来ないとは思うのだが、絶対とは言い切れない。開けなければいいこととはいえ、今は総と一いつ緒しよに行動したかった。


「わかった、行こう。ああ、一応、家の誰だれかに出かけるってメール打っとけよ。黙っていなくなると、騒さわぎになりそうだからな」


「うん」


　侑登は急いで支し度たくをすると、母親にメールを入れてから、総と一緒に家を出た。


　遠からず近からずの距きよ離り感で歩きながら、侑登は何度も周囲を気にした。まだそのあたりに京介がいるのでは……と思ったのだ。


　だが総は気にしたふうもなく、前を見て歩いている。歩調はいつも通り、侑登にあわせたものだった。


「たぶん、いないと思うけどな」


「ほんと？」


「心配なら、念のために駅前で参考書でも見ようか。歩いてるときより、そのほうが確かく認にんしやすいし」


「あ、うん」


　侑登一人の目ではあてになるまいが、総ならばちゃんと見て判断してくれるような気がする。それに勉強すると言った手前、外出時には参考書くらい見なければ格好がつかない。


　別に見られたところで、相手のしたことがしたことなのだから構わないのだが、侑登は妙みように律りち儀ぎにそんなことを思った。


「……総さん」


「ん？」


「あいつ……蛯原京介は、また何かしてくるのかな」


　親や祖父を使い、門真の伯お父じを通す形にすれば、侑登を呼び出したり二人きりになったりという機会は作れそうな気がする。もちろん行かなければいいことだが、出方がわからないのは不安だった。


「門真家を通すのは、逆に難しいんじゃないか？　侑登とは親しいことになってるんだし、ちょっとした約束なら、直接すればいいはずだろ」


「そうだけど……」


「問題は、父親がどの程度、協力するかだな。それによって、あいつにできることが違ってくるんだ」


　侑登は頷うなずきながら、一度だけ会った蛯原昌晴の姿を思い出した。


　穏おだやかで優やさしそうな紳しん士しだと思ったのだが、京介の口くち振ぶりだと、とてもそのイメージではない。もし言葉通り、そんなに執しゆう念ねん深い男なのだとしたら、息むす子こに手を貸すことも十分に考えられるのだ。


　また、ぞくっと寒気がした。


　ここが往来じゃなかったら、総にしがみついていただろう。一緒に出かけるのは嬉うれしいが、外ではくっつけないのが残念だ。


「人目、気にしなくていいとこに行きたいな」


「早めに用事を済ませて戻もどろう」


「うん。あ……そう言えば、仕事はいいの？　電話切ってすぐ、来てくれたんだよね？　放ほうり出して来ちゃったってこと？」


「こっちでやればいいって気づいたんだよ。パソコンがあればどこででもできるからな。侑登が問題解いてる間に片付けようと思ってた」


　そういうこともできるのかと、侑登は感心した。具体的に、総が会社のどういった部分に関わっているのかは知らないのだが、離はなれていてもできる仕事なのは確かで、場所も問わないらしい。


　しかしながら、総は一体、一人で何役をこなしているのだろうか。


　大学生としての本分と、侑登の家庭教師、バーでのアルバイトに、美枝の会社の仕事。そこにプラスして、侑登の恋こい人びとでもあるのだ。


「すごいよね」


　思わず感かん嘆たんの声を上げてしまった。


「何が？」


「総さんて、いろんなことやってんのに、どれもいい加減じゃないじゃん」


「そんなことないよ。バーのバイトは暇ひまつぶしで始めたから、最近はあんまり行かなくなったしね。今は週一くらいだ。前は、週に五日は行ってたんだけどね」


　とんでもないことを聞いた気がして、侑登は目を瞠みはる。


　総のどこが「暇」だというのだろうか。大学で優ゆう秀しゆうな成績を収め、会社にも関わっていて、暇だから週に五日もアルバイトをしていたなんて。


「信じられない……」


「今は侑登がいるから、暇じゃないよ」


「手間がかかるから？」


「なんだ、自覚があったのか」


　笑う総を軽く睨にらみ上げ、侑登は口を尖とがらせた。いろいろと面めん倒どうをかけているのは事実だから、返す言葉もなかった。


　総の手が、ぽんと頭に載のせられた。


「手間隙ひまをかけたいんだよ。自分でも知らなかったんだけど、俺はそういうことに喜びを感じるタチだったらしい。甘えられたり、頼たよられたりすると嬉しいし、手を焼かされると可愛かわいいって思うんだ」


「……もの好き。でも、総さんがもの好きでよかったよ。でなきゃ、俺なんて相手にしてもらえなかったもん」


「そんなことないだろ。同級生に告白されてたし」


「あれは……」


　うー、と唸うなって、侑登は困こん惑わくする。やはり結構拘こだわっているんだなと思い、その事実に少しだけ嬉しくなった。


　総といると、考え込まなくて済む。


　このまま、嫌いやなことは忘れてしまえばいいのにと、心から思った。
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　夜遊びでなくても、たまには外で遊びたいと言い出したのは侑登だった。


　侑登が言う「夜遊び」とは、酒場の雰ふん囲い気きを味わうことなので、外で夕食を摂とることは、その範はん囲いではない。もちろん、帰宅が遅おそくならないことが前提だ。たとえ今日は総のところに泊とまるとしても、警けい戒かいするに越こしたことはない。


　待ち合わせのカフェは総のアルバイト先の目と鼻の先で、歩いてすぐのところに、食事をしようとしている店がある。わざわざここにしたのは、侑登からエスニック料理がいいというリクエストがあったものの、総が他ほかに店を知らなかったからだ。


　やって来た侑登は、一見、とても元気だった。


　しかし、ときおり周囲に目をやるようになったことに、総は気づいていた。


　盗とう聴ちよう器き云うん々ぬんは杞き憂ゆうだったが、侑登はあれ以来、総と電話で話すときは当たり障さわりのないことしか言わなくなった。


　だがそれ以外に、これといった変化はない。京介からの連れん絡らくはないというし、門真家も何も言ってこないらしい。


「兄貴にさ、総さんのことで、ずるいって言ったんだ。そしたら、インスタントコーヒー一杯ぱいで終わりにされちゃったよ」


　つまらなそうに侑登が訴うつたえてくるのは、総の就職の一件だ。慎司に話していいかと尋たずねてきたので、実は知っていると教えたら、侑登は大いに不満だったらしく、慎司にも拗すねてみせたらしい。


　侑登はキャラメルカフェなるものを注文し、美味うまそうにそれを飲んでいる。


　甘そうだな、と思いながら、総は黙だまって話を聞いてやった。


「慎司はどうなんだ？　釣つりに行ったんだろ？」


「イカと、なんとかっていう魚を三匹びきくらい釣ってきたけど、母さんが捌さばくのパスしたから、魚はご近所さんにあげちゃった。青魚に触さわれないんだって」


「蛯原の祖父じいさんのことは何か言ってなかったか？」


「別に……年寄り慣れしてないからって心配してたけど、わりと気楽だったって言ってた。どっかの会社の偉えらい人とか、いろいろ来てたらしいけど、その人たちとも仲良くやってたみたい。来月、また行くとか言ってウキウキしてた」


　慎司にしては珍めずらしい、と侑登は呟つぶやいた。


　確かに若木慎司という男は、昔からおとなしい子供だった。自己主張が強くないと言おうか、消極的と言おうか、何をするにも一歩引いたところがあり、マイペースな長男と、行動的な三男の間で、控ひかえめかつ地道に動いていた。努力家で真面まじ目めで、趣しゆ味みらしい趣味を聞いたこともなかった。


「なんか、目覚めちゃった……って感じ。あ、違ちがうな、昔はやってたんだから、復活しちゃった……かな」


「ま、いいことなんじゃないか」


「うん。そう思う。あんな楽しそうな兄貴、初めて見たもん。蛯原の祖父さんは、すごくいい人みたいだ」


　侑登はいくぶん安あん堵どを滲にじませていたが、心中は複雑そうだった。慎司が嫌な思いをせずに済んでいることは喜ばしいのだろうが、侑登自身に向けられている歪ゆがんだ感情や欲望のことを考えると、気が重いのだ。


「そろそろ行こうか」


「うん」


　外はすっかり暗くなっていた。かなり日は長くなっていて、春の気配を強く感じるが、まだまだ陽ひが落ちれば寒くなる。


　外へ出た侑登は、冷たい風を受けて悲鳴を上げた。


　アルバイト先が入っているビルの前を通りすぎようとしたとき、こちらを見ていた二人組の青年が、嫌でも視界に入ってきた。


　繁はん華か街がいの至るところにいそうな、特とく徴ちようのない青年たちだ。流行の服にアクセサリー、そしてヘアスタイル。あるいはまだ少年というべき年ねん齢れいかもしれないが、ずいぶんとスレた雰囲気を漂ただよわせていた。


　目が合うと、彼らはすぐに反応した。


「何、見てんだよ」


「そ……総さん……」


　侑登が驚おどろいて総の背中に張りつく。


　何を見ているもないものだ、と思う。先に見ていたのはあちらなのだ。だが言っても無む駄だどころか、かえって相手を刺し激げきするだけだと承知しているので、総はそっけなく、「何も」と返しておいた。


「見ただろうが」


「たまたまだ」


　相手にしたくはないのだが、どうやら向こうは引く気もなさそうだ。


　やいのやいのと意味不明の言いがかりをつけてくるが、総は侑登を背中に庇かばいながら、それらを聞き流していた。


　どうにも強ごう引いんな展開だと思う。総の容姿や雰囲気は、この手の連中を刺激するものではないはずだし、恐きよう喝かつ目的だとしても、こんな場所というのは不自然だ。それに相手は総でなくても、他にいくらでも鴨かもになりそうな者はいる。


　あるいは……と思い、総は両手を自らの身体からだの後ろへやった。


　仮に暴力沙ざ汰たになった場合のことを考こう慮りよしたからだ。こちらが手を出したわけではないということを、第三者の目にもわかりやすくするためだった。今ならば、足を止めてこちらを見ている通行人や、店のガラス越ごしに見ている客や従業員たちが証言してくれるだろう。


「黙ってねーで、なんとか言えよ！」


　ぐっと胸むなぐらを摑つかみ上げてくる相手を、間近から見み据すえ、総は溜ため息まじりに返した。


「頼たのまれたのか？」


「な……何言ってんだよ」


「わかりやすいな。心当たりは一つしかないんで、誰だれに頼まれたか訊きくのはやめるよ。悪いが俺は手を出さない。だから、無駄だ」


　冷静に言いながら、相手の反応を観察した。


　感情を隠かくすのは下手らしく、言葉に対して動どう揺ようしているのが、はっきりと見て取れた。


　後はどうやって追い払はらうかだ。頭の中でいくつかのパターンを想定し、最も確実だろうと思えることを実行しようとしていると、視界の隅すみで人が動いた。


「あのさぁ……」


　いきなり横から呆あきれたような声が聞こえてきたので、皆みなの意識がそちらに向いた。


　携けい帯たい電話を手に立っていたのは、将吾だった。


「なんだよ、てめー」


「いや、このビルに入ってる店のモンだけど。こんなとこで騒さわぎ起こされると営業妨ぼう害がいなんだよ。警察呼んじゃうけど、いい？」


　言いながら、すでにフラップは開いていて、ボタンに指がかかっている。


「どうぞ。俺は構わないよ。一方的に絡からまれてただけだし」


「だよな。なんたって、手はさっきからずっと後ろだもんな」


　総の胸ぐらを摑んでいた男は、はっと息を呑のんで、今さら気づいたような顔をした。それからもう一人と顔を合わせ、そちらがさっさと踵きびすを返すのを見ると、舌打ちをして総から手を離はなした。


　捨て台詞ぜりふの一つでも吐はいていくかと思ったが、結局二人とも何も言わず、足早にこの場を立ち去っていった。


　完全に姿が見えなくなると、総は将吾に目をやった。


「どうも。上手うまいこと追っ払っていただいて」


「ありがと、将吾さん」


「おう。にしても、なんで総が絡まれたんだ？」


　不ふ審しんそうなその言葉に、侑登は大きく頷うなずいた。


「うん、そうだよね。総さんは、目つきとか悪くないし、ガラも悪くないもん。これが将吾さんならともかくさ」


「侑登、お前なぁ……」


「ま、見当はついてるよ。それで、将吾さんはなんでここに？」


　問うた途と端たんに、将吾は目を眇すがめた。


「そういやバイトでもねぇのに、なんでこんなとこにいんだよ。俺はな、人手が足りないって、頼まれたんだよ。で、まだちょっと早いから、奥でメシでも食おうと思ってさ。最近、あんまりシフトに入ってないんだって？」


「まぁ……いろいろ忙いそがしくて」


「侑登とデートする時間はあるのにか」


「どっちの優先順位が高いかは、決まり切ってるだろ」


　もともと金が欲しくてしていたアルバイトではない。大学の友人に誘さそわれ、面おも白しろいと思ったから、続けていただけなのだ。もっと興味が強いものがある今、アルバイトが減るのは総にとって当然のことだった。


　将吾は納なつ得とくしたように、軽く顎あごを引いていたが、急に声をひそめて言った。


「ところでな、気づいてたか？　写真撮とられてたぞ。さっきのガキが逃にげたら、いなくなったけどさ」


「ええっ……！」


　露ろ骨こつに驚く侑登ほどではないが、総もそこまでしているとは思わず、わずかに目を瞠みはった。


「それは気づかなかったな」


「写真っ？　な、何それ……っ。あ……それにさっき、誰かに頼まれたとか言って……。それって、もしかして……」


「なんだ、侑登も心当たりあんのか？」


　将吾は意外そうだったが、深く突つっ込んで訊いてこようとはしない。こういったスタンスの取り方が、付き合いやすい理由の一つなのだ。


「ある……ような……」


　ちらっと、侑登の視線が総に向けられる。


「話してみるか？」


「うん」


「将吾さん、まだ時間あるなら、一いつ緒しよにメシ食わないか？　エスニック食いにいくところだったんだ。食いながら、説明するよ」


「いいぜ。お前のおごりな」


「もちろん」


　話が纏まとまると、すぐに移動し、目的の店に入った。


　店のコンセプトはおおざっぱにエスニックという感じで、特定の国の料理だけを出すわけではない。サテやナシゴレン、トムヤムクンや生春巻きなどを注文し、総と侑登は、これまでの経けい緯いを、包つつみ隠さずに説明していった。


　話は多少、長くなったので、途と中ちゆうで料理が来て、食べながらということになった。


　将吾は真しん剣けんな表情で聞いていたが、特に学校での話と、先日の京介の行こう為いに至ると、あからさまに顔をしかめた。


「で、昨日メールをもらって知ったんだけど、店に初めて来た客ってのが、俺のことを訊いてたらしいんだ。常連客から、侑登のことも聞き出したらしくて」


「俺のことも？」


　侑登は自分を指さしながら、目を丸くしていた。


「そいつだ、絶対そいつの差し金だな」


　将吾は先ほどの二人組も、写真を撮っていた男も、京介が差し向けたものに違ちがいないと断言した。


「嫌いやがらせに、ってこと？」


「違うよ。俺を陥おとしいれたいんだと思う」


「俺もそう思うぜ。わざと突っかかって、総に手を出させて、暴力沙汰を起こさせたかったんだろ。こいつ、こう見えても空手の有段者だからな。人を殴なぐったら、素す手ででも凶きよう器き扱あつかいになっちまうんだよ」


「か、空手なんてやってたの？」


　侑登はまじまじと総を見つめてくる。


　今は驚おどろいているから問いかけだけだが、もっと落ち着いてきたら、また内ない緒しよごとがあったと拗すねそうだった。


「高校までな」


「そっか。なんかスポーツやってたんだろうな、とは思ってたんだけど……。だから、身体からだとか、しっかりしてるんだ……」


　感心したように呟つぶやいた後、侑登は急に狼ろう狽ばいして下を向く。その様子を黙だまってみていた将吾は、大げさなほどの溜め息をついた。


「そこで赤くなると、いろいろ微び妙みようだぞ、お前」


「えっ……」


「エッチんときのこと思い出しちまったのか？」


「ち、ちが……」


「あんまり苛いじめるなよ。そんなネタで十六歳をからかうなんて、オヤジくさいぞ」


　言いながらも、気持ちはわからないでもない総だった。将吾が言っていなかったら、確実に自分でからかっていたのは間違いなく、そうなると、まだ二十歳の自分も、すでにオヤジ領域に入っているのかと苦く笑しようしたくなる。


　嫌そうな顔をした将吾は、とりあえず話題をそこから遠ざけ、取り繕つくろったように真面まじ目めな顔をした。


「まぁ、とにかくあれだ。問題のガキは、総のことが邪じや魔まってことだよ」


「だから、問題起こさせて、総さんの立場悪くさせようとしたわけ？」


「と思うけどな」


「ふざけんなって感じだよ」


　侑登は憤ふん懣まんやるかたない、といった様子だ。わずかに頰ほおを膨ふくらませ、ぷんぷん怒おこっている様は、それはそれで可愛かわいいと思う。


　そんなことを隣となりで総が考えているなどと、侑登はまったく気づいていないようだ。


　恋こい人びとが自分のために怒ってくれるのだから、嬉うれしいに決まっているが、この場で笑うのは微妙だから、総は感情を表に出すことはしなかった。彼にとって、京介の浅はかな策など、どうでもいいことなのだ。


　黙ってみている総の前で、侑登は将吾と真剣に話し合っていた。


「単純に感情的な部分もあると思うぜ。実際にお前らが一緒にいるところを見て、ムカついたんだろうさ」


「えっと、つまり……」


「嫉しつ妬と、ってやつ。もしかしたら自覚ねぇかもな。つーか、俺が思うに、そいつは自分が侑登に惚ほれてるってこと、認めねぇと思うぜ。認められねぇから、わけわからん理由で陰いん険けんなイジメもしたし、嫌がらせと称しようしてやっちまおうとしたんだろ」


　将吾の見解は総と同じだ。話を聞いただけで、ここまでの考えに至った将吾に感心してしまう。同時に、確信を得た気持ちになった。


　侑登は眉まゆをひそめて、重そうに溜ため息をついていた。


「それって……迷めい惑わく……」


「まったくだよな。けど、お前はそういうやつを引き寄せるタイプじゃねぇと思ったんだけどなぁ……」


「タイプってあるの？」


「いや、まぁ……なんとなくな」


　将吾にしては珍めずらしく歯切れが悪い。何かを──というよりも誰だれかを念頭に置いているのは間違いなさそうだ。


　総には関係ないので、どうでもよかったが、侑登はストレートに口に出した。


「もしかして、将吾さんの弟さんてそのタイプ？」


「……いいカンしてるな」


　将吾はふうっと溜め息をついた。


「やっぱり。あれだよね、高城サンが弟さんを狙ねらってるってこと？」


「いや、もう誑たぶらかされた。しかしほんとにいいカンだな」


「カンじゃないよ。見て、わかったんだ」


　一度だけ会った二人を見たとき、総も同じように思ったものだった。つまり、侑登でもわかるくらいに、いかにもあやしい雰ふん囲い気きで、ワケありといった感じだったのだ。


「ああ……そっか。なんか、あいつもヤバそうだよね」


「だろーっ!?　な、な？　そう思うよなっ？」


　思わずといった様子で、将吾はがしっと侑登の手を握にぎりしめる。その直後、はっと息を呑のんで手を離はなした。


　黙って一いつ瞬しゆんだけ寄よ越こした視線には、謝罪の意味があったらしいが、将吾が言葉にすることはなかった。


「伯お父じさんのことで電話したときもさ、すげー嫌な感じで、ムカツクの」


「そうだろそうだろ。あいつは、いつもそうなんだよ」


　変なところで意気投合し、二人は高城直征という男に悪態をつき始めた。


　総は小さく嘆たん息そくする。


　問題がまったくない、とは口が裂さけても言わないが、総が見る限り、言うほど「ヤバそう」でもないと思うのだ。もっとも一度しか会ったことはないし、それも見かけた程度で言葉すら交かわしていないから、説得力のない意見だろうけれども。


　それに、盛り上がっている二人に割って入ってまで、高城という男を庇かばってやる義理もないのは確かだ。


「毎日あの顔を見て、嫌味言われてみろ。うんざりするぞ」


「……毎日なの？　一いつ緒しよに暮らしてんの？」


「ああ、言ってなかったっけな。あいつ、うちの執しつ事じ……みたいなもんなんだよ」


「執事……」


　呟く侑登は啞あ然ぜんとしていたし、総も少なからず驚きだった。執事がいる家庭など、想像もつかなかったからだ。


「そっか……将吾さんて、お坊ぼつちゃんだったんだよね。忘れてた」


「最近なったところだから、俺も忘れがちだよ」


「うん、あり得ないくらい似合わない」


　侑登は正直に、きっぱりと頷うなずいた。


「お前は本当にナチュラルに失礼だよな」


「だってだって、ご令息って感じしないじゃん。ビジネススーツとかネクタイなんて想像できないし。髪かみの毛だって、それだし……」


「前よりマシなんだけどな」


「え、今より凄すごかったの？」


　侑登は総を見て、尋たずねてきた。


　確かに以前の将吾は、茶ちや髪ぱつではなく金髪だった。だんだんと茶色に近くなり、つい先日からは明るいアッシュブラウンになっていたが、やはり現在でも、会社員としてはかなり異質な見た目だろう。


「ふーん……将吾さんは、ササモトに入らないんだ？」


「望まれてもいねぇし、頼たのまれてもごめんだな。性しように合わないし、ササモトにはちゃんと後こう継けい者がいるから、後からのこのこ隠かくし子が現れたら、ややこしいだろ」


　無理して言っているようには見えなかった。将吾は実父がオーナー社長である大企き業ぎようには、興味がないらしい。


　ササモトというのは、酒造メーカーからスタートした日本有数の大企業だ。酒類だけでなく清せい涼りよう飲料水でも大きなシェアを持ち、子会社には製薬会社や食料品を扱う会社もある。株式公開をしていないので、将吾の父親である社長と、後継者である現在の副社長が大多数の株を所有していると聞いている。


　確か、門真家は笹ささ本もと家と付き合いがあるはずだ。そもそも侑登が高城という男に辿たどり着いたのも、門真家が催もよおした野の点だての席で、笹本社長のもう一人の隠し子──つまり将吾の異母弟を見かけたことがきっかけだったのだ。


「会社が嫌いやなら、自分でお店出しちゃえばいいのに」


「それも面めん倒どうくせぇ」


「えー、出そうよ。趣しゆ味みの店でいいじゃん。そしたらさ、常連になってあげるし」


「未成年の常連なんかいるか！」


「三年ちょっとで成人するもん」


「はいはい。開店の暁あかつきには、よろしくお願いしますよ」


　軽くあしらわれたことが不満で、侑登は将吾に突つっかかっていく。それを楽しげにからかう将吾を、総はじっと見つめた。


　お互たがいに気に入っているようだし、それなりに気も合うらしい。侑登の気持ちは疑う余地もないが、果たして将吾はどうなのだろうか。


　好みの範はん囲いに入っているのは間違いないし、実際、出会ってすぐにちょっかいをかけていた。冗じよう談だん交じりのそれが、将吾のアプローチの一つだということは知っている。総の恋人である以上は絶対に手を出すまいが、本心はわからない。


　視線に気づいたのか、将吾はふいに総を見た。


「お前が青あお臭くさいとこ見せてくれると、楽しくてしょうがねぇな」


「まだ二十歳なんだから、青いのは当然だろ」


「普ふ段だんが普段だからな。さーてと、睨にらまれてることだし、そろそろ行くわ」


「え？」


　不思議そうに侑登は総を見つめてくる。そうしてきょとんとして、怪け訝げんそうな視線を将吾に向けた。


「今日は総んとこに泊とまりか？」


「あ、うん」


「そりゃ悪いことしたな。後で大変かもしれねぇぞ」


「何が？」


「後で総に聞きな。じゃな。ご馳ち走そうさん」


　ひらひらと手を振ふって、将吾は店を出て行く。それを見送ってから、侑登は隣となりにいる総に視線で問いかけてきた。


　さて、どうしたものか。ここで教えてやってもいいが、人目のあるところで挙動不ふ審しんになられるのは困る。


「帰ったらな」


「あ、うん」


　かなり気になっているようではあるが、侑登はおとなしく自分の皿に残っていたナシゴレンを口に運んだ。


（それにしても……）


　将吾にからかわれるほど、自分がわかりやすいとは思わなかった。


　あのとき、ひどく不快だったのだ。彼は友人の恋こい人びとに手を出すような男ではないし、かつて侑登を好きにする機会があったときも、何もしないで総に連れん絡らくをくれた。信しん頼らいできる男だと、心から思っているが、感情というものは、ときどき理性が及およばない動きをしてくれる。


「ごちそうさま」


「帰るか」


　総は伝票を手に立ち上がった。本当は飲みものでも追加オーダーし、ゆっくりしていこうと思っていたのだが、気が変わった。


　店を出てすぐにタクシーを拾い、まっすぐ家へと向かう。侑登が一緒のときに、また何か仕し掛かけて来られたらたまらないからだ。何しろ京介は、侑登に危害が加わろうと構わないという人間だ。


「まだ誰だれか、つけてきてるのかな」


　侑登は不安そうに振り返り、小声で総に尋ねてきた。


「どっちみち、俺の家も知られてると思うけどね」


「探たん偵ていとか使ったってこと？」


「たぶんな。バイト先を把は握あくしてるんだから、住所なんかはとっくだろ」


「大だい丈じよう夫ぶなのかな」


「中にまで入っては来ないと思うよ。一応、調べるけどな」


　先日の機械はまだ総の手元にあるので、帰ったらすぐにチェックをするつもりだった。後は窓にカーテンをしておけば、問題はないだろう。


　タクシーに乗っている間中、ずっと緊きん張ちようした面おも持もちだった侑登は、部屋に入ってようやく肩かたの力を抜ぬいた。


「なんか、疲つかれちゃったよ。あ、チェックすんの？　なんか手伝う？」


「いいよ。ああ、それじゃコーヒーいれておいてくれないか」


「うん」


　侑登がキッチンに行くのを見届けて、総は寝しん室しつのクローゼットから借りた機械を取り出し、一通り調べてみた。


　心配はしていなかったが、やはり問題はなかった。


　リビングに戻もどると、すでに総のマグカップには熱いコーヒーが入っていたし、カーテンも閉まっていた。


「それで、さっきの続き」


「ああ……」


「大変って、何？」


　怪訝そうに、そしていくらか不安そうに、侑登はじっと総を見つめてくる。将吾に謝られた以上は、自分に関係したことだというのはわかっているのだ。


「つまり、俺が嫉しつ妬とに駆かられて、侑登を泣かせるって意味」


「泣かせる？　総さんが？」


「ベッド……とは限らないけど、まぁそういうことだよ」


「あ……」


　ようやく理解して、侑登は赤くなりながら狼ろう狽ばいした。なまじ泣かされた経験があるだけに、落ち着いていられないのだろう。


　しかしながら、嫉妬していようがいまいが、すでに何度も泣かせたり失神するまで責めたりしてきたのだから、今さらという気がしないでもない。はっきりしているのは、感情的になって侑登を傷つけることだけはしないということだ。


　口実には、なるかもしれないが。


「総さん……」


「いつもと一いつ緒しよだよ」


　安あん堵どの表情を浮うかべる侑登に、総は軽くくちづけながら続けた。


「ただ、いつもより少し、しつこくなるかもしれないな」


「えっ？」


　猫ねこみたいな大きな目が見開かれる。


　思わずまたキスをしたくなるが、代わりに指先で唇くちびるをなぞり、そこから喉のどを通って、ボタンを外しかけた。


　ふいに侑登のポケットの中で、携けい帯たい電話が鳴り始めた。


　途と端たんに、ぎくりと侑登の顔が強こわばる。尋たずねるまでもなく、総には電話をかけてきた相手がわかった。


「……俺が出てもいいか？」


「自分で出る……。逃にげてるって、思われたくない」


　電話に伸のばした侑登の手を、総はきつく握にぎり込んだ。


　総に対して素す直なおに自分を晒さらし、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せてくれる一方で、この少年は特定の相手や自分自身に向けては、驚おどろくほど頑かたくなで負けん気の強いところを見せる。以前よりはマシになったが、そう簡単には変われないのだろう。特に京介に対しては、自分ですら気づかないできた弱さを思い知らされた過去があるだけに、必要以上に気を張ってしまうようだ。


「何すんだよ、総さん。出なかったら、またバカにされるんだよ」


「勉強中に電話に出ないのは、自然だろ」


「……勉強中じゃないもん」


　拗すねたもの言いをして、侑登はぷいと横を向く。そのうちに着信音は止まり、侑登の手からも力が抜けた。


「あんなやつに、どう思われても構わないだろ？」


「でも……悔くやしいんだ。大丈夫だよ、ちゃんと話せる。電話に出て、夕方のあれはなんだったのか、訊きくよ」


　侑登の決意は固く、ここは総が引くしかない。総としても、京介に言ってやりたいことがあるだけで、無理に電話を取るつもりはなかったのだ。


　そのうちに、また同じ音で着信があった。京介からの着信には、わざわざ曲を選ぶ気もなかったらしく、あらかじめ内蔵されていた音になっているようだ。


　ふっと息をついて、侑登は電話に出た。


「はい」


　存外、しっかりとした声こわ音ねだった。


　こぼれてくる声は、ようやく男のものだとわかるだけで、言葉として聞き取れるわけではなかった。


「勉強中なんです。何度も鳴らされると迷めい惑わくだから、出たけど……。は？」


　侑登は眉まゆをひそめて、京介の言葉を聞いているが、嫌いやで嫌でたまらない、という態度が露あらわだった。


　どうやら早さつ速そく、本題に入ったらしく、侑登の顔は不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがんでいた。ほとんど打たない相づちも、ひどく刺とげ々とげしかった。


　やがてうんざりした様子で彼は言った。


「確かに行ったことはあります。けど、それは俺が勝手に押しかけただけで、総さんに怒おこられて帰りました」


　侑登が来店していたのを、店の客から聞き込んだのならば、つい最近のことだろう。だから侑登の言ったことはまぎれもない事実だ。すでに店のスタッフたちには、口裏を合わせるように頼たのんである。


「それより、汚きたない真似まねしないでください。とぼけたって……別にいいですよ、そう言うなら。けど、総さんに何かしたら、俺だって黙だまってないから。いつまでも俺がおとなしくしてると思わないでください」


　侑登が口を噤つぐんでいるのは、ひとえに両親のためだ。それを京介がどこまで理解しているかは不明だし、侑登の忍にん耐たいがどこまで保もつかは、総にも測れない。とりあえず侑登は、万が一にでも総に危害を加えることになった場合、そこが臨界点だと宣言したのだ。


　やがて電話は切れ、侑登は大きな溜ため息をついた。


「やっぱり、あいつだった」


「ああ」


「総さんが俺をつれ出してたことにしたいみたいだったけど」


「本当につれていったこともあったけどな。まぁ、困る写真を撮とられたわけじゃないし、大丈夫だろ」


　総の言葉に素直に頷うなずき、侑登は携帯電話をマナーモードにしてから、真しん剣けんな顔で言った。


「でも、気をつけないと。どう出るか、わかんないしさ」


「そうだな」


　問題は一つ一つ、確実に片付けていかねばならない。総は心の中に思いながら、侑登の額に唇を落とした。
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　侑登がこっそりと家を出たのは、総が勉強を見るために来る少し前、そろそろ外が暗くなり始めた頃ころだった。


　母親はリビングでテレビを見ていて音には気づかなかったようだし、慎司はまだ帰ってこない予定だ。そして少し前に電話をし、相手の在宅は確かく認にんした。


　クローゼットにしまっておいた旅行バッグは、父親のものを持ち込み、あらかじめ用意しておいた着き替がえを詰つめた。ありったけの現金と、侑登名義の通帳とカード、携帯電話と充じゆう電でん器きも持ち、少し長めの手紙を机の上に置いてきた。


　事前に調べた住所に向かって電車を乗り継つぎ、地図を頼たよりに住宅街を歩いた。やがて予想以上に立派な家──屋や敷しきといったほうがいい建物が目の前に現れた。


「すげー……」


　門真家もとんでもない敷しき地ち面積を誇ほこっているが、都心部からの近さという点でこちらのほうがインパクトがある。


　大きな門の前に立ち、侑登は怯ひるみそうになりながらも、思い切ってインターホンを押した。監視カメラが向けられているというのも、緊きん張ちよう感を高める一因だった。


　ややあって中から女性の声が聞こえてきた。


「あの、若木侑登と申しますが、将吾さんにお会いしたいんですけど」


『少々、お待ちくださいませ』


　それから少しの間、侑登は待たされることになった。立派な門柱に凭もたれて待っていると、車ごと入れそうな大きな門ではなく、人だけが出入りするための出入り口が開いた。


　現れたのは将吾だった。


「あ、こんにちは」


「こんにちは、って……どうしたんだよ、さっきは何も言ってなかっただろ」


　家を出る寸前に確認の電話を入れた相手は、将吾だったのだ。彼が家にいたからこそ、侑登はやって来たのだ。


「あれは家にいるのを確かめたんだ」


「は？　なんで……って、ちょっと待てコラ。これはなんだよ」


　将吾は侑登が持っていた旅行バッグに目を留め、嫌そうに尋ねてきた。


　こくんと頷き、侑登は端たん的てきに答えた。


「家出セット」


「はぁっ？」


「いろいろ行き詰づまって、困って出てきちゃったというか……」


「だったら総のとこに行けよ」


「そんなのすぐにバレちゃうじゃん。それに、総さんが俺を唆そそのかしたって思われちゃマズイし、もしかしたら俺の行動って見張られてるかもしれないし」


　あのまま京介が引き下がったという保証はなく、こうしている今でも、金で雇やとった人間が見ている可能性があるのだ。


　さすがに将吾は表情を険しくした。


「例の問題か？」


「うん。それと養子問題。こないだ、祖母ばあさんと伯お母ばさんが家まで来ちゃってさ、兄貴がいたから露ろ骨こつに俺を口説いたりはしなかったけど、視線熱くて怖こわかった……」


　しょんぼりとして呟つぶやくと、頭上から大きな溜め息が聞こえてきた。


「まぁ、とにかく入れ」


「いいの？」


「家出を認めるかどうかはともかく、こんなとこで立ち話もなんだろ。ほら、行くぞ」


「うん！」


　思わず顔を綻ほころばせ、将吾の後についていく。


　門をくぐると、大きな洋館が見えた。車寄せのある玄げん関かんまでは多少の距きよ離りがあり、そこから中に入ると、メイドに迎むかえられた。


　侑登は目を白黒させるしかなかった。門真家にもお手伝いさんはいるが、メイドとなるとまたインパクトが違ちがう。


　将吾はコーヒーを頼んでから二階に上がり、驚おどろくほど広い部屋に侑登を通した。


　ドアを開けた途と端たんに、小さな犬が将吾の脚あしにじゃれついた。どうやらドアの前で、ずっと待っていたらしい。


「あ……この子が恋こい人びと？」


「可愛かわいいだろ。知り合いが長期で海外に行くことになっちまってさ。つれていくのは無理そうだってんで、引き取ったんだ」


　将吾はパピヨンを抱だき上げて、侑登を中に入れると、シンプルなデザインの長なが椅い子すを指し示した。


「そこ、座ってな」


「あ……うん」


　きょろきょろと中を見回しながら、長椅子に座る。この家は靴くつを履はいたまま生活するスタイルで、侑登は落ち着かない気分になった。


　犬をあやしている将吾を見つめ、やはりご令息っぽくはないなと思う。つい最近なったらしいから、仕方がないのかもしれないが。


「将吾さん、抱っこさせてもらっていい？」


「どうぞ。お、ちょうど来たな」


　言いながら将吾は侑登の膝ひざに犬を置き、ドアを開けに行った。


　どうやら人ひと懐なつっこい犬らしく、初対面の侑登に対しても、身構えることなく尻しつ尾ぽを振ふり、顔を舐なめてこようとする。


「わっ、わ……やめろってば」


　笑い声を立てながら、犬とじゃれているうちに、メイドがテーブルにコーヒーと菓か子しを用意してくれた。


「そうだ。お土産みやげ持ってきたんだった」


　侑登は大きなバッグに手を伸のばし、中から犬用のおやつを取り出した。可愛らしくラッピングされた中には、犬用のクッキーが入っている。


「そんなのあんのか？」


「近所のペットショップで、売ってるんだ。いつも、いろいろお世話になってるしさ」


「へぇ……サンキュ。おい、よかったな。こんな高級なおやつは初めてだよな」


「あ、そういえば、名前なんていうの？」


　侑登は犬の頭を撫なでながら尋たずねた。


「胡桃くるみ。言っとくけど、前の飼い主がつけた名前だからな」


　自分のセンスじゃないと言いながらも、特に不満があるようには見えなかった。将吾が胡桃を見る目は、溺でき愛あいの娘むすめといった感じで、笑いそうになってしまう。


　それにしても、これだけ広い庭があれば、わざわざ散歩に出なくてもよさそうだ。日本の住宅事情など無視したような家だと、つくづく思う。


「……家の人は？　メイドさんとかじゃなくて」


「金曜日の夜は極きよく端たんに人が少ないんだよ。外でメシ食っているからな」


「ふーん、将吾さんは暇ひまなんだ？　寂さびしいね」


「うるせぇ」


　本当に失礼だとかなんだとかブツブツ言いながら、将吾はコーヒーを飲んだ。


「見てみたかったのにな」


　侑登は口を尖とがらせ、つまらないと訴うつたえる。生まれてから二十数年後にして対面した父親と、血が繫つながっていたりいなかったりの兄弟が将吾を含ふくめて三人、そこへ赤の他人の後こう継けい者と執しつ事じという家族編成がどんなものか、この目で見てみたかったのに。


「高城はまだいると思うぜ。もうすぐ出かけると思うけど、どうする？」


「会わなくていいなら、そのほうがいい。あんまり好きじゃないし、俺は将吾さんがいるからここに来たんだし」


　即そく答とうした侑登に、将吾はうんうんと頷うなずいた。


「だよな。ムカツクのわかってて、わざわざ会うこともねぇか」


「うん」


「で？　家出なんかして、どーすんだ？　なんで俺んとこに来たんだよ」


「将吾さんのことは、家族の誰だれも知らないし、犬も見たかったし」


　本当は荷物をロッカーに預け、身軽になってふらふらするつもりだったのだが、急に思い立ってここへ来たのだ。


　一度、将吾の「恋人」を見てみたいと思って来たのは本当だった。


「あ、すげーいい匂においする。カップもなんか高そうだよね」


　話をごまかすように明るく言い、侑登が砂糖とミルクを入れたコーヒーで喉のどを潤うるおしていると、携けい帯たい電話が鳴り始めた。


　取り出した電話の液えき晶しようには、〈母〉という文字が出ていたから、通話ボタンを押すことなく無視した。ちらっと目を走らせて室内の時計で時間を確かめ、もうこんな時間になったのかと頷いた。


「家か？」


「うん。やっと俺がいないことに気づいたみたい」


　ちょうど総が来る時間だから、そこで初めて侑登を呼び、部屋がもぬけの殻からだということを知ったのだろう。


　ここまでは予定通りだった。


　携帯電話を手にじっとしていると、また着信があった。今度は総の名前が表示されていたが、こちらにも出ることなくフラップを閉じた。


「また家か？」


「ううん、総さん」


「総の電話にも出ねぇ気なのか？」


　これには相当驚いたらしく、将吾は真しん剣けんな表情になった。


「まだ出ないよ」


「まだ、って……」


　将吾は胡う乱ろんな顔をして侑登を見た。探さぐるような目になっているのは当然で、彼は侑登の真意を計ろうとしているのだろう。


　その将吾が何か言おうとしたとき、また電話が鳴った。今度はまた母親だったが、これにも出ないでおき、一応はメッセージを聞いてみた。


　母親は狼ろう狽ばいしつつも居場所を尋ね、電話をしろと言っていた。まだ侑登が「家出」をしてから一時間ほどしか経たっていないが、総が来るのをわかっていて姿を消してしまったので、何があったのかと不安になったらしい。


　さすがに胸が痛んだが、それでもしばらくは掛かけ直しもしなかった。総からも、もう一度電話が来たが、そのときも出なかった。


「なんで総の電話まで無視するんだよ。ケンカでもしたのか？」


「してないよ。するわけないじゃん。けどさ、総さんの近くに母親がいるかもしれないし。だから、もうちょっといさせて。こんな荷物持ってふらふらしてたら、補導されちゃうかもしれないからさ。一応、外向きには品行方正にしときたいし」


　窓の外はすでに真っ暗だ。ずいぶんと日が短いなと、しみじみ思う。侑登が学校をやめた頃ころは、もっとずっと日が長かったのだ。


　腕うで時ど計けいで時間を確かめ、侑登は小さく顎あごを引いた。


「本気で家出したように見えねぇぞ」


「うん。だってパフォーマンスだもん。だから、今日中にちゃんと帰る」


「……つまり、家出するほど養子は嫌いやだ……って、ことにしたいのか？」


「うん。将吾さんにも、この家にも迷めい惑わくかけないから。あの高城ってやつには迷惑かけてやりたいんだけど、無理だからやめとけって、前に総さんに言われた」


「正しいな。お前なんか返り討うちにあうのが関の山だぞ。バッサリだ」


　真剣な顔で言われて、侑登はやはりそうなのかと小さく頷く。実は試ためしに何度か電話してみたことがあったのだが、そのときもけんもほろろに電話を切られたので、こちらも総の言葉に従ってあまり関わらないことに決めたところだったのだ。


「それより……」


　将吾の言葉にかぶって、携帯電話が鳴った。メッセージが入ったことを知らせる着信だ。通話ボタンを押してみると、落ち着いた声が聞こえてきた。


『侑登、俺だ。どこにいるんだ？　これを聞いたら、電話してくれ。頼たのむよ』


　ことさらやんわりとした口調だったのは、おそらく近くでオロオロしている母親を無む駄だに興奮させないためなのだろう。静かな場所であることはわかるし、メッセージを入れた時間的にも、若木家でしゃべっていたのは間ま違ちがいない。


　聞き終えたメッセージを消去し、侑登が小さく頷くと、じっとこちらを見ていた将吾が不ふ審しんそうに言った。


「総にも内ない緒しよでやってんのか？」


「家出のことは知ってるよ。ここにいることは知らないけど」


「そりゃマズイだろ」


「なんで？」


　きょとん、として尋ねると、大きな溜ため息が返ってきた。しかしながら、何を言うでもなく、少し考えてから、自らの携帯電話を取り出した。


「……いや、お前が総に電話しろ」


「なんで？　疑ってんの？」


「いいから、ここに総を呼び出せよ。言いたいこともあるし」


「……いいけど」


　侑登は頷いて、総を呼び出した。問題はまったくない。先ほどのメッセージが前まえ振ふりになっているので、こちらから電話をしたときに近くに母親がいたとしても、不自然な展開ではないからだ。


「もしもし……総さん？」


『ああ、どうしたんだ？』


　こちらから電話はしないということになっていたので、総は訝いぶかしげだった。その声の向こうからは、雑音がいろいろと聞こえてくる。人の声や車の音、そして電車の音のようなものも混じっていた。


「どうもしないけど……総さん、もしかして駅の近く？」


『お前を捜さがすって言って、出てきたからな。侑登はどこにいるんだ？』


「将吾さんとこ」


　答えると、一いつ瞬しゆんの間があった。そんなに意外だったのかと、侑登は首を傾かしげた。


『将吾さんの？　家に？』


「うん。すっげーデッカイ家なんだよ。もう大豪ごう邸ていでさ」


『今から行くって、将吾さんに言っておいてくれ』


「あ、うん」


　返事をしてすぐに、電話は切れた。やけに慌あわただしかった。


「来るって？」


　言い当てられたので、なんの気なしに頷くと、何故なぜか将吾は大げさなほどの溜め息をついてから、内線電話で来客の予定を告げた。


「なんか、慌ててた」


「当然だろ。俺の守備範はん囲い内に、お前は入ってるしな。総もそれは知ってる。おまけに、結構お前も俺になついてるだろ」


　言われるまま、侑登は頷いた。だが将吾が何もしないこともわかっているのだ。総も同じはずだった。


「この間は大だい丈じよう夫ぶだったのか？　総に無茶されたりとか、しなかったのか？」


「エスニック食べた日？　別に大丈夫だったよ」


　しつこくなる、と言われたから、多少は覚かく悟ごしていたのだが、実際はいつもとそれほど変わらなかった。次の日にひどい倦けん怠たい感に見み舞まわれはしたが、そういうのは初めてではなかったし、最中の総も普ふ段だんと同じだったように思う。


　将吾はふーん、と鼻で返事をした。


「それじゃ、暢のん気きに俺んとこに来るってもんだよな」


「だって俺も総さんも、将吾さんのことは信用してるもん」


「ほー……ま、いいや。で、これからどうするつもりなんだよ。総が嚙かんでるくせに、まさか家出だけってことはねぇだろ？」


「たぶん、何かするんだと思うけどさ」


　伯お父じに対して有効と思われるカード──高城の件を伯父に突つきつけてみたものの、やはりと言おうか、さほど効果は得られなかったので、守るのではなく攻せめていこう、と総が言い出したのだ。家出はそのための布石に過ぎなかった。


「知らないのか？」


「うん。総さん、結構秘密主義なんだ」


　これに関しては、総なりの考えがあってのことなのだが。


　つまり噓うそがさほど得意ではない侑登は、全体を知らないほうがいい……ということらしい。言われてみるとその通りで、納なつ得とくしてしまった。


　不安はなかった。なんとかする、と総が言ってくれた時点で、侑登の気分はかなり楽になったのだ。


　侑登も知らないものは追つい及きゆうしようもないと、将吾は話を変えてきた。


「で、例のガキのほうはどうした？」


「どうもしないよ。あ、あの日の夜に電話があったけど、予想通りっていうか……。でもそれっきり」


「ふーん」


　納得したようなしないような、曖あい昧まいな態度で将吾は鼻で返す。


　総がやって来たのは、二十分ほど経たってからだった。メイドにつれられて部屋まで来た総は、最初に侑登を見て、それから将吾に目をやった。


「ま、座れよ」


「いや、あんまり侑登の家族に心配かけたくないから、すぐにつれて帰るよ。もう見つけたって電話は入れたんだ。行くぞ、侑登」


「えっもう？」


　侑登は名残なごり惜おしそうに胡桃を見て、頭を撫なでる。そこでようやく総は、傍かたわらに犬がいたことに気づいたようだった。


「……なるほど、それが噂うわさの『恋こい人びと』か」


「胡桃っていうんだ。将吾さん、また来てもいい？　今度は犬用のケーキ持ってくる」


「あ？　ああ……そいつはどうも……」


　侑登と将吾が言葉を交かわしているうちに、総は旅行用のバッグを床ゆかから持ち上げた。


　何をそんなに急いでいるのだろうかと、侑登は小首を傾げ、将吾はやれやれと言わんばかりの溜め息をまたついた。


「来たらヤバイ？」


「いや。そっちがいいなら、俺は別に」


　どうにも含ふくみのある言い方だと思ったが、総が部屋を出て行こうとしたので、侑登は慌ててソファから立ち上がった。


　将吾に門まで見送られ、侑登たちはすっかり陽ひが落ちた道を歩き出した。車を出させようか、という申し出を、総が断ったのだ。


「まさか将吾さんのところに行くとは思わなかったな」


「犬が見たかったんだ。すげー可愛かわいかった……」


　溜め息まじりに呟つぶやく侑登に、総は小さく嘆たん息そくする。


「家出するほど思い詰つめてるようには見えないぞ」


「母さんたちの前では上手うまくやるよ。大丈夫」


　とにかく二、三日はおとなしくしているように、と言われている。その間に、何か動きが出るはずだから待て、と。


　今はそれを信じ、待つだけだ。


「侑登から電話があって、居場所を聞きだして迎むかえに行ったことになってるからな」


「わかった」


　場所に関しては口裏を合わせ、総と共にタクシーに乗って家へと向かう。ちらっと見た総の横顔は、いつもより少し硬かたいような気がした。











　待ち合わせの店に現れた慎司に気づき、総は軽く手を挙げて自分の居場所を知らせた。


　近づいてきた慎司は、呆あきれたような顔をして向かいの席に座る。


「手なんか挙げなくても目立ってたよ。それで……侑登の話ってなんだ？」


　慎司は座るやいなや問いを口にした。日ひ頃ごろ、彼はけっしてせっかちではないだけに、それだけ弟のことが心配なのだとわかる。


　店内は客もまばらで、近くに人はいない。話をするには絶好だった。


　慎司にメールを入れたのは、昨日の夜中だ。侑登を若木家へ送り届け、自宅に帰り着いた直後のことだった。日付は変わっていたから、今日といったほうが正しいが、とにかく侑登のことで話があるから、侑登本人にも親にも内ない緒しよで来てくれ、と打ち込んだのだ。すぐに返事があり、この場所と時間を定めて、今に至っている。


　侑登は家にいるはずだ。昨日の今日では、外出に対して家の者が神経を尖とがらせているだろうし、そもそも侑登も外へ行こうとは思わないだろう。


　慎司もいつになくピリピリしていた。いや、一度だけ、去年の夏に侑登がケガをして入院した、と聞いたときがちょうどこんな感じだった。もちろんあのときのほうが、遥はるかに深刻そうだったが、これから話すことを聞いたら、きっとあのときのように慎司は衝しよう撃げきを受けるに違ちがいなかった。


「家出のことか？」


「というより、家出の原因について……だな」


「それは養子のことだろ？」


「どうして侑登が、そんなにも嫌いやがってるか……って話だよ。はっきり拒きよ否ひすればいいことなのに、それだけじゃ安心できないで、怖こわがってる理由もね」


「怖がってる……？」


　慎司は怪け訝げんそうな顔を見せたが、ウエイターがオーダーを取りにきたので、態度だけは取り繕つくろったものに変えた。


　コーヒー、と口にするのを待って、総は続けた。


「高校で何があったか……。それがほとんどすべてなんだ」


　途と端たんに、慎司は顔色を変えた。


「何があったんだ……？」


「いろいろ、だ。同じ寮りようの上級生が、侑登を目の敵かたきにして、毎日のように嫌がらせをしてたそうだ」


　総は自分が知りうる限りのことを話していった。ただし、京介の名前はまだ伏ふせておいた。


　侑登が寮で孤こ立りつしていたこと。悪意による噂を流され、やってもいないことで責められ、私物がなくなったり壊こわされたりしたこと。果ては食事に異物を混ぜられたりもし、授業に出られないようにどこかへ閉じこめられたことも、一度や二度ではなかったという。


　庇かばってくれたのは、わずかな数のクラスメイトたちだけで、教師は見て見ぬふりだった。


　慎司の顔が、みるみる凍こおり付いていく。それでいて憤いきどおりのために、紅潮してさえいた。握にぎりしめた手は、小刻みに震ふるえてもいた。


「侑登がケガをしたのも、そうだ。あの学校は体育館が三階にあって、倉庫も同じフロアだそうだな」


「まさか……そのときも閉じこめられて……」


「ああ。脱だつ出しゆつしようとして、失敗したんだ」


　窓から外へ出ようとしたものの、落ちて脚あしを骨折し、入院した。そこで初めて、侑登の身体からだが衰すい弱じやくし、食べものを受け付けなくなっていたことが露ろ呈ていしたのだ。


「が……学校は、侑登が悪ふざけをしたって……」


「そう言ったらしいな」


　侑登は病院のベッドでそれを聞いても、否定や反論をしなかったという。聞いた途端に虚むなしく、そしてバカバカしくなって、学校──いや大人たちに、絶望したからだ。どうでもよくなってしまったのだと、侑登は言っていた。


　もし総がもっと年長者であったなら、あるいは侑登が心を開いてくれることはなかったかもしれない。今にしてみれば、そんなふうに思うことがあった。


「……もしかしたらイジメがあったかもしれない、とは思ってたんだ……だから、自殺しようとしたんじゃないかって。でも……」


　見当違いの考えを責めることはできない。学校サイドは都合のいい説明しかしないし、侑登は口を閉とざしていたのだから、真実を摑つかむことは難しかったのだろう。


「侑登が何も言わなかった理由がわからない……か？」


　先回りした総の言葉に、慎司は大きく頷うなずいた。


「名指しで人を非難する子じゃないよ。でも、何があったかくらい……どうして……。そんな目に遭あってたのに……」


「首しゆ謀ぼう者の上級生っていうのが、蛯原京介だからだよ」


　無む駄だに話を引き延ばすことはせず、総ははっきりと言った。


「な……」


　慎司は大きく目を瞠みはる。言葉をなくし、茫ぼう然ぜんと総を見つめているときに、タイミングよくコーヒーが運ばれてきた。伝票を置いてウエイターが離はなれていっても、慎司は何も言えないままだった。


「本人が言うには、父親が婚こん約やく破は棄きされた恨うらみだそうだ」


「そんな、バカな……」


「本当にそうなのかはわからない。ただ京介は侑登にそう言ったらしい。だから、侑登は黙だまってたんだよ。両親には知られたくなかったんだ」


　にわかには信じがたいといった顔をした慎司だが、次し第だいに視線が落ちていく。去年からの侑登の様子を、一つ一つ思い出していたのかもしれないし、一度だけ会ったという京介の顔を思い浮うかべていたのかもしれない。


　総は慎司から何か言ってくるのを待った。教えられることは、ほとんど言ってしまったから、後は質問に答えるだけだ。京介が侑登に特別な感情を抱いだいていることは、告げまいと思っている。


　やがて慎司は顔を上げた。


「蛯原会長の孫は……どうして、わざわざ侑登に会いに来たんだ……？」


「わからない。ただ、そのせいで侑登が怯おびえてるのは確かだ」


「じゃ、あのとき……伯お父じとの食事に蛯原さんたちが現れたときも……」


「今さら向こうに何ができるわけでもないと思う。でも侑登にとっては、自分の近くに存在しているってだけで、だめなんだ」


　そこまでひどいものではないだろうが、近いものはあると総は思っている。怖いとか嫌きらいだとかいう感情の問題ではなく、身体が先に不快感で苛さいなまれてしまうらしいのだから。


　しばらく黙り込んだ後、慎司は絞しぼり出すような声で呟つぶやいた。


「僕たちは、侑登に無神経なことを……」


「本当のことを言わなかったのは、侑登の意地でもあるんだ。誰だれかに言ったら、負けだと思ってたらしいからな」


「でも矢島には言ったじゃないか」


「あれは俺が聞きだしたんだ」


　しかしながら、慎司たちが踏ふみ込んでいかなかったというのも事実だ。腫はれものに触さわるような態度だった彼ら家族に反し、総は真っ向から問いを向け、頭に浮かんでいた可能性を突つきつけた。それだけのことだった。


「でも……」


「今までのことより、先のことを考えないか？　侑登を、少しでも楽にしてやれよ。お前にはできるだろ？」


「矢島、それは……」


「それとも今の話を聞いて怖おじ気づいたか？」


　挑ちよう発はつ的な言葉に、慎司は柔やわらかな笑えみを浮かべた。おとなしく控ひかえめで、穏おだやかな性質の男だが、臆おく病びようなわけではない。侑登と違って、しなることも知っているし、自分が損をするほどの意地を張ることもないだろう。


「あいにくと、僕は侑登より図ず太ぶとくできてるんだ。人よりもちょっと奥ゆかしいのは確かだけどね」


「ああ」


　総は頷いて、慎司の様子を探さぐってみた。


　決意を秘ひめたような目に安心し、家でおとなしくしているだろう侑登のことを考えた。


　早くこのことを教えてやりたくて仕方がなかった。




９







　話は目を瞠るほど、あっという間に決まっていった。


　トントン拍びよう子しというのは、こういうことなのかと、両親も苦く笑しようしていたほどだった。そこには、確かに寂さびしさとためらいが混じっていたと、侑登は思う。


　慎司が「門真家へ行きたい」と言い出したのは、侑登の「家出」の翌日のことだった。昼間、出かけていた彼は、夜になって帰ってくるなり、両親と侑登の前で告げたのだ。


　いきなり……と家族の誰もが思ったのだが、慎司にとっては違ちがったらしい。彼はずっと、考えていたのだと言った。


　家族で話し合い、慎司の決意が固いと知って、両親は本人の自由にさせることにした。そうして門真家に申し入れをし、意思確かく認にんの意味もあったらしい話し合いを経て、慎司の養子入りは決まったのだった。


「なんかね、総さんから聞いて、俺も初めて知ったんだけど、下の兄貴って政治家になりたいと思ってたんだってさ」


　侑登がことの顚てん末まつを聞かせている相手は、将吾だ。どうやら噂うわさを小耳に挟はさんだらしく、何がどうなったのかと尋たずねてきたので、こうして総と説明をしにきたのだった。犬をつれてきてもいい、オープンテラスのカフェを指定したので、四人掛がけの席の一つには、ちょこんと胡桃が座っていた。今日は暖かいので、外でも寒さは感じない。


「総は知ってたってことか」


「前に、ちょっと聞いたことがあったんで」


「なんで兄貴は今まで黙ってたんだ？」


　もっともな疑問に答えたのは、弟たる侑登だった。


「なんていうのかなぁ……、前へ出て行こうって気合いが足りない人っていうか。遠えん慮りよがちっていうか」


「おとなしいのか」


「うん。今回だって、自分が望まれていないなら仕方ないって感じだったらしいよ。別に気弱っていうんじゃないんだけどさ」


　総に教えられるまで、侑登は慎司の気持ちをまったく知らなかった。門真家の者はもちろん、家族の誰だれ一人ひとりとして、そんな慎司の考えに気づかなかった。


　将吾は唸うなってから、疑問を口にした。


「それは政治家に向く性格なのか？　よく知らねぇけどさ」


「うーん、俺もわかんない。でも本人が、なりたいっていうし」


　冷静に考えると、微び妙みような部分も多いのだ。真面まじ目めで実直なのは売りにはなるだろうが、実際のところ損をしそうな性格でもある。どちらかと言えば学者肌はだだと思うのだが、そのあたりも水に馴な染じめば変わっていくのかもしれないから、大事なのは本人の意思だろうと、総も言っていた。


「まぁ、それはいいや。つまり、あの家出は兄貴を焚たきつけるための計画の一部でもあったってことだな」


「俺も後から聞いたんだけどさ」


　侑登は不満も露あらわにして総を見やった。


「事前に知ってると、侑登が態度や顔に出しそうな気がしたんだよ」


「それは……あるかもしれないけどさ、やっぱ総さんって秘密主義……」


　ブツブツ言いながら、侑登はカフェオレボウルを両手で持った。飲みものに添そえられていたクッキーは、すでに三人分が侑登の胃に収まっていた。


「ま、なんにせよ養子問題は片付いたわけだな」


「うん。蛯原会長は、兄貴のことがお気に入りだっていうし、あいつも兄貴には手出しできないと思うよ」


「というより、親がどうのってのは後づけで、狙ねらいは侑登だしな。慎司をネタにして、お前を脅おどす方法もありだけど、難しいだろうな」


「変なのに惚ほれられちまうと大変だよな」


　コーヒーカップを手に、しみじみと将吾は呟くが、聞いている侑登は顔をしかめた。惚れられているなんて言葉は、どうにも違い和わ感があって仕方ない。


　侑登にしてみれば、あれはどう考えたって悪意としか思えなかった。たとえ好きな子に意地悪をする、という行動がありだとしても、京介の場合はその範はん疇ちゆうを遥はるかに超こえている。だからやはり、悪意だと思うのだ。


　この点に関しては、いまだに総と意見が分かれるところだった。


「ま、よく教え込んでやれよ。いろいろとな」


「そのつもりだよ。もう少し、状じよう況きようが落ち着いたらね」


　意味ありげな将吾と総のやりとりを、侑登は釈しやく然ぜんとしない思いで聞いていた。











　桜の花がもうじき満開を迎むかえようというある日、門真家では、ある集まりが催もよおされた。


　気が早いと思うのだが、慎司のお披ひ露ろ目めのための会だった。養子縁えん組ぐみは、今秋を予定している。昨年の秋に亡なくなった祖父の喪もが明けてから、ということになっているのだが、どうやら待ちきれなかったらしい。


　ようするに、門真家は慎司を跡あと取とりとして早く人前に出したかったわけだ。そのせいか、去年の茶会よりもずっと招待客が多いように思えた。もともと派は手で好きな門真家ではあるが、今日は気合いの入り方が違う。ホテルを借りたりという形にしなかったのは、喪も中ちゆうだからという理由だそうだ。


　あれから、祖母と伯お母ばの意識はずいぶんと変わったという。おとなしすぎる、として慎司を敬遠していた二人は、自ら動いて熱意をぶつけた慎司に対しての見解を改めた。慎司が自ら養子の件を望んだことや、政治家への夢を熱く語ったことで、不満や懸け念ねんも払ふつ拭しよくされたし、単純に嬉うれしくもあったようだ。


（やっぱ内々……には見えないよな）


　侑登はこっそりと溜ため息をついた。


　今日は両親はここにいない。正式な発表の場ならともかく、あくまで表向きは懇こん親しん会のようなものなので、親がここにいる必要はないということらしい。そのくせ侑登が呼ばれたのは、兄弟の一人だけがいるのはいかにもだから、などという、侑登には理解できない体裁のためだった。実際に慎司のお披露目なのだから、堂々と慎司一人を呼べばよかったのに。


　庭続きの大広間は戸が開放されて、人々は自由に出入りしている。庭の至るところに座るためのものが設置されていて、人があふれかえっていた。


　侑登はずっと祖母の近くにいた。慎司は伯お父じと伯母から解放されることなく、次から次へと人に紹しよう介かいされているから一いつ緒しよにいられないし、他ほかに知ってる人がいるわけでもない。だから広間の席からほとんど動かない祖母の近くが、一番気楽だったのだ。


「侑登」


「何？」


「部屋までつれていってちょうだい。少し疲つかれましたよ」


「あ、うん」


　一人でも十分に歩ける祖母だが、滅めつ多たに会いに来ない孫にわがままを言いたくて仕方がないらしい。わかっているから、侑登は祖母が立ち上がるのに手を貸し、そのまま一緒に廊ろう下かへと出た。


　人目のないところに来ると、ほっとしてしまう。


「お前も疲れたの？」


「ちょっとね。誰だれも知ってる人がいないしさ」


「そういえば、蛯原さんはお孫さんをつれていらっしゃらなかったのかしら……」


　京介の話が出たことで、廊下を歩く侑登の顔は強こわばった。だが並んで歩いている、まして目線が侑登よりも低い祖母は、まったく気づく様子もなかった。


　今日の会には、蛯原会長と息子の昌晴氏が出席していた。始まって間もなく、短い挨あい拶さつだけ交かわしたが、京介は同行していないようで、ひとまず安心している。そして挨拶して以降は、人があまりにも多くて、蛯原親子の姿を見かけていない。侑登が広間の隅すみから動かなかったせいもあるだろう。


　侑登は祖母を彼女の自室まで送り届けたら、そこでしばらく時間を潰つぶそうと思っていた。だが祖母は容よう赦しやなく、会に戻もどれと侑登を追い出してくれたのだった。知り合いがいないのならば作れ、と言って。


（作れ、って……簡単に言ってくれちゃうよなぁ）


　客は大人ばかりなのに、誰と何を話せというのか。


　まだお開きまでには時間がある。会自体はとても長いもので、遅おくれてきたり途と中ちゆうで抜ぬけたりする客もいるようだ。おそらく伯父ですら、客が何人いるのか把は握あくできていないだろう。侑登がいなくても、誰も気づかないに違ちがいない。


　廊下で立ち止まって携けい帯たい電話を取り出すと、ついていないことに充じゆう電でん池ちが切れていた。


　ますます退たい屈くつだと、侑登は溜め息をつく。


　この広い家のどこかに隠かくれて時間を潰そうか。応接室などは特定の客のために使っているようだが、生活スペースまでは立ち入らせていないようだし、ここは親しん戚せき特権で空いている部屋で寝ねてしまおう。


　紛まぎれ込める部屋を探そうと思いながら歩いていたら、廊下の先に、すっと人ひと影かげが現れた。


「っ……」


「よお」


　京介が頰ほおを引きつらせるようにして笑っていた。


　どうして、こんなところにこの男がいるのだろうか。来ているなんて話は聞いていないし、客はここまで入ってこないはずなのに。


「なん……で……」


「たった今、来たとこなんだよ。退屈だろ？　遊んでやるよ」


「……必要ないです」


　侑登は無表情を作って、京介の横をすり抜けようとした。ここで引き返して祖母のところへ行くのは、逃にげるようで嫌いやだったのだ。


　こういう意地のせいで、何度か事態を悪化させたと理解しているのに、感情はコントロールできなかった。


「待てって」


　腕うでを摑つかまれて、キッと京介を睨にらみ上げる。だが視線の先にある顔は、相変わらす癇かんに障さわる表情を浮うかべていた。


　それから京介は、ちらっと周囲に目を走らせると、襖ふすまを開けて侑登を押し込むようにしてその中へ入った。


　とっさのことに、対処ができなかった。


　襖の内側には、京介の父親である昌晴が立っていた。


「な……」


　騒さわごうとした口を手のひらで覆おおい、京介は侑登を部屋の奥へずるずると引きずっていく。襖を閉めたのは昌晴だった。


　ここは客間だ。十二畳じようほどの部屋には、ほぼ真ん中に何故なぜか屛びよう風ぶが置いてある。


　暴れて抵てい抗こうするが、後ろから首を固められて、思うように動けない。叫さけぼうとしても、口を塞ふさがれていて叶かなわなかった。


　かぶりを振ふりながら両手で京介の腕を引きはがそうとしていると、屛風の向こう側に回り込んだところで、思い切り引き倒たおされた。


　倒れ込んだのは、布ふ団とんの上だった。


「気分が悪くなったと言ったら、用意してくれたんだよ。京介、約束通り、私の役目はここまでだ」


　やんわりとした口調で昌晴は言い、屛風を回り込んできた。そうして傍かたわらに膝ひざを突つき、じっと侑登の顔を見つめる。


　以前よりもずっと遠えん慮りよのない視線だった。


　身が竦すくんだ。口調の柔やわらかさとは裏腹に、昌晴の表情は能面みたいであり、そのくせ目には仄ほの暗ぐらい感情が浮かんでいる。


　一言では表せないようないくつもの感情が入り交じっていて、侑登にはその正体がわからない。なのに、背筋にぞっと悪お寒かんが走った。わかっているのは、けっして侑登に対する好意は含ふくまれていない、ということだ。


　不ふ穏おんなものを感じて仕方がなかった。


　昌晴に気を取られているうちに、タオルで口を塞がれた。猿さる轡ぐつわなんて可愛かわいいものではなく、タオルの端はしを丸めたものを口に突っ込まれたのだ。一いつ杯ぱいに開かされて、隙すき間まもないほどタオルを詰つめられて、あやうく嘔え吐ずきそうになる。


　もがくようにして暴れていると、京介は乱暴に侑登の身体からだを俯うつぶせにして、ショートジャケットを脱ぬがしてから、両腕を背中の後ろで縛しばり上げてきた。


　黙だまってそれを見つめ、昌晴は冷静に言った。


「少しばかり暴れても気づかれることはないだろう。休むから、しばらく声をかけないでくれと言ってあるしね」


「それに、お前一人いなくなったって、誰も気づかねーよ」


　その通りだった。少し前に侑登自身もそう思ったのだから。たとえもの音に気づいて誰かが来たとしても、屛風が目め隠かくしになって、廊下から見えることもない。


　それでも、侑登は身を捩ねじることをやめられなかった。


「おとなしくしてろよ」


「無茶を言うものじゃないよ、京介」


　場違いなほどのんびりとした口調だった。


　縛られて押さえつけられ、口を塞がれて、その後でされることなど考えたくもなかった。京介は一度、侑登を犯おかそうとしたのだから。


「ふ……っ、ぅ……！」


　制止の言葉も助けを呼ぶ声も、タオルに吸い込まれてしまう。必死で逃げようとするが、今度はまた仰あお向むけに身体を返されて、上からのし掛かかるようにして押さえ込まれる。


「ほんとに見てるだけかよ」


　侑登の上に乗ったまま、京介は不満そうに口を尖とがらせた。


「言っただろう？　止める気はないが、あれ以上は手伝う気もないって」


「そのくせ、しっかり見学はするんだ？　趣しゆ味み悪わりぃの」


　けらけらと笑いながら、京介は侑登のシャツに手をかける。ボタンを一つ一つはずし、面おも白しろそうに侑登を見ている。


　どうして彼らがこんなにも和なごやかなのか、理解できなかった。


　やがて京介は、シャツを大きく左右に開くと、そのまま下に着ていたタンクトップをめくり上げた。


　肌はだに総との情交の痕あとはないはずだ。ここしばらくは寝ていないし、したとしても総は滅多にキスマークは残さない。


　ふーん、と京介が鼻を鳴らした。


「色が白いな」


　ぽつりと呟つぶやいたのは昌晴だった。壁かべに凭もたれて座り、本当にただの見物人となっている。


　その神経が理解できなかった。息むす子こが知り合いの少年を犯そうとしているのを、止めもせずに見ているなんて。


　今の侑登にとっては、実際に自分を犯そうとしている京介よりも、薄うすら笑いを浮かべて見ている昌晴のほうが、得体が知れなくて恐おそろしかった。


　京介の手が、肌を撫なでる。


　びくっ、と全身が震ふるえてしまったのは、もちろん感じたからではなかった。


「すげー、すべすべ」


「時間はそんなにないよ、京介」


「わかってるよ」


　言いながら、京介は侑登の胸に顔を寄せてきた。


　乳首を口に含まれて、身が竦んだ。何をされたって感じるわけではなかったが、震える身体を止めることはできない。


「めちゃくちゃに泣かしてやるよ。学校にいるとき、お前、一回も泣かなかったもんな。それとも隠れて泣いてたのか？」


「泣かせたくて苛いじめていたのか？　子供だな」


　呆あきれたように笑う父親に、京介は嚙かみつくように言った。


「だって服従させてーじゃん。こいつ、生意気なんだ」


「手て応ごたえがあっていいじゃないか。まぁ、好きにしなさい」


「ああ……そうだよ、もっと早くこうしてりゃよかったんだ。なんで学校にいる間に考えつかなかったんだろうな」


　以前と同じようなことを、ぶつぶつと呟いて、京介は舌先を肌に滑すべらせる。


　笑えみを含んだ声を聞きながら、泣くもんかと侑登は固く心に誓ちかった。たとえどんな状じよう況きようになったとしても、この二人の前で涙なみだなんか流すものかと。


　侑登が泣くのは総の前でだけだ。


「親おや父じもやればいいじゃん。見てるだけじゃ、つまんねーだろ？」


「そうでもない」


「なんだよ、枯かれちまったのか？」


　カーゴパンツのウエストボタンを外しながら、京介は口の端はしを上げる。そうして、ちらっと昌晴を見た。


「興味ないって顔じゃねーじゃん。恨うらんでる女のガキだぜ。男だけど、よく似てるんだし、やっちまえば？　それとも、やっぱ本人でないとだめか？」


「誤解しないでくれ、京介。今の彼女に興味はないよ」


「へぇ……？」


「あるのは、恥はじをかかされたという過去の事実だ。あれは私の汚お点てんだった。それと、昔の彼女への恨みだな」


「意味わかんね」


　ひょいと肩かたを竦めて、京介は侑登に視線を戻もどす。


「ところで、本当にできるのか？」


「どういう意味？」


「男の身体だよ。ちゃんと勃たつのか？」


「余計な心配だぜ」


　くっ、と笑みをこぼして、京介はようやく退いたかと思うと、侑登のジーンズを下着ごと引きずり下ろそうとする。


　侑登が暴れたことは、かえって脱がせやすい隙すきを作り出してしまったらしく、あっけなく膝あたりまでが露あらわになった。


「なんかさ、抵てい抗こうされると盛り上がるんだよ。必死な顔して、怖こわがってさ。それだけで興奮してくる」


「やれやれ……私の息子は、とんだ性せい癖へきの持ち主らしいな」


「ジタバタすんなよっ」


　勢いよく足首からジーンズを引き抜ぬいて、京介は満足そうな顔をする。


　両膝ひざに手をかけられ、脚あしを閉じようと抵抗するが、間に膝を入れられて強ごう引いんに割られてしまった。


　開かされた脚の間に京介が身体を入れ、閉じられないようにされた。


「怖いなら、泣けよ」


　侑登はきつく目を閉じて、横を向く。暴れてももがいても、まして恐きよう怖ふに歪ゆがんだ顔を見せても、ただ京介を喜ばせるだけだ。彼は侑登に屈くつ辱じよくを味わわせ、屈くつ服ぷくさせ、支配することで満足するのだから。


「諦あきらめたのか？」


　揶や揄ゆする声こわ音ねも侑登は無視した。もっとも言い返そうと思ったところで、今はできなかったのだが。


「ま、いいや。あ……そうだ、親父。見てるうちにやりたくなったら言えよ。俺の後で、すれば。口は使えねーからさ」


　侑登と実の父親を同時に揶揄するように言って、京介は再び肌に手を這はわせ、胸に顔を埋うずめて愛あい撫ぶをしてきた。


　それを見て、昌晴は意外そうに言った。


「サービスがいいな。いきなり犯すのかと思ってたよ」


「……口出すな、俺の勝手だろ」


「それは悪かった。レイプするのに、親切に愛撫してやるのが意外だったものでね。その分だと、私に譲ゆずってくれるというのも、口だけかな」


　くすりと笑い、昌晴はゆっくり立ち上がった。そうして侑登に近づいてきて、傍かたわらにしゃがみ込んだ。


　京介が咎とがめるように見ているが、意に介かいしたふうもなく、昌晴は侑登の顎あごに指を添そえた。


「そう怖い顔をして睨にらむな、京介。少し言いたいことがあるだけだ」


「言いたいこと……？」


「侑登くん。このまま、素す直なおに抱だかれてやりなさい。泣いて縋すがって、服従を誓えば、きっと優やさしくしてくれるよ」


「何言ってやがんだよ」


　昌晴が手を離はなすときに、顎の先から耳元までを撫で上げられ、ざわりと鳥とり肌はだが立った。不快感に、自然と顔が歪んだ。


　すっと昌晴が立ち上がり、侑登たちから離れていこうとすると、遠くから──襖ふすまの向こうから声が聞こえてきた。


「蛯原様、お加減はいかがですか」


　男の声だった。その声を知っていると思った。なのに、とっさにそれが誰だれの声なのか、侑登にはわからなかった。


（誰……だっけ……）


　京介は小さく舌打ちし、昌晴は少しだけ緊きん張ちようを漲みなぎらせた。


「大だい丈じよう夫ぶです。申し訳ないんですが、少し休みますので……」


　昌晴は少し声を張り上げた。


「お薬をお持ちしましたので、開けてよろしいでしょうか」


「いや、そこに置いてください」


「まぁそうおっしゃらず」


　からりと襖が開く音がした。屛びよう風ぶのせいで見えないが、人が来たのは間ま違ちがいない。侑登は脚をばたつかせた。


「誰だ、君は」


　昌晴の声は尖とがっていた。さすがに焦あせりが含ふくまれている。


「いたぞ、総」


「っ……」


　侑登は大きく目を瞠みはった。


　総がいるのだ。そして、今の声が将吾のものだとようやく思い出した。いや、気取った作り声でなくなったから、わかったのだ。


「待ちなさい、失礼だろう！」


　入ってこようとする二人に向けて、昌晴は声を荒あらげた。襖が閉められ、畳たたみを踏ふむ気配が近づいてくる。


　制止しようとする昌晴だが、相手は二人だ。


「大声出していいのか？　マズイのは、そっちだろ？　ああ、おっさんは待ちなって」


「何をする……！　放しなさい！」


　どうやら将吾が昌晴の動きを阻はばんでいるらしい。それを確信したのは、総だけが屛風の向こうから現れたときだった。


（総さん……！）


「お……前……」


　啞あ然ぜんとして振ふり返る京介を見て、総は目を眇すがめた。それから何も言わず、京介の胸むなぐぐらを摑つかんで侑登の上から退どかした。


　さすがにこんなところに踏み込まれて動どう揺ようしているのか、京介は畳の上に放ほうり出されても、黙だまって総を見ているだけだった。


「大丈夫か？」


　侑登は頷うなずくだけの返事をした。


　総は侑登の肩からかけ布ぶ団とんをかけ、口に押し込まれていたタオルを取ってくれる。腕うでの拘こう束そくも解いてくれた後、脱ぬがされた服を拾って手て渡わたしてきた。


　もそもそと、布団を被かぶったような格好のまま、侑登は服を身に着けていく。急に血が通うようになった腕は、痺しびれていて、思うように動かなかった。


「もう、いいか？」


「どうぞ」


　将吾の声に総が答えると、今度は将吾が昌晴の背中を軽く押しながら現れた。


「未み遂すい？」


「らしいよ」


「そりゃよかった。ストーカーっぽいと思ってたら、とうとうレイプかよ。しかも親まで手を貸すとは呆あきれるな」


　ようやく将吾の姿を見て、侑登は啞然とする。


　いつもより髪かみの色が落ち着いているし、きちんとスーツを身に着けている。会社員でもおかしくない見た目になっていたし、普ふ段だんよりも落ち着いて大人っぽく見えた。


「侑登、おいで」


　差し出された手を取った途と端たん、ぐっと涙るい腺せんが緩ゆるみそうになってしまったが、下を向いて唇くちびるを嚙かんで、なんとか耐たえながら立ち上がる。


　なのに軽く抱きしめられ、背中をぽんと叩たたかれたら、もうだめだった。


「う……」


　ぽたぽたと涙なみだが畳に落ちる。あやすような手に背中を叩かれながら、侑登は両手で総の服を握にぎりしめた。


　泣くほどのことじゃないと自分でも思うのに、総がいるとどうしても気持ちが緩み、感情の波が抑おさえられない。


　京介が食い入るようにして見つめていることなど、侑登は気づきもしなかった。


　総はもう一度、軽く背中を叩くと、街で絡からまれたときのように侑登を背中に庇かばった。


　まるで京介や昌晴の視線から隠かくすように。


「ところで、ご自分たちがしようとしていたことが犯罪だってことは、承知なさっているんですよね？」


　総は昌晴に向けて尋たずねた。この場合、京介と昌晴のどちらにより非があるかといえば、後者だろう。


「……君たちは何者なんだ？」


「質問に答えていただいてませんよ」


「どこの誰ともわからない相手に、答えるつもりはないよ」


「この状じよう況きようで、よくそんなことが言えるな……」


　将吾が呆れ返ったというような口調で言うが、昌晴は表情一つ変えなかった。


　嘆たん息そくして、総は言った。


「侑登の家庭教師です。慎司の友人でもありますし、以前は彼らと従兄弟いとこだったこともありました」


「君がそうか……」


　話としては知っているのだろう。昌晴は溜ため息まじりに呟つぶやいた。


「そして、こちらは槇まき将吾さんといいます。彼も招待客ですよ」


「どうも初めまして。そちらのご当主には、父がいつもお世話になっておりまして」


　将吾はにっこりと営業スマイルを浮うかべた。侑登が初めて見る、完全な作り笑え顔がおだった。


「父……？」


「ええ。釣つり仲間だそうです」


「こちらは、笹本武たけ志し社長のご長男なんですよ」


「笹本……では、あの……」


　唸うなるように昌晴は呟いた。笹本家の隠し子の話は、すでに明らかになっていた。長男次男ともに認知され、正式に屋や敷しきに迎むかえられていることも周知の事実だった。もちろん実際に会ったことがある人間は、とても少なく、今日のこの場にもほとんどいないといっても過言ではなかった。


「自己紹しよう介かいは終わりましたよ。さっきの質問に答えていただきましょうか。侑登をつれ込んで、息むす子こにレイプさせようとした……そうですね？」


「私が指示したわけではないがね」


「でも協力したのは事実だ」


「確かに。それで、君たちはどうするつもりなんだ？」


　昌晴は冷静そのもので、まるで他人ひとごとのように話している。あるいは、侑登の名めい誉よのために公表はしまいという確信があるのかもしれなかった。


「蛯原会長に、是ぜ非ひを問いましょうか。この会話は録音していますから、そのまま聞いていただけばいい」


「父に、これを……？」


「どうやら極きわめてまともな神経をお持ちのようですから、息子と孫がこんなことをしでかしたと知れば、責任をお取りになるでしょう。会長を辞任なさるか、別の形かはわかりませんが、門真家とのつきあいは、これまでと変わってくるでしょうね」


　冷ややかに総は言葉を綴つづる。まだ二十歳はたちだなんて信じられないほどの落ち着きと威い圧あつ感を放ち、実に堂々たる態度だった。父親ほどの年の相手にも、まったく臆おくすることはなく、対等に話していた。


「それから、そちらの京介くん。彼が高校で侑登に何をしていたのか、在校生に頼たのんで証言を集めてもらいました。侑登のこと以外にも、学校の外でいろいろと問題行動があったようですから、そちらも一いつ緒しよに」


　総の言葉を受けて、昌晴は視線を京介にやった。当の本人は、苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をして、総を──あるいは侑登を見ていた。


　否定の言葉は、当然なかった。


　しばらく黙った後、昌晴は口を開く。


「どうすれば、黙っていてもらえる？」


「黙っているつもりはないですよ。こちらとしては、蛯原家に遠ざかってもらいたいだけですからね」


　条件など出す気もなければ応じるつもりもないと言外に告げ、総は背後にいる侑登に部屋を出ようと促うながした


「待ちなさい」


「まだ何か？」


「……京介には、二度と侑登くんに……いや、門真家にも近づかせない。もちろん私もだ。それでは、だめだろうか」


「お断りします」


「そ、総さん……！」


　侑登はぎゅっと総の服を摑つかみ、彼を止めた。


　蛯原貞治氏に今回のことが知られること自体は、侑登は構わないと思っている。実際に犯おかされたわけではないし、未遂ならば、知られてもつらくはない。だがあの人の好よさそうな老人が、このことで苦しむことになるのは避さけたかった。


　侑登を見た総に、黙だまってかぶりを振ふった。言葉はなくても、総には伝わるはずだ。


「約束したところで、向こうは守るかどうかもわからないんだぞ」


「でもさ……」


「被ひ害がい者本人が言ってんだ、聞いてやれよ」


　将吾が口をさし挟はさんできて、総は小さく嘆息した。侑登を見つめ、少し考えるような素そ振ぶりを見せてから、再び視線を昌晴に戻もどす。


　おとなしくなった京介は、ただひたすら侑登を見つめていた。どうするかは、父親に任せた感があった。


　ふっ、と小さな息が聞こえたかと思うと、総はおもむろに口を開いた。


「仕方ないな。今回は侑登の意思を尊重しよう。ただし……蛯原さん、今度侑登に何かしたら、そのときは本当に報告しますから、そのおつもりで。息子さんはあなたが御ぎよしていただけるものと信じてます」


「……わかった」


　言葉少なに答える昌晴から視線を外し、総は促すように侑登の背中を軽く押した。


「では、お先に。侑登はつれて帰ります」


　総は床ゆかに落ちていたジャケットを拾い、侑登と共に部屋を出た。


　視線は追ってきていたが、とうとう最後まで京介が言葉を発することはなかった。かえってそれが、気味悪かった。


　廊ろう下かを歩きながら、一番後ろを歩いてくる将吾は呆あきれたような、それでいて感心したような調子で言った。


「お前も、それなりに性格悪いよな……」


「腹に据すえかねてたもんで」


「まぁ、気持ちはわかるけどさ」


　にぎわう広間の横を通り抜ぬけ、玄げん関かんから外へ出る。そこから少し歩いたところに、パーキングがあった。


　どうやら将吾が転がしてきた車らしい。


「何も言わないで出てきちゃったけど、いいのかな」


　後部座席に総と並んで乗り込みながら、侑登はちらっと門真家があるほうを振り返った。見えるのは、敷しき地ち内にある一番背の高い木だけだ。


「気分が悪いことにしてつれて帰ることになってるから、心配ないよ。慎司が上手うまく説明してくれるさ」


「あ……兄貴も知ってんの？」


「それとなく目を光らせてくれるように、慎司に頼んでおいたんだ。あの父親が来てるってことは、メールで教えてくれたよ。さすがに京介が紛まぎれ込んでたことまでは知らなかったみたいだけどな」


　あれだけの人数がひしめいていたのだから、それも当然だ。総すらも、今日は慎司に会ったわけではないという。


「実は、門真家の門が見えるところで、張ってたんだよな。もしあのガキが来たら、俺たちも入ろうってことになっててさ」


「えっ……そうなの？」


「うちの……ササモトのムカツク後こう継けい者が出席してたんで、いつでも入れる状態だったしな」


「待機していたら、京介が現れたから、何かする気だろうなと思って、俺たちも入ったんだ。客間を用意させたことまでは、すぐにはわからなかったんだけど、それも慎司が聞きだして教えてくれた」


　自分以外のところで連れん携けいができていたことを知って、侑登は茫ぼう然ぜんとした。当事者であるはずなのに、蚊か帳やの外へ追いやられた気分だった。


「なんで俺に……あっ、携けい帯たい……」


「連れん絡らくはしたよ。充じゆう電でん、切れてただろ？」


「う、うん……」


　あやうく理り不ふ尽じんな文句を言ってしまいそうになり、侑登は俯うつむいた。


「で、お前んちに行けばいいんだよな？」


「ああ」


　将吾の言葉に頷うなずく総を、侑登はちらっと見た。


　異存はあるはずもない。このまま自宅に戻って、今日の会のことを母親に訊きかれるよりも、総といたほうが気が楽だ。


　それでなくても、今は一緒にいたい気分なのだ。


　あのとき、もっと強く抱だきしめて欲しかった。京介と昌晴の目があったから遠えん慮りよしたのだということはわかっていたが、もの足りなさは拭ぬぐえなかった。


「どうした？」


　何度も見ていたから、やはり気づかれてしまって、総がこちらを見つめてきた。


「なんでも……」


「俺に構うことねぇから、好きなだけイチャついてろ」


「しょ、将吾さんっ……」


「じゃあ、遠慮なく」


　総は侑登の肩かたを引き寄せ、きつく抱きしめてきた。もの足りなさを埋うめ合わせるような、感情のままの抱ほう擁ようだった。


　噓うそのように、気持ちが凪ないでいくのがわかる。


　侑登は腕うでの中で、ゆっくりと目を閉じた。
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「はい、ではお預かりします。ええ、大だい丈じよう夫ぶです。失礼します」


　侑登の母親への電話は、そう長くならずに済んだ。


　気分が悪くなってしまった侑登を、慎司に頼まれて総が迎むかえに行ったことにしたのだ。もちろん慎司と口裏は合わせてある。人の多さにやられたが、帰る途と中ちゆうでけろりとよくなったので、本人の希望で総の家に来た、という具合だ。


　慣れたもので、侑登の母親もまたわがままを言ったのかと笑っていた。それくらい、急に泊とまりに来ることは珍めずらしくないのだ。


　フラップを畳たたんで侑登を見ると、彼は下を向いていた。軽く下した唇くちびるを嚙かんでいるのは、何か深く考えている証しよう拠こだ。


「侑登？」


　呼びかけると、侑登は顔を上げた。


「……泣いちゃったな、と思ってさ……。絶対、泣くもんかって思ってたのに」


　ひどく悔くやしそうだった。その顔は子供っぽくて、総の笑えみを誘さそっていたが、口にするとますますむくれそうだから、思うだけに留とどめることにした。


「気が緩ゆるんだんだろ」


「でも、あんなやつらの前では絶対に泣きたくなかったんだ。きっとあいつ、俺のことバカにしたよ」


「そんなことないと思うけどな」


　あのときの京介の顔を思い出し、総は意味ありげに笑った。


　総に縋すがりついて泣く侑登を目まの当たりにして、京介は目が離はなせないとでもいうように、こちらを凝ぎよう視ししていた。驚おどろきと悔しさと、腹立たしさ。それから羨せん望ぼう、嫉しつ妬と、後こう悔かい──。いくつもの感情がないまぜになった目で、泣く侑登と抱き留める総を見ていた。


　あの少年は、おそらく自分が抱かかえていた感情の正体を知ったのだろう。だからこそ、あんなにも反応がなかったのではないだろうか。


「総さん……」


「うん？」


「あいつさ……何も言わなかったじゃん。あれが気になっちゃってさ。もしかして、何か考えてたのかな」


　侑登はひどく不安そうだった。


「確かにおとなしかったな」


「もう何もしてこないと思う？」


「俺はしてこないと思うよ。脅おどかしておいたしね」


「あ……そういえば、さっき在校生に頼たのんだみたいなこと言ってたよな。それって、もしかして……」


　ためらいがちに口にする侑登に、総は頷いて見せた。


　コンタクトを取ったのは、侑登のかつての同級生だ。寮りようでは違ちがう棟むねにいたらしく、彼を中心にした何人かは、侑登に対してかなり親切で、京介の作り出した流れに従わなかったのだという。そして、電話越ごしに侑登に告白した相手でもあった。


「確実かなと思って。名前は慎司が覚えてたからね。前に、手紙をもらったんだって？」


「あ、うん……。でもさ……」


「私情は挟はさまないことにしたんだよ。京介に手を引かせるほうが、ずっと重要だからな」


　侑登の気持ちを疑ってなどいないし、話してみた限り、向こうが侑登に対して強ごう引いんな手段に出ることもなさそうだ。そもそも恋こい心ごころとはいえ、非常に微ほほ笑えましく淡あわいもの……というのが、総が抱いだいた印象だった。


「もっと気にしてるのかと思ってた……」


「面おも白しろくないのは確かだけど、心配はしてないよ。それと、もし京介がまた来るようなことになっても、俺がなんとかする。だから大丈夫だ」


「……うん」


　小さく息をついて、侑登は総に凭もたれてきた。


　頭を抱き込んで髪かみに唇を寄せながら、脅しなどなくても、京介はもう動けまいと思った。好きだと自覚してからも、過去と同じように振ふる舞まえる人間は多くない。そしてあの少年は、間違いなく大多数に含ふくまれる人間だ。ある程度のことを把は握あくできるぐらいには頭がよく、プライドが高い。自らのしたことが、侑登の心を手の届かない場所までやってしまったと知っているし、それを改めようと、手のひらを返したような態度で接することもできまい。


　そして父親のほうは、リスクを考えるだろう。蛯原家の事業は、ササモトの子会社と密な関係にある。将吾を引っ張り出したのは、単に門真家に入るためだけではなく、そちらも考えてのことだったのだ。


「総さん、あのさ……」


　髪を撫なでながら抱きしめていると、侑登はおずおずと切り出した。


「何？」


「その……シャワー浴びていいかな。なんか、このままだと気持ち悪くてさ」


　何気ない口くち振ぶりだが、侑登がひどく気にしていることは見て取れる。京介の感かん触しよくを、シャワーによって流し、忘れてしまいたいのだろう。


　あのとき、組み敷しかれている侑登を見て、頭の中が沸ふつ騰とうしそうになった。なんとか自分を抑おさえられたのは、侑登がまっすぐに見つめ返してきたからだ。


　その瞬しゆん間かんに、まだ決定的なことをされていないとわかったのだ。


　だが肌はだに触ふれられたことも、侑登にとっては嫌けん悪おを伴ともなうことだったはずだ。もちろん総にとっても同じだが。


「……総さん？」


「洗ってあげようか」


「えっ……！」


　侑登はとんでもないことを聞いた、とでも言うように、大きく目を見開いた。そんなに驚くようなことでもないと思うのだが、二の句が継つげなくて啞あ然ぜんとしている。


　ほんの冗じよう談だんだったのに、侑登の反応を見たら、実行してやろうかという気になった。


「侑登はいつも洗い方が雑だからな」


「そ、そんなことないって……っ」


　慌あわてふためく様に、口元が緩む。何度も一いつ緒しよに風ふ呂ろに入っているのだが、洗われる……というのは、また意識が違うものらしい。


　侑登の手を引いて、総はバスルームへと向かう。口でいろいろと抵てい抗こうを示す割には、手を振り払はらおうとはしない。


　脱だつ衣い所で抱だきしめると、最初は身を硬かたくしていたが、すぐに観念したように力を抜ぬいた。


「本気……？」


「当然だろ」


　言葉を実証するために、総は侑登のシャツのボタンを外して肩から落とし、万ばん歳ざいをさせてタンクトップを脱ぬがした。


　ジーンズのボタンに指をかけると、慌てて手を押さえてきた。


「自分で脱ぐから」


　今さらなのに、侑登はくるりと後ろを向いて裸はだかになった。


　恥はずかしがる基準はよくわからないが、蛯原親子の行こう為いによってささくれた総の神経は、確実に落ち着いていった。


　逃にげるようにバスルームに入った侑登を見て、総も服を脱いで後に続いた。


　シャワーの下、侑登はスポンジを手に、ごしごしと胸から腹のあたりを擦こすっている。躍やつ起きになっているという感じだった。


「そんなにしたら、擦すりむけるぞ」


　手を摑つかんで止めて、総は侑登の胸むな元もとに目を落とす。心配した通り、皮ひ膚ふの薄うすい白い肌は真っ赤になってしまっているが、幸い擦すりむけてはいなかった。


　泡あわが完全に流されていくと、総はそこに唇を寄せる。


　びくん、と侑登が震ふるえるのがわかった。


「痛いか？」


「ううん……」


　無理をしているわけではなさそうだから、総はそのまま胸を愛あい撫ぶした。口に含んで吸い上げ、舌で転がしてやると、たちまち尖とがってきて反応を示すようになる。


「ここを触さわられたのか？」


　尋たずねると、頷うなずく気配が伝わってきた。だから総はことさら丹たん念ねんに、左右の胸を口と指とで弄いじってやった。


　息づかいが乱れ、びくびくと肌が震える。


　シャワーを止め、立ったままではつらいだろうと、ゆっくりと膝ひざを折っていく。侑登はその場に座り込み、総の頭を抱きしめてきた。


「んっ、ぁ……」


　気持ちよさそうに侑登は声を出す。だがそれはどこか必死になっているようにも思えた。感じているのは噓うそではないだろうが、快感の粒つぶをすべて拾い集めようと躍起になっている印象だった。


　おそらく、感じることで身体からだに残った感触を忘れようとしているのだ。だから総は、意識しなくても快楽に溺おぼれられるようにしようと思った。


「も、っと……そこ、もっと……して……」


　侑登はいつもとは逆のことを口にする。執しつ拗ように同じところばかり愛撫する総に、もういいと言うことはあっても、こんなことは初めてだった。


「いいよ。ここだけでイカせようか……？」


　くすりと笑って、総は軽く歯を立てる。


　甘い声を放ち、侑登は背中を仰のけ反らせた。それは自ら胸を突つき出すようにも見え、総はふっと笑った。


　ここだけで……と言ったのが、冗談にはならないほど、侑登の身体は高ぶっている。触れるまでもなさそうだった。


「あっ、ぁ……ん……」


　痼しこってつんと尖った小さな乳首を、指の腹で捏こねる。もう一方は、舌先であめ玉を転がすように弄いじりまわした。そのたびに侑登はせつなげに眉まゆ根ねを寄せ、かすかにかぶりを振る。だが嫌いやがっていないのは、一目瞭りよう然ぜんだった。


　侑登が「もっと」を言わなくなるまで、総は同じところばかりをしゃぶり、指先で摘つまんでは擦り上げた。


　甘い声をさんざん上げさせてから、総は侑登を促うながして、バスタブの縁ふちに摑まらせる。摑まるというよりは、凭れるような格好だった。


　相変わらず肉付きの薄い身体だが、とりあえず不健康な印象はない。色は白いが病的なものではなく、今は上気して桜色に染まり、扇せん情じよう的ですらあった。


　総は尻しりに指をかけ、肉の薄いその狭はざ間まに舌を寄せていく。


「ん……っ」


　鼻にかかった声が、かすかに聞こえた。


　ぴちゃりと、あえて大きな音を立て、総は侑登のそこを潤うるおしていく。舌先でくすぐるように、あるいはなぞるように。


　ふと思いついて、総は言った。


「ここは、触られたのか？」


　すると侑登はもの凄すごい勢いでかぶりを振った。


「そこまでされなかったよ」


　掠かすれた声が、常にない色気を感じさせる。抱いているときだけ聞ける、総しか知らない声こわ音ねだった。


「間に合ってよかった。俺だけのものだからな」


　音を立ててキスをして、そっと舌先を潜もぐり込ませると、侑登は泣きそうな声を上げた。


「ひぁっ……ぅ……ん……っ」


　尖らせた舌を入れ、つつくように出し入れを繰くり返す。抵抗はそれほど強くない。さすがにこの行為にも慣れてきてはいるらしい。


　自分のために少しずつ変わっていく身体が可愛かわいい。そして、変わることを望んでくれる心が愛いとおしくてたまらない。


「も……溶とけ……る……」


　肩かた越ごしに見える横顔は、まぶたで半分ほど覆おおわれた目が、放心したようにとろんとしている。言葉通り、侑登は溶けるような快感を味わっているのだろう。


　十分に濡ぬらしてから指先を静かに沈しずめていくと、さほど抵抗もなく根本まで入った。そのままゆっくりと前後に動かしながら、ほぐれつつあるそこを、なおも執拗に舐なめてやる。


　舌や指が立てる湿しめった音が浴室に響ひびいた。


　細い腰こしが、自然と揺ゆれ始めた。


「は……っぁ……あんっ」


　徐じよ々じよにリズムを速めていくと、侑登の声も喘あえぐようなものに変わる。指を二本に増やし、動かし方を激しくしながら、総は肩けん胛こう骨こつに唇くちびるを落とした。


　浮うき出た骨に軽く歯を立て、そこからキスでうなじまで辿たどった。


　侑登は耳が弱い。ふっと息をかけて、耳じ朶だを甘あま嚙がみすると、後ろがぎゅっと指を締しめつけてきた。


　一度、指を止めて、耳の後ろを舐めてやる。


「あっ、ぁ……だ、め……イッちゃ……う……」


　侑登はいやいやをするように、かぶりを振ふった。


「いいよ」


「や、だ……指、じゃ……や……」


　普ふ段だんよりずっと幼いもの言いに、自然と笑えみがこぼれた。普段から、どちらかと言えば甘えん坊ぼうの侑登だが、こういうときの甘え方も可愛らしくてたまらない。


　可愛くて、それゆえに苛いじめたいとも思う部分は、総の中にも確かにあった。


　だから京介の気持ちもわからないでもなかった。だがそれはあくまで、相手の許容の範はん囲い内でしなくてはいけないのだ。自覚もしていなかったあの少年には、無理な注文だったろうとは思うが。


　ぐっと深く潜り込ませた指を、小刻みに震わせると、侑登の背中がしなやかに反った。


「いやぁ……っ……だ、め……抜ぬい……てっ」


「無理だよ。だって、侑登が放してくれない」


　笑みを含ふくんだ声で囁ささやくと、耳が真っ赤に染まった。心なしか背中まで赤くなっている気がして、総は目を細めた。


「意地、悪……すんな……っ」


「じゃあ、力抜いて」


　抜けないはずがないのはわかっているだろうに、侑登は素す直なおに息を吐はき出した。


　ゆっくりと指を引き抜くと、名残なごり惜おしそうに内ない壁へきが絡からみついてくる。だがそれは言わないでやることにした。


「ベッドに行こう」


「え……？」


　怪け訝げんそうに振り返る侑登を引き寄せて、そのまま抱だき上げる。


　大した理由があるわけじゃない。侑登の顔を見ていたいが、床ゆかに寝ねかせたら背中が痛そうだと思ったのだ。かといってバスタブの中とか、膝に載のせるとか、立ったままというのも気分じゃないだけだ。


　いつかのときのように自分はバスローブを着て、侑登はバスタオルでくるむ。違ちがうのは、寝しん室しつへ向かったことだ。


　ベッドに侑登を下ろすと、気分が途と切ぎれたのか、少し困ったような顔をしていた。


　唇を重ねながら、侑登を横たえる。バスローブを脱ぬぐのは簡単なことだった。


　気分を引き戻もどす濃のう厚こうなキスをし、自分と侑登の身体も高ぶらせる。乾かわきかけた最さい奥おうを再び濡らすために、総はジェルを指先に取ってもう一度指先を入れた。


「んんっ……」


　侑登のいいところを弄れば、きっと今すぐにでもイッてしまうだろう。


　声を聞きたくて、総は唇を離はなし、頰ほおや顎あごの先や首にキスをし、侑登の甘やかな声を耳で楽しんだ。


　くちゅくちゅと、淫いん猥わいな音が喘ぎ声にまじる。


「やぁっ、も……入れ、て……」


　懇こん願がんに応こたえるためのキスを唇にして、総は指を引き抜いた。それからほっそりとした脚あしを腕うでで掬すくい上げ、身体を繫つないでいく。


「ああっ……！」


　びくびくっ、と大きく震ふるえて、侑登はあっけなく達してしまった。挿そう入にゆうした、ただそれだけの刺し激げきで。


　我に返った侑登は、ぎゅっと目を瞑つぶって両腕で顔を隠かくしてしまった。


「侑登？」


「やっ……」


　手首を摑つかんで顔を見ようとすると、意外なほどの抵てい抗こうを見せた。隙すき間まから見た顔は、可哀かわい想そうなほど真っ赤だった。


「どうして、嫌なんだ……？」


「だ、だって……」


「俺は侑登の顔が見たいのに、隠しちゃうのか？」


　腕にキスをしながら言うと、少し力が抜けた。


「……こんなの、みっともないじゃん……」


「可愛いのに」


　何度も腕にキスをして、緩ゆるんだ隙に両腕を顔の脇わきに縫ぬい止める。見下ろす形になると、侑登は顔を背そむけた。


　可愛いと思ったのは本心だ。その証しよう拠こに、身体からだが反応して、侑登の中で総はさっきよりも質量感を増している。


　余計なことを言わなくても身体で感じたらしく、侑登は恥はずかしそうにしていた。すっかり身体中から力が抜けていた。


　耳朶を舐め、舌を差し入れて、合間に呪じゆ文もんのように侑登を溶かす言葉を繰り返す。


　そうしてから、ゆっくりと突つき上げていった。


「あっ、あ……！」


　狭せまい侑登の内部が、総に絡みついてくる。熱くて柔やわらかで、溶けるような快楽を総に約束してくれるものだ。


　押さえていた腕を放すと、すぐに両腕で総にしがみついてきた。


　甘えるようなそのしぐさに、胸を衝つかれる。こんなふうに甘え、すべてを預けてくれる存在が、愛おしくないはずがない。


　官能的な表情も、艶つやっぽいよがり声も、快感に震える肢し体たいも、そして一いち途ずなこの心も、何もかもが総を夢中にさせる。


　もっと声を聞きたくて、乱れる侑登を見たくて、総は両方の手で身体中を撫なで回し、胸の粒つぶを、二つとも指先で弄り回した。


「っぁ……ん、ぅんっ……！」


　弄るたびに、後ろまで反応する。指の腹で円を描えがくようにして回し、上から押し潰つぶしては、転がす。


　侑登は半泣きになって、激しく息を乱した。


「あんっ……い、い……気持……ち、いい……」


　濡ぬれた目で総を見つめて、侑登は熱に浮かされたようになって言った。腰を揺らし、自らも貪どん欲よくに快感を追って、総と溶とけ合おうとしている。


　指を腰こし骨ぼねのあたりに這はわせると、声を上げながら、びくっと大きく跳はね上がった。


　ひどく敏びん感かんになった身体は、どこもかしこも触ふれられるだけで感じてしまうらしい。気持ちよさそうに喘ぐ侑登に、総もまた身体以外の部分が満たされていく。


「総……さん、は……？　総さんも……気持ち、いい……？」


「ああ……いいよ、侑登……」


　掠かすれた声で答え、総は身体に走る快感に目を細める。


　侑登がかすかに笑った。ほっとしたようでもあったし、嬉うれしそうにも見えた。そして今まで以上に強く、背中にしがみついてきた。


　煽あおられるように、総は深く突き上げ、侑登に甘い悲鳴を上げさせた。理性が侵しん食しよくされていき、本能のままに内部をかき回した。


「ぁあっ、あん……！」


　背中に回った指先が、皮ひ膚ふに食い込む。正気ならば絶対にしないだろう力で、よがりながら爪つめを立て、侑登は「いい」と繰くり返した。


　背中の痛みなど、甘い快感の前では、至し極ごく小さなものだった。


「あ、ぁ……ああっ……！」


　侑登の好きな角度で突き上げ、総は欲望の中に叩たたきつける。大きく震えた侑登もまた、二度目の絶頂を迎むかえた。


　総の腰こしに巻き付けてきていた細い内うち股またが、ひくひくと痙けい攣れんしているのがわかる。


　背中から、ずるりと腕がシーツの上に落ちた。忙せわしない呼吸に薄うすい胸を激しく上下させ、侑登はしばらく動かなかった。


　絶頂の余よ韻いんに浸ひたっているのか、飛ばしてしまって戻ってきていないのか。


　総は呼吸を整えながら、侑登の前まえ髪がみを搔かき上げてやった。すると、ゆっくりと潤うるんだ目が総を捉とらえた。


「また気絶したのかと思った」


「……してないよ……いつもするわけじゃ、ないじゃん……」


　拗すねたように口を尖とがらせるのが、そそるのだ。まるでキスをしてとせがんでいるように思えて仕方ない。こんなことを誰だれかに言おうものなら、勝手に思い込むのもほどがあると、笑われるだろうが。


　総は侑登に覆おおい被かぶさったまま、まぶたや鼻の先にキスをする。くすぐったそうに逃にげるのを追いかけ、両手で顔を挟はさみ込んで唇くちびるにもキスをした。


「ん……ふ、ぅ……」


　深く結び合わせるキスに、互たがいの身体が反応してしまう。いや、総は最初から、そのつもりだったのだが。


　侑登が認めるかどうかはともかく、彼の身体もまた十分にその気だ。


　だからもっと煽ってやるために、総はキスを耳に移した。


「ひゃ……あ……」


　耳への愛あい撫ぶに、侑登は再び溶け始め、ひっきりなしに総を締しめつけてくる。もうとっくに、引っ込みがつかないところまで来ているといっていい。


　侑登にも、それがわかったらしかった。


「お、おっきく……なってるってば……っ」


「侑登がしたんだ」


「ちが……あっ！」


　ふるふると首を横に振ふったが、すぐに侑登は仰のけ反ることになってしまった。総が繫つながったところに指を這わせたからだった。


　侑登は涙なみだ目になって、総を見つめてきた。


「あ、遊び……行きたかった、のに……」


「また、今度な」


　言葉ではなく、身体で言いくるめて、総は反論しようとした唇を塞ふさいでしまった。











　以前も行ったオープンカフェに、将吾と彼の愛犬を呼び出したのは、天気のいい午後のことだった。昨日はずいぶんと風があったのだが、打って変わって今日は穏おだやかだ。日差しも暖かく、外のほうがかえって気持ちがいいくらいだ。


「お土産みやげ」


　侑登はテーブルの上に、三種類のチーズと保冷剤ざいが入ったクーラーバッグと、犬用の可愛かわいい服を置いた。


「いろいろくれるんだな」


「だってお世話になったし」


「どうもな。で、この服は一体……」


「向こうで売ってたんだ。胡桃ちゃんにいいかなーと思ってさ」


「三十分もかけて選んだんだよな」


「うわ、マジかよ」


　将吾は感心し、同時に呆あきれていた。


　服を選ぶために要した三十分、侑登はとても楽しそうに悩なやんでいた。自分の服を選ぶのだってこれほど悩まないというほどに、あれこれ迷っていたのだ。


「だから後で着せて見せて。で、撮とるから」


　侑登は嬉き々きとして携けい帯たい電話を取り出した。


「……で、それはともかく、お前らどこ行ったんだっけ？」


「軽かる井い沢ざわ」


「そりゃまた……寒かったろ」


「死ぬほど寒かった」


　明らかに大げさだが、寒かったのは確かだ。四月頭の軽井沢は、駅前はともかくとして、平日は特に閑かん散さんとしていた。門真家の別べつ荘そうの周辺などは、人っ子一人いないんじゃないか……と思わせるほど、他の人間の気配がなかったのだ。実際、近くの別荘はどこも人が来ていなかったようだ。


「なんでこんな時期に軽井沢なんて行ったんだ？」


「ちょうど空いてたし、観光するわけでもないから、どこでも一いつ緒しよかなーと思ってさ。家の中は暖かかったし」


「ああ……なるほどな。確かに、どうせやりまくってイチャイチャするだけなら、どこでも一緒だよな」


「べ、勉強だってば……！」


　反論する顔が赤くては、信しん憑ぴよう性せいなどないに等しい。だがまったくの噓うそではない。以前の箱根がそうだったように、最初と最後に勉強をし、間は恋こい人びととしての時間を充じゆう実じつさせたというだけの話だ。


「だから、あっちのお勉強だろ？　総先生に手取り足取り腰こし取り……」


「なんか将吾さんがオヤジくさい……」


「ほっとけ。総、ちゃんといろいろ思い知らせてやったか？」


　意味ありげに笑うそれが、何を指してのことかはわかっている。侑登は自らに向けられる好意に対してどうも鈍にぶいようなので、そのあたりを思い知らせろというわけだ。どうしてそれが、身体からだで思い知らせることになるのかは不明だったが。


「特とく殊しゆな嗜し好こうはないし、泣かせるのもいつものことだから、効果はないんじゃないかな」


「あ、そ。はいはい、ゴチソウサマ。で、その後あの親子はどうなんだよ」


　将吾は強ごう引いんに話を曲げたが、おそらくもともと訊ききたいことではあったのだろう。顔の真しん剣けんさが、それを物語っていた。


　侑登は小首を傾かしげて答えた。


「どうもしない、っていうか。あれから何も言ってこないよ」


「そりゃよかったな」


「うん。でね、今日はこれから映画観みて、ロシア料理食べに行くんだ。ボルシチとピロシキ。その後で将吾さんの店に行くから」


「おい」


　思わず突つっ込んだ将吾に構わず、侑登は続きの予定を口にした。


「で、総さんちに泊とまる」


「左様ですか」


「侑登。もう行かないと、時間だぞ」


「あ、ほんとだ。でも胡桃ちゃんの服……。えっと、今度また行くから。そのとき絶対着せて写真撮らして」


「わかったわかった」


　ひらひらと追い払はらうように、将吾は手を振る。


　立ち去りかけた侑登は、ふと思いついた様子で振り返り、大真面まじ目めな顔で言った。


「早く人間の恋人ができるといいね」


「……うるせぇよ、このガキ！」


　揶や揄ゆではなく本気なだけに、さらに将吾にとってはダメージがあったらしい。怒ど鳴なってはいるが、今ひとつ迫はく力りよくがなかった。


　総は口元をさり気なく手で覆い、何ごともなかったように歩いていく侑登の後に続いた。


　振り返ろうかと一いつ瞬しゆん思ったが、友情でそれはしないことにした。




溺でき愛あいのシグナル


きたざわ尋じん子こ
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